
◇
第
二
分
団
長
　
熊
谷
　
大
喜

◇
副
分
団
長
　
　
伊
藤
　
祐
介

◇
　
〃
　
　
　
　
内
藤
　
孝
雄

◇
女
性
班
長
　
　
柿
下
　
麻
衣

◇
副
班
長
　
　
　
玉
置
　
唯
乃

◎
退
　職

◇
赤
松
　
大
輔
（
保
健
師
）

◇
黒
田
あ
ゆ
み
（
保
育
士
）

　
県
の
交
流
職
員

と
し
て
天
龍
村
に

参
り
ま
し
た
、
花

岡
沙
代
と
申
し
ま
す
。

　
出
身
は
長
野
市
で
天
龍
村
に

来
る
の
は
初
め
て
で
す
が
、
以

前
か
ら
南
信
州
で
の
勤
務
を
希

望
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
よ
う

な
機
会
を
い
た
だ
け
て
あ
り
が

た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
赴
任
し
て
間
も
な
い
で

す
が
、
周
り
の
皆
さ
ん
に
助
け

ら
れ
な
が
ら
美
し
い
桜
が
咲
き

誇
る
豊
か
な
自
然
の
中
で
暮
ら

せ
る
幸
せ
を
感
じ
る
毎
日
で
す
。

微
力
な
が
ら
、
村
の
課
題
解
決

や
信
州
に
春
を
告
げ
る
天
龍
村

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
け
る
よ

う
勤
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
度
の
異
動
に
よ

り
、
次
の
先
生
方
が
村
内
の
小

中
学
校
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
天
龍
小
学
校
〉

◇
金
井
　
　
健
（
教
頭
）

◇
米
澤
　
雄
太
（
１
年
担
任
）

◇
福
澤
　
佑
軌
（
４
年
担
任
）

◇
内
山
　
文
洋
（
５
年
担
任
）

〈
天
龍
中
学
校
〉

◇
下
里
　
洋
平
（
１
年
担
任
）

◇
林
　
　
啓
太（
１
年
副
担
任
）

◇
青
柳
　
　
佳
（
２
年
担
任
）

◇
岩
﨑
　
奈
津
美

（
養
護
・
２
年
副
担
任
）

　
２
０
１
９
年
度
天
龍
村
消
防

団
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
団
　
長
　
　
　
中
島
　
俊
博

◇
副
団
長
　
　
　
大
平
　
崇
史

◇
本
部
長
　
　
　
上
野
　
洋
平

◇
機
関
長
　
　
　
恩
澤
　
　
知

◇
救
護
長
　
　
　
山
﨑
　
英
琢

◇
旗
手
　
　
　
　
橋
爪
　
　
貴

◇
喇
叭
長
　
　
　
濱
島
　
徳
嗣

◇
第
一
分
団
長
　
宮
下
　
正
和

◇
副
分
団
長
　
　
松
澤
　
一
生

◇
　
〃
　
　
　
　
宮
澤
　
真
行

広 報　天　　龍（28）
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私たちの村
－４月１日現在－
人口 1,275 人

男 601 人 女 674 人
世帯数 712 世帯

2019年4月24日

５月１日から新元号「令和」となります

４月４日㈭、天龍小学校および中学校の入学式が行われました。
小学校は男子２名、女子２名の計４名。新しい教科書。初めての教室。お兄さんもお姉さんも先生も、
みんな楽しみに待っていました！ランドセルに夢をたくさん詰め込んで、お勉強や遊びを元気いっぱい
楽しみましょう！
中学校は女子３名。保護者らは、制服を着て少し大人びた我が子に目を細め、春の校舎に校歌が響きま
した。

４月３日㈬、新しいお友達２名を迎え全園児15名で元気よく新年度がスタートしました。よく食べ、よ
く寝て、よく遊び心も身体も大きくなります。村民の皆様には昨年度同様お世話になりますが、よろし
くお願いします。

　
２
月
22
日
㈮
に
、
み
ど
り
の

少
年
団
と
地
域
の
み
な
さ
ん
で

平
成
31
年
度
用
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ

ウ
の
巣
箱
づ
く
り
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
は
地
域
の
み
な
さ
ん

の
協
力
に
よ
り
30
基
の
巣
箱
を

作
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
、
村
民
有
志
に
よ
る
、

「
天
龍
村
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
を
守

る
会
」
も
立
ち
上
が
り
、
保
護

活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
よ
り
多
く
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

が
天
龍
村
に
訪
れ
、
営
巣
し
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の

巣
箱
づ
く
り

村営バス神原線（平岡郵便局
～大河内）

広域バス平岡線（平岡～和田）

乗合タクシー平岡線（平岡～
和田）

村営バス等のゴールデンウィーク中の運行について

　
県
の
特
別
天
然
記
念
物
で
、

村
鳥
で
あ
る
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の

保
護
活
動
を
天
龍
小
学
校
の
児

童
と
一
緒
に
取
り
組
む
「
天
龍

村
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
を
守
る

会
」
が
２
月
22
日
㈮
に
発
足
し

ま
し
た
。

　
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
保
護
活
動
は

「
天
龍
み
ど
り
の
少
年
団
」
が

平
成
10
年
度
か
ら
行
っ
て
お
り
、

飛
来
す
る
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
も
増

え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
児

童
数
の
減
少
に
よ
り
今
後
の
活

動
が
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
た
め
今
回
、
み
ど
り
の

少
年
団
活
動
を
地
域
と
し
て
支

援
し
、
村
内
一
体
と
な
っ
て

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
保
護
活
動
を
行

う
た
め
、「
守
る
会
」
が
発
足

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

（
人
事
異
動
）※
敬
称
略

お
世
話
に
な
り
ま
す

花
岡 

沙
代

２
０
１
９
年
度

交
流
職
員
あ
い
さ
つ

　みんな、元気に

遊ぼうね!



　
内
容
は
本
年
３
月
31
日
を
も

っ
て
失
効
す
る
「
天
龍
村
若
者

等
定
住
促
進
条
例
」
の
内
容
を

見
直
し
「
天
龍
村
定
住
促
進
条

例
」
に
全
部
改
正
し
た
も
の
で

す
。

〇
天
龍
村
森
林
環
境
整
備
基
金

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
平
成
31
年
度
か
ら

「
森
林
環
境
譲
与
税
」
が
譲
与

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
使
途
等

を
適
正
に
管
理
運
営
す
る
た
め
、

基
金
条
例
を
制
定
し
た
も
の
で

す
。

〇
天
龍
村
坂
部
活
性
化
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
　
内
容
は
、
施
設
の
指
定
管
理

者
と
な
っ
て
い
る
夢
工
房
・
左

閑
辺
屋
組
合
に
つ
い
て
平
成
31

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
期
限
が

到
来
す
る
た
め
、
引
き
続
き
10

年
間
指
定
す
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

〇
天
龍
村
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
S
S
過
疎
地
対
策

実
施
事
業
、
天
龍
小
学
校
下
線

橋
梁
新
設
事
業
、
消
防
詰
所
解

体
事
業
、天
龍
小
学
校
体
育
館
・

プ
ー
ル
解
体
事
業
等
の
追
加
及

び
そ
の
他
事
業
の
内
容
変
更
を

し
た
も
の
で
す
。

（３）広 報　天　　龍 2019年４月24日 広 報　天　　龍（２）2019年４月24日

　
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
７

日
㈭
に
開
会
し
、
20
日
㈬
ま
で

の
14
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

左
記
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
昨
年
の
10
月
に
長

野
県
の
最
低
賃
金
が
引
き
上
げ

ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
非
常
勤

の
特
別
職
に
つ
い
て
報
酬
の
改

正
を
し
た
も
の
で
す
。

〇
天
龍
村
川
島
農
村
公
園
「
お

き
よ
め
の
郷
」
設
置
及
び
管

理
運
営
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
内
容
は
、
平
日
と
土
曜
日
、

祝
日
の
前
日
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
及
び
お
盆
の
利
用
を
区

分
け
し
、
料
金
を
改
定
し
た
も

の
で
す
。

〇
天
龍
村
若
者
等
定
住
促
進
条

例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

可
決
さ
れ
た
案
件

同
意
さ
れ
た
案
件

一
　般
　質
　問

報
　
　
　告

予
　
　
　算

〇
天
龍
村
辺
地
総
合
計
画
の
策

定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
平
成
30
年
度
で
現

行
の
計
画
が
終
了
す
る
た
め
、

新
た
に
2
0
1
9
年
度
か
ら

2
0
2
3
年
度
ま
で
の
５
か
年

間
策
定
し
た
も
の
で
、
今
回
の

計
画
で
は
、
坂
部
辺
地
と
向
方

辺
地
の
２
辺
地
を
策
定
し
ま
し

た
。

〇
平
成
31
年
度
天
龍
村
議
会
事

業
計
画
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
平
成
31
年
度
の
議

会
事
業
計
画
を
定
め
た
も
の
で

す
。

○
天
龍
村
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

（
３
名
・
任
期
３
年
）
の
内
、

平
成
31
年
３
月
31
日
に
任
期
満

了
と
な
る
野
竹
三
大
氏
（
東
原

A
区
）
の
後
任
と
し
て
、
宮
澤

弘
明
氏
（
東
原
A
区
）
の
選
任

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

〇
議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処

分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
農
業
機
械
の
破
損
、

車
両
へ
の
損
傷
、
車
両
の
接
触

に
伴
う
３
件
の
損
害
賠
償
の
額

の
決
定
に
つ
い
て
地
方
自
治
法

の
規
定
に
よ
り
議
会
に
報
告
し

た
も
の
で
す
。

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

〇
平
成
31
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
予
算

〇
平
成
31
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算

〇
平
成
31
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
予
算

〇
平
成
31
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算

〇
平
成
31
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算

〇
平
成
31
年
度
天
龍
村
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
予

算
◯
大
平
正
長
議
員

一
、
天
龍
村
警
察
官
駐
在
所
を

国
道
へ
移
転
す
る
こ
と
に
つ

い
て

二
、村
計
画（
実
施
計
画
）の「
道

の
駅
」
整
備
計
画
に
つ
い
て

三
、
村
計
画
（
実
施
計
画
）
の

天
龍
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
及

び
旧
焼
却
炉
の
解
体
事
業
に

つ
い
て

四
、
老
人
福
祉
施
設
の
介
護
職

員
を
確
保
す
る
た
め
の
人
材

確
保
対
策
と
定
住
促
進
対
策

を
連
携
し
た
事
業
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

五
、
高
齢
者
住
宅
の
整
備
計
画

に
つ
い
て

〇
今
村
久
雄
議
員

一
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
改
善
の
進

行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

の
検
証

二
、
総
合
体
育
館
の
新
設
と
共

に
教
育
の
10
年
後
の
将
来
に

つ
い
て

三
、
農
林
公
社
の
分
社
化
に
つ

い
て

四
、
お
き
よ
め
の
湯
の
接
客
含

め
た
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て

五
、
ド
ロ
ー
ン
の
利
活
用
に
つ

い
て

〇
秦
治
三
夫
議
員

一
、
三
遠
南
信
道
路
、
リ
ニ
ア

新
幹
線
の
開
通
を
迎
え
る
中

で
〇
後
藤
知
久
議
員

一
、
天
龍
小
学
校
総
合
体
育
館

に
つ
い
て

議
会
だ
よ
り

定
例
議
会

定
例
議
会

第
❶
回

二
、
定
住
住
宅
・
少
子
化
対
策

に
つ
い
て

三
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
け

る
職
員
の
確
保
に
つ
い
て

○
村
松
克
一
議
員

一
、
お
き
よ
め
の
湯
　
改
善
・

改
築
に
つ
い
て

二
、
検
討
委
員
会
答
申
と
民
意

に
つ
い
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
の
か

○
熊
谷
美
沙
子
議
員

一
、
天
龍
村
の
教
育
に
つ
い
て

二
、
高
齢
者
の
皆
様
の
生
活
に

つ
い
て

三
、
こ
れ
か
ら
の
林
業
に
関
す

る
施
策
等
に
つ
い
て

平成30年度　補　正　予　算

計

21億1,963万円

6,842万円

3億327万円

補正額

9,359万円

18万円

373万円

会    計    名

一　　　　　般（第５号）

村　営　水　道（第５号）

介　護　保　険（第４号）

補正前の額

20億2,604万円

6,824万円

2億9,954万円

　
天
龍
村
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
は
、
村
長
か
ら
の
諮
問
を
受

け
て
、
１
月
21
日
㈪
に
審
議
会

を
開
催
し
、
２
月
14
日
㈭
に
、

平
成
31
年
度
の
村
議
会
議
員
報

酬
額
及
び
村
特
別
職
三
役
給
料

額
に
つ
い
て
、
松
下
清
治
会
長

か
ら
村
長
に
対
し
、
答
申
書
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
答
申
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
村
議
会
議
員
報
酬
月
額

　
村
長
か
ら
議
員
の
な
り
手
不

足
解
消
に
向
け
た
改
正
案
と
し

て
報
酬
額
を
３
〜
10
％
の
引
き

上
げ
る
諮
問
が
さ
れ
た
が
、
数

パ
ー
セ
ン
ト
の
引
き
上
げ
で
は
、

議
員
の
な
り
手
不
足
の
解
消
に

至
る
こ
と
は
考
え
に
く
く
、
報

酬
月
額
は
昨
年
、
一
昨
年
と
回

復
を
し
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え

た
上
で
、
一
層
、
村
民
に
伝
わ

る
議
員
活
動
に
尽
力
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
現
状
の
報
酬
額
に

据
え
置
く
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

○
村
特
別
職
給
料
月
額

　
村
長
か
ら
の
村
三
役
の
給
料

月
額
は
、
審
議
会
に
よ
る
も
の

と
し
て
白
紙
諮
問
が
さ
れ
た
。

審
議
の
中
で
、
村
長
に
お
い
て

は
、
就
任
以
降
に
お
け
る
積

極
的
な
国
・
県
へ
の
要
望
活

動
や
村
民
の
意
見
を
反
映
し

た
施
策
に
お
け
る
業
績
を
評

価
す
る
と
し
、
61
万
３
千
円

に
回
復
す
る
こ
と
が
妥
当
で

あ
る
。

　
副
村
長
及
び
教
育
長
の
給

料
月
額
は
、
昨
年
、
一
昨
年

と
回
復
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

平
成
31
年
度
村
議
会
議
員
報
酬
及
び
村
特
別
職
給
料

平
成
31
年
度
村
議
会
議
員
報
酬
及
び
村
特
別
職
給
料

一
層
、
職
務
に
邁
進
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
現
状
の
給
料
額
に

据
え
置
く
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

　
村
長
は
、
答
申
の
結
果
を
踏

ま
え
る
中
で
、
自
身
の
給
料
月

額
も
含
め
、
村
議
会
議
員
、
副

村
長
及
び
教
育
長
同
様
、
据
え

置
く
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

○平成31年度村議会議員報酬月額

　議　長：　　231,000円（前年度と同額）

　副議長：　　159,000円（ 　　〃　　 ）

　常任委員長：149,000円（ 　　〃　　 ）

　議　員：　　140,000円（ 　　〃　　 ）

○平成31年度村特別職給料月額

　村　長：　　600,000円（前年度と同額）

　副村長：　　520,000円（ 　　〃　　 ）

　教育長：　　460,000円（ 　　〃　　 ）



　
内
容
は
本
年
３
月
31
日
を
も

っ
て
失
効
す
る
「
天
龍
村
若
者

等
定
住
促
進
条
例
」
の
内
容
を

見
直
し
「
天
龍
村
定
住
促
進
条

例
」
に
全
部
改
正
し
た
も
の
で

す
。

〇
天
龍
村
森
林
環
境
整
備
基
金

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
平
成
31
年
度
か
ら

「
森
林
環
境
譲
与
税
」
が
譲
与

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
使
途
等

を
適
正
に
管
理
運
営
す
る
た
め
、

基
金
条
例
を
制
定
し
た
も
の
で

す
。

〇
天
龍
村
坂
部
活
性
化
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
　
内
容
は
、
施
設
の
指
定
管
理

者
と
な
っ
て
い
る
夢
工
房
・
左

閑
辺
屋
組
合
に
つ
い
て
平
成
31

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
期
限
が

到
来
す
る
た
め
、
引
き
続
き
10

年
間
指
定
す
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

〇
天
龍
村
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
S
S
過
疎
地
対
策

実
施
事
業
、
天
龍
小
学
校
下
線

橋
梁
新
設
事
業
、
消
防
詰
所
解

体
事
業
、天
龍
小
学
校
体
育
館
・

プ
ー
ル
解
体
事
業
等
の
追
加
及

び
そ
の
他
事
業
の
内
容
変
更
を

し
た
も
の
で
す
。

（３）広 報　天　　龍 2019年４月24日 広 報　天　　龍（２）2019年４月24日

　
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
７

日
㈭
に
開
会
し
、
20
日
㈬
ま
で

の
14
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

左
記
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
昨
年
の
10
月
に
長

野
県
の
最
低
賃
金
が
引
き
上
げ

ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
非
常
勤

の
特
別
職
に
つ
い
て
報
酬
の
改

正
を
し
た
も
の
で
す
。

〇
天
龍
村
川
島
農
村
公
園
「
お

き
よ
め
の
郷
」
設
置
及
び
管

理
運
営
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
内
容
は
、
平
日
と
土
曜
日
、

祝
日
の
前
日
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
及
び
お
盆
の
利
用
を
区

分
け
し
、
料
金
を
改
定
し
た
も

の
で
す
。

〇
天
龍
村
若
者
等
定
住
促
進
条

例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

可
決
さ
れ
た
案
件

同
意
さ
れ
た
案
件

一
　般
　質
　問

報
　
　
　告

予
　
　
　算

〇
天
龍
村
辺
地
総
合
計
画
の
策

定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
平
成
30
年
度
で
現

行
の
計
画
が
終
了
す
る
た
め
、

新
た
に
2
0
1
9
年
度
か
ら

2
0
2
3
年
度
ま
で
の
５
か
年

間
策
定
し
た
も
の
で
、
今
回
の

計
画
で
は
、
坂
部
辺
地
と
向
方

辺
地
の
２
辺
地
を
策
定
し
ま
し

た
。

〇
平
成
31
年
度
天
龍
村
議
会
事

業
計
画
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
平
成
31
年
度
の
議

会
事
業
計
画
を
定
め
た
も
の
で

す
。

○
天
龍
村
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

（
３
名
・
任
期
３
年
）
の
内
、

平
成
31
年
３
月
31
日
に
任
期
満

了
と
な
る
野
竹
三
大
氏
（
東
原

A
区
）
の
後
任
と
し
て
、
宮
澤

弘
明
氏
（
東
原
A
区
）
の
選
任

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

〇
議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処

分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
農
業
機
械
の
破
損
、

車
両
へ
の
損
傷
、
車
両
の
接
触

に
伴
う
３
件
の
損
害
賠
償
の
額

の
決
定
に
つ
い
て
地
方
自
治
法

の
規
定
に
よ
り
議
会
に
報
告
し

た
も
の
で
す
。

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

〇
平
成
31
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
予
算

〇
平
成
31
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算

〇
平
成
31
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
予
算

〇
平
成
31
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算

〇
平
成
31
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算

〇
平
成
31
年
度
天
龍
村
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
予

算
◯
大
平
正
長
議
員

一
、
天
龍
村
警
察
官
駐
在
所
を

国
道
へ
移
転
す
る
こ
と
に
つ

い
て

二
、村
計
画（
実
施
計
画
）の「
道

の
駅
」
整
備
計
画
に
つ
い
て

三
、
村
計
画
（
実
施
計
画
）
の

天
龍
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
及

び
旧
焼
却
炉
の
解
体
事
業
に

つ
い
て

四
、
老
人
福
祉
施
設
の
介
護
職

員
を
確
保
す
る
た
め
の
人
材

確
保
対
策
と
定
住
促
進
対
策

を
連
携
し
た
事
業
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

五
、
高
齢
者
住
宅
の
整
備
計
画

に
つ
い
て

〇
今
村
久
雄
議
員

一
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
改
善
の
進

行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

の
検
証

二
、
総
合
体
育
館
の
新
設
と
共

に
教
育
の
10
年
後
の
将
来
に

つ
い
て

三
、
農
林
公
社
の
分
社
化
に
つ

い
て

四
、
お
き
よ
め
の
湯
の
接
客
含

め
た
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て

五
、
ド
ロ
ー
ン
の
利
活
用
に
つ

い
て

〇
秦
治
三
夫
議
員

一
、
三
遠
南
信
道
路
、
リ
ニ
ア

新
幹
線
の
開
通
を
迎
え
る
中

で
〇
後
藤
知
久
議
員

一
、
天
龍
小
学
校
総
合
体
育
館

に
つ
い
て

議
会
だ
よ
り

定
例
議
会

定
例
議
会

第
❶
回

二
、
定
住
住
宅
・
少
子
化
対
策

に
つ
い
て

三
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
け

る
職
員
の
確
保
に
つ
い
て

○
村
松
克
一
議
員

一
、
お
き
よ
め
の
湯
　
改
善
・

改
築
に
つ
い
て

二
、
検
討
委
員
会
答
申
と
民
意

に
つ
い
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
の
か

○
熊
谷
美
沙
子
議
員

一
、
天
龍
村
の
教
育
に
つ
い
て

二
、
高
齢
者
の
皆
様
の
生
活
に

つ
い
て

三
、
こ
れ
か
ら
の
林
業
に
関
す

る
施
策
等
に
つ
い
て

平成30年度　補　正　予　算

計

21億1,963万円

6,842万円

3億327万円

補正額

9,359万円

18万円

373万円

会    計    名

一　　　　　般（第５号）

村　営　水　道（第５号）

介　護　保　険（第４号）

補正前の額

20億2,604万円

6,824万円

2億9,954万円

　
天
龍
村
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
は
、
村
長
か
ら
の
諮
問
を
受

け
て
、
１
月
21
日
㈪
に
審
議
会

を
開
催
し
、
２
月
14
日
㈭
に
、

平
成
31
年
度
の
村
議
会
議
員
報

酬
額
及
び
村
特
別
職
三
役
給
料

額
に
つ
い
て
、
松
下
清
治
会
長

か
ら
村
長
に
対
し
、
答
申
書
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
答
申
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
村
議
会
議
員
報
酬
月
額

　
村
長
か
ら
議
員
の
な
り
手
不

足
解
消
に
向
け
た
改
正
案
と
し

て
報
酬
額
を
３
〜
10
％
の
引
き

上
げ
る
諮
問
が
さ
れ
た
が
、
数

パ
ー
セ
ン
ト
の
引
き
上
げ
で
は
、

議
員
の
な
り
手
不
足
の
解
消
に

至
る
こ
と
は
考
え
に
く
く
、
報

酬
月
額
は
昨
年
、
一
昨
年
と
回

復
を
し
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え

た
上
で
、
一
層
、
村
民
に
伝
わ

る
議
員
活
動
に
尽
力
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
現
状
の
報
酬
額
に

据
え
置
く
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

○
村
特
別
職
給
料
月
額

　
村
長
か
ら
の
村
三
役
の
給
料

月
額
は
、
審
議
会
に
よ
る
も
の

と
し
て
白
紙
諮
問
が
さ
れ
た
。

審
議
の
中
で
、
村
長
に
お
い
て

は
、
就
任
以
降
に
お
け
る
積

極
的
な
国
・
県
へ
の
要
望
活

動
や
村
民
の
意
見
を
反
映
し

た
施
策
に
お
け
る
業
績
を
評

価
す
る
と
し
、
61
万
３
千
円

に
回
復
す
る
こ
と
が
妥
当
で

あ
る
。

　
副
村
長
及
び
教
育
長
の
給

料
月
額
は
、
昨
年
、
一
昨
年

と
回
復
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

平
成
31
年
度
村
議
会
議
員
報
酬
及
び
村
特
別
職
給
料

平
成
31
年
度
村
議
会
議
員
報
酬
及
び
村
特
別
職
給
料

一
層
、
職
務
に
邁
進
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
現
状
の
給
料
額
に

据
え
置
く
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

　
村
長
は
、
答
申
の
結
果
を
踏

ま
え
る
中
で
、
自
身
の
給
料
月

額
も
含
め
、
村
議
会
議
員
、
副

村
長
及
び
教
育
長
同
様
、
据
え

置
く
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

○平成31年度村議会議員報酬月額

　議　長：　　231,000円（前年度と同額）

　副議長：　　159,000円（ 　　〃　　 ）

　常任委員長：149,000円（ 　　〃　　 ）

　議　員：　　140,000円（ 　　〃　　 ）

○平成31年度村特別職給料月額

　村　長：　　600,000円（前年度と同額）

　副村長：　　520,000円（ 　　〃　　 ）

　教育長：　　460,000円（ 　　〃　　 ）



（25）広 報　天　　龍 2019年４月24日 広 報　天　　龍（４）2019年４月24日

■自主財源　19.3％
　4億4,371万円
■依存財源　80.7％
　18億5,629万円

23億円前年比32．9％増の
平成31年度一般会計当初予算

平成31年度のおもな事業

特　別　会　計

国 民 健 康 保 険

村 営 水 道

村 営 下 水 道 事 業

介 護 保 険

後期高齢者医療保険

1億5,901万円

6,589万円

4,889万円

3億87万円

2,878万円

平成31年度の一般会計及び特別会計の当初予算が3月定例議会で承認されました。
一般会計では、歳入・歳出総額が23億円となり、前年度比132.9％の予算となりました。

歳入

村　税
18,892　8.2%

その他
5,811　2.4%

地方交付税
90,900
39.6%

県支出金
20,449
8.9%

村債
65,070
28.3%

繰入金 15,828　6.9%

国庫支出金
3,399　1.5%

使用料及び手数料 3,432　1.5%
諸収入 2,361　1.0%
その他 3,858　1.7%

前年差

△539万円

6,400万円

2,387万円

1億176万円

3億9,240万円

予算額

1億8,892万円

9億900万円

2億3,848万円

1億5,828万円

6億5,070万円

歳出項目

村 税

地方交付税

国・県支出金

繰 入 金

村 債

前年比

97.2%

107.6%

111.1%

280.0%

251.9%

歳入についての説明

みなさんから村に納めていただく税金の総額です。

国に納められた税の再分配や、過去に借り入れた起債
（借金）の償還金に対する補てんも含まれています。
定められた事業に対し、国や県から交付される補助金
や委託金です。
今まで積み立てていた基金（貯金）をさまざまな目的のために取り崩し、
一般会計に繰り入れます。おもに村の借金の繰上償還（返済）に活用します。
道路整備などの財源として国から借り入れる借金です。ただしのちに国から交付税措置が
受けられる起債（辺地・過疎対策事業債）など村の財政面で有利なものを借り入れます。

おもな事業名
【 拡 充 】 定 住 促 進 事 業
空 き 家 片 付 け 事 業 補 助 金
タクシ ー 券「クオッシ ー 」使 用 料
【新】風しん抗体検査・予防接種事業
林 道 改 良 事 業
【新】電源立地交付金　ミニホイールローダ購入事業
有 害 鳥 獣 駆 除 等 補 助 金
【新】おきよめの湯改修工事設計委託料
【 新 】平 岡 橋 照 明 L E D 化 工 事
村 道 改 良 事 業
【新】村道天龍小学校下線橋梁架設工事
【新】防災行政無線同報系デジタル化工事
児 童 生 徒 給 食 費 援 助 費
高 校 生 通 学 費 補 助 事 業
小 中 学 生 入 学 祝 金
【 新 】学 力 向 上 支 援 事 業 補 助 金
【新】補助事業林道災害復旧工事

事業費
275万円
100万円
628万円
79万円

4,795万円
600万円
600万円
416万円
566万円

1億6,396万円
4,000万円

3億7,885万円
176万円
78万円
18万円
18万円

7,531万円

事業内容
今年度より各種助成金の年齢要件の緩和等を行い、新たな定住促進事業を展開します。
村の空き家バンクに登録された空き家の家財道具などの処分費用を助成します。
指定範囲内で利用されたタクシー料金の75％を村で負担します。
昭和37年4月2日から昭和54年4月1日までに生まれた男性を対象に、風しん抗体検査及び予防接種にかかる費用を全額負担します。
主に向方線（拡幅改良）、虫川新野峠線（舗装改良）にかかる費用です。
除雪車1台の購入にかかる費用です。
シカ、イノシシ、サルなどの有害鳥獣駆除に対する補助金を交付します。
レストラン宴会場及び休憩所等の増改築に向けた実施設計にかかる委託料です。
平岡橋の照明を省エネ化のため、LEDに交換します。
主に峠山線、梨畑線、笠井島線、大久那田島線、長野大井戸線（ともに拡幅改良）、天竜川線（法面防災）、尾美の沢線（舗装）にかかる費用です。
天龍小学校校庭西側から恵平へ通過する道路の開設に伴い、架設する橋にかかる費用です。
防災行政無線の同報系のデジタル化にかかる費用です。
天龍小・中学校、児童・生徒の給食費を100％補助します。
高校生の電車通学定期券購入に対し6ヶ月定期券購入費の50％を補助します。
天龍小・中学校へ入学される家庭へ入学祝の商品券を贈呈します。
天龍小・中学校の児童・生徒を対象に、漢字検定・英語検定等に必要な検定料等を補助します。
平成30年度に発生した災害の復旧にかかる費用です（林道虫川新野峠線）。

ハンガープロジェクト

（単位：万円）

　2020本を目標に、昨年の２月から取り組みを開始し、10月からは製作会を月２回開催。３月の卒業
式では、発案から中心的役割を担ってきた卒業生５人に、在校生から1010と刻印された特別なデザイ
ンのハンガーがプレゼントされました。
　卒業生は村民のみなさんに協力いただいた事で夢が実現しそうだと感じており、卒業してもハンガ
ー製作の手伝いに来てくれることと思います。これからは在校生が2020本を目指しますので、ご協力
をお願いします。

◆これまでの経過

2018/10/13
2018/10/25
2018/12/16
2019/1/5
2019/1/12
2019/1/20
2019/1/30
2019/2/16
2019/3/12
2019/3/14
2019/3/31

至学館大学レスリング部へ贈呈
レスリング世界選手権にて世界各国の選手へ贈呈
レスリングモンゴル・台湾選手へ贈呈
ドミニカ共和国プロ野球チームへ贈呈
日本フェンシング協会へ贈呈
日清食品グループ陸上部へ贈呈
東海大学陸上競技部へ贈呈
佐久長聖高校駅伝部へ贈呈
1000本到達
1010が刻印された特別な５本を卒業生へ贈呈
３月末現在1061本

ハンガープロジェクトハンガープロジェクト
目標2020本の半分「1010本」を超えました!!

至学館大学レスリング部へ
ドミニカ共和国のプロ野球チームへ

（アルモンテ選手）レスリング モンゴル・台湾選手らへ

フェンシング協会へ 東海大学のみなさん日清食品の村澤明神選手らへ

東海大学陸上競技部へ 佐久長聖高校駅伝部へ1010と刻印された５本を卒業生へ贈呈
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前年差

1,815万円

9,344万円

220万円

1,910万円

3億1,734万円

158万円

前年差

3,674万円

1,360万円

1,727万円

△2,280万円

3億7,742万円

1,825万円

1,452万円

予算額

3億5,242万円

3億8,656万円

1億815万円

2億697万円

7億730万円

1億868万円

予算額

3億382万円

3億2,555万円

1億8,651万円

3億1,153万円

4億3,951万円

1億4,046万円

3億631万円

歳出項目

人件費

物件費

扶助費

補助費等

普通建設事業費

繰出金

歳出項目

総務費

民生費

農林水産業費

土木費

消防費

教育費

公債費

前年比

105.4%

131.9%

102.1%

110.2%

181.4%

101.5%

前年比

113.8%

104.4%

110.2%

93.2%

707.9%

114.9%

105.0%

歳　　出

【性質別経費】　　※性質別経費とは、村の経費をその経済的性質を基準として主に以下にある分類にわけたものです。

【目的別経費】　　※目的別経費とは、経費を行政目的毎に分類したものです。

（単位：万円）

おもな歳出の手当、費用の説明

委員報酬・議会議員・特別職・一般職員の給与・手当です。

臨時職員の賃金、消耗品や燃料、電話料、郵便料、備品購
入費、各種委託料などです。
法に基づき、児童、生徒、障がい者、高齢者に対して支払わ
れる医療費給付などです。
建物や自動車の保険料、広域連合など他団体に対する負
担金や補助金・交付金です。
道路改良やその他の工事費、国、県の建設事業に対する
負担金です。
一般会計から国保や水道・下水、介護保険などの特別会
計へ支出されるものです。

おもな歳出の手当、費用の説明

おもに村の基本的な行財税政の運営のための経費です。人事院勧
告による一般職及び特別職の人件費の増が主な増加要因です。
福祉など住民生活のための経費です。養護・特養天龍荘
改修等事業の増が主な増加要因です。
農林業に関する経費です。橋梁点検委託料の増が主な
増加要因です。
村道整備や住宅などに関する経費です。トンネル修繕工
事の減が主な減少要因です。
消防や火災予防などの災害対策のための経費です。防災行
政無線同報系デジタル化工事の増が主な増加要因です。
小・中学校や社会教育などに関する経費です。学校施設
長寿命化計画作成業務委託料の増が主な増加要因です。
国などから借り入れた村債の返済金です。今年度も将
来の負担を軽減するため、繰上償還を行います。

目　的　別
（単位：万円）

性　質　別

義務的
経　費
76,688
33.4%

投資的経費
79,225　34.5%

その他
経　費
74,087
32.1%

人件費
35,242
15.3%

総務費
30,382
13.2%

公債費
30,631
13.3%

災害復旧費
8,495　3.7%

民生費
32,555
14.2%

予備費
300　0.1%

衛生費
6,623　2.9%

労働費
7　0.0%

商工費
9,599　4.2%

土木費
31,153
13.5%

消防費
43,951
19.1%

教育費
14,046
6.1%

農林水産業費
18,651　8.1%

扶助費
10,815
4.7%

普通建設事業費
70,730　30.8%

公債費
30,631
13.3%

物件費
38,656
16.8%

補助費等
20,697
9.0%

繰出金
10,868
4.7%

維持補修費
2,485
1.1%

積立金
1,081　0.5% 予備費

300　0.1%
議会費
3,607　1.6%

災害復旧費
8,495
3.7%

銀
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銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
で

　
　
木
工
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た

行政懇談会で挨拶する永嶺村長

　
４
月
９
日
㈫
に
な
ん
で
も
館

で
『
桜
の
花
で
お
し
ば
な
＆
栞

を
作
ろ
う
！
』
を
開
催
し
ま
し

た
。

　『
図
書
館
に
お
い
な
ん
よ
♪

♪
』
は
初
開
催
で
、
多
く
の
方

が
図
書
館
に
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
企
画
を
行
い
た
い
、
と
の
思

い
か
ら
始
め
ま
し
た
。
初
回
の

参
加
者
は
７
名
で
、
春
に
ち
な

ん
だ
花
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま

し
た
。
桜
の
他
に
も
数
種
類
の

草
花
を
使
い
、
み
ん
な
で
話
し

合
い
な
が
ら
楽
し
ん
で
、
各
々

の
作
品
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
も
２
〜
３
カ
月
に

一
回
程
度
で
開
催
す
る
予
定
で

す
。
回
覧
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
開
催
の
折
は
ぜ
ひ

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
、
中

部
電
力
㈱
と
村
議
会
議
員
、
村

職
員
と
の
行
政
懇
談
会
が
、
去

る
２
月
12
日
㈫
に
役
場
に
お
い

て
開
催
さ
れ
、
中
部
電
力
㈱
職

員
12
名
と
、
村
議
会
議
員
８
名

及
び
村
長
ほ
か
村
職
員
９
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
中
部
電
力
㈱

よ
り
新
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
、

説
明
を
受
け
た
後
、
情
報
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
開
催
さ
れ
た
懇
親
会

で
は
、
益
々
、
中
部
電
力
㈱
と

村
が
、
地
域
発
展
の
た
め
に
相

互
で
協
力
し
あ
う
こ
と
を
再
確

認
し
、
親
睦
を
は
か
り
ま
し
た
。

図
書
館
に
お
い
な
ん
よ
♪
♪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催

中
部
電
力
㈱
と
村
議
会
議
員
・

　
　
　村
職
員
と
の
行
政
懇
談
会

議
会
活
動

報

　
　告

　
平
成
31
年
２
月
16
日
㈯
銀
座

N
A
G
A
N
O
で
、
東
京
２
０

２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で
建
築
さ

れ
る
選
手
村
ビ

レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ

に
木
材
を
提
供

す
る
根
羽
村
、

天
龍
村
、
川
上

村
が
３
村
の
魅

力
と
森
林
認
証

材
を
、
木
工
体

験
を
通
じ
て

P
R
を
し
て
き

ま
し
た
。
根
羽

村
は
ス
ギ
の
本

箱
づ
く
り
、
川

上
村
は
カ
ラ
マ

ツ
の
小
椅
子
づ

く
り
、
天
龍
村
は
中
学
生
が
発

案
し
、
多
く
の
村
民
の
み
な
さ

ん
の
協
力
に
よ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
進
ん
で
い
る
、
手
作
り
ハ

ン
ガ
ー
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
女
性
の
方
が
多
く

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
か
心
配
で

し
た
が
、
み
な
さ
ん
「
ヒ
ノ
キ

の
香
り
が
と
て
も
い
い
」「
ま
た
、

機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
」

な
ど
、
と
て
も
楽
し
そ
う
な
様

子
で
体
験
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
と
て
も
評
判
が
良
か
っ
た
の

で
、
天
龍
村
産
木
材
を
P
R
す

る
た
め
、
村
独
自
の
イ
ベ
ン
ト

も
行
い
た
い
と
計
画
し
て
い
ま

す
。

　
３
月
14
日
㈭
、
天
龍
小
学
校

に
て
、
道
路
河
川
愛
護
活
動
知

事
表
彰
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
天
龍
小
学

校
児
童
会
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
天
龍
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦
」
の

多
年
に
わ
た
る
活
動
を
讃
え
た

も
の
で
、
下
伊
那
南
部
建
設
事

務
所
長
か
ら
感
謝
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　「
天
龍
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦
」

は
昨
年
８
月
に
も
日
本
道
路
協

会
が
主
催
す
る
道
路
功
労
者
表

彰
を
受
賞
し
て
お
り
、
そ
の
取

組
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
熊
谷

彩
葉
さ
ん
は
、「
自
分
達
は
卒

業
し
て
し
ま
う
が
、
下
の
学
年

の
人
達
が
活
動
を
続
け
て
欲
し

い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
村
内
一
丸
で
村
内
の

美
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

天
龍
小
学
校
児
童
会

　道
路
河
川
愛
護
活
動

　
　
　
　知
事
表
彰
受
賞
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ＣＡＴＶ整備

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

※H29年度までは実績、H30は決算見込み、H31は当初予算で算出。

（単位：万円）

（単位：万円）

年度末残高

借入額

公債費

年度
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

当初予算額
287,600 
268,200 
251,000 
260,800 
222,000 
209,600 
192,600 
187,500 
178,700 
179,000 
179,000 
176,000 
204,000 
170,000 
197,400 
173,600 
160,000 
166,000 
173,000 
230,000 

年度

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

公債費

61,204 

63,028 

61,932 

64,358 

68,411 

76,710 

78,178 

84,989 

74,594 

72,273 

56,233 

54,965 

47,384

35,791

30,251

27,538

22,213 

29,101 

31,525 

30,631 

借入額

75,120 

74,240 

69,010 

79,890 

36,730 

29,140 

22,360 

15,762 

15,288 

16,507 

25,474 

20,963 

51,309

20,554

40,059

64,471

24,114 

23,869 

30,307 

65,070 

年度末残高

434,730 

456,474 

473,469 

497,713 

474,183 

438,963 

389,540 

325,731 

270,884 

218,675 

190,713 

158,994 

164,656 

150,900 

161,925 

199,962 

202,822 

198,391 

204,901 

239,905 

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

直
近
20
年
の
当
初
予
算
額
推
移

直近２０年間の村債借入額等推移

総
合
交
流
促
進
施
設
整
備

役場耐震補強

天龍保育所整備

温泉大規模改修

防災行政無線
同報系デジタル化工事

　
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
心
身
共
に
健
康

な
一
年
に
し
た
い
で
す
ね
。
当
村
で
は
、
今
年

度
も
健
診
・
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ

ん
は
毎
年
健
診
・
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
ま
す

か
？

①
　
今
元
気
だ
か
ら
受
け
な
く
て
も
い
い
。

②
　
忙
し
い
か
ら
後
回
し
。

③
　
節
約
し
て
い
る
か
ら
い
い
。

な
ど
の
理
由
で
、
受
け
て
な
い
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
か
ら
だ
に
変
化
が
無
い

と
、
つ
い
後
回
し
に
し
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

で
も
、
症
状
が
出
た
時
に
は
、
か
な
り
重
症
化

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

①
　
よ
り
早
く
変
化
に
気
づ
け
る
。

『
健（
検
）診
は
自
身
の

　か
ら
だ
を
知
る
い
い
機
会
』

『
健（
検
）診
は
自
身
の

　か
ら
だ
を
知
る
い
い
機
会
』

『
健（
検
）診
は
自
身
の

　か
ら
だ
を
知
る
い
い
機
会
』

②
　
異
常
が
進
む
前
に
改
善
で
き
る
。

③
　
元
気
で
い
れ
ば
医
療
費
の
節
約
に
な
る
。

な
ど
が
見
込
め
ま
す
。

　
健
（
検
）
診
を
受
け
る
こ
と
で
、
自
身
の
か

ら
だ
の
変
化
を
知
り
、
生
活
習
慣
に
気
を
付
け

る
と
、
未
然
に
病
気
の
予
防
が
で
き
、
病
気
の

悪
化
を
防
ぎ
、
医
療
費
の
節
約
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
経
済
的
、
健
康
的
に
余
裕
の
あ
る
人
生

を
送
る
た
め
に
、
是
非
健
（
検
）
診
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　
場
所
、
時
間
、
費
用
等
は
21
ペ
ー
ジ
を
参
照

い
た
だ
き
、
健
診
・
が
ん
検
診
を
受
け
た
い
と

希
望
さ
れ
る
方
は
、「
検
診
調
査
票
」
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
職
場
、
個
人
で
受
け
ら
れ
る
方
も
確

実
に
受
け
て
い
た
だ
き
、
自
身
の
か
ら
だ
の
こ

と
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

い
ま
何
と
も
な
い
か
ら
問
題
な
し
？

受
け
る
と
こ
ん
な
利
点
が
あ
り
ま
す

健
診・が
ん
検
診
詳
細

保
健
師
だ
よ
り

　
風
し
ん
抗
体
保
有
率
の
低
い

世
代
と
い
わ
れ
る
、
昭
和
37
年

４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性
を

対
象
に
、
抗
体
検
査
を
実
施
し

ま
す
。

　
ま
た
、
抗
体
検
査
を
受
け
た

結
果
、
抗
体
保
有
率
が
低
い
こ

と
が
判
明
し
た
場
合
に
は
予
防

接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
な
お
、
平
成
26
年
４
月
以
降

に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
「
十
分
な
抗
体
が
あ

る
」
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
方

は
、
今
回
改
め
て
風
し
ん
の
抗

体
検
査
を
行
う
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

 

平
成
31
年
〜令

和
４
年
３
月
31
日

⑴
　
受
診
日
に
天
龍
村
に
住
所

の
あ
る
方

⑵
　
昭
和
47
年
４
月
２
日
〜
昭

和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

男
性

⑶
　
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
持
ち
の

方　
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
の
混

雑
を
避
け
る
た
め
、
本
年
度
は

⑵
に
当
て
は
ま
る
方
を
対
象
と

し
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
ク
ー
ポ
ン
券
に
つ
い

て
は
、
通
知
と
と
も
に
５
月
下

旬
以
降
に
対
象
者
の
方
に
郵
送

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
抗
体
検
査
　
無
料

・
予
防
接
種
　
無
料

（
抗
体
が
低
い
方
の
み
）

　
全
国
集
合
契
約
の
委
託
医
療

機
関
　

　
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
予
約

制
の
必
要
の
あ
る
機
関
、
委
託

医
療
機
関
以
外
の
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
医
療
機
関

へ
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。 

実
　
施
　
期
　
間

費
　
　
　
用

実
施
医
療
機
関

対
　
象
　
者

風
し
ん
抗
体
検
査・予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て



（７）広 報　天　　龍 2019年４月24日 広 報　天　　龍（22）2019年４月24日

　
４
月
７
日
㈰
に
行
わ
れ
た
、

長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
当
日
の
有
権
者
数

男
　
　
　
　
　
５
５
７
人

女
　
　
　
　
　
６
２
０
人

計
　
　
　
　
１
１
７
７
人

○
投
票
者
数

男
　
　
　
　
　
３
５
３
人

女
　
　
　
　
　
３
９
０
人

計
　
　
　
　
　
７
４
３
人

○
投
票
率

男
　
　
　
　
　
63
・
38
％

女
　
　
　
　
　
62
・
90
％

計
　
　
　
　
　
63
・
13
％

○
有
効
投
票
数
　
７
２
９
票

○
無
効
投
票
数
　
　
1
4
票

○
開
票
結
果
（
届
出
順
）

古
田
ふ
じ
　
　
　
8
6
票

水
野
ち
か
あ
き
　
5
3
票

熊
谷
も
と
ひ
ろ
　
3
7
票

吉
川
し
ょ
う
い
ち
6
9
票

小
池
　
清
　
　
２
０
０
票

川
上
の
ぶ
ひ
こ
１
９
４
票

小
島
康
晴
　
　
　
4
9
票

早
川
大
地
　
　
　
4
1
票

ニ
セ
ン
ジ
自
然
公
園

 

パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト

  

ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

和
知
野
川
キ
ャ
ン
プ
場

オ
ー
プ
ン

大
河
内
森
林
公
園

キ
ャ
ン
プ
場
オ
ー
プ
ン

図
書
館
新
着
本
紹
介

図
書
館
新
着
本
紹
介

◇
子
ど
も
向
け

・
そ
れ
し
か
な
い
わ
け
な
い
で
し
ょ

う
◇
一
般
向
け

・
ニ
ム
ロ
ッ
ド

・
１
Ｒ
１
分
34
秒

・
宝
島
　H

ER
O
'S ISL

A
N
D

・
世
界
一
や
さ
し
い
問
題
解
決
の
授

業
・
ワ
ク
ワ
ク
！
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
路
線 

北
陸
･
信
越
･
中
部
編

・「
腸
の
力
」
で
あ
な
た
は
変
わ
る

・
星
夜
航
行
　
上
巻
・
下
巻

　
な
お
、
図
書
館
で
は
読
ん
で
み
た

い
本
、
観
て
み
た
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の

リ
ク
エ
ス
ト
を
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
付
け

く
だ
さ
い
。

◇
天
龍
村
図
書
館
☎
32
‐
３
２
０
６

　
４
月
１
日
㈪
か
ら
和
知
野
川
キ
ャ

ン
プ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
ロ
グ
ハ
ウ
ス
は
平
日
・
日
曜
日
・

祝
日
は
１
棟
１
泊
５
千
円
、
土
曜
日

と
祝
日
の
前
日
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
・
お
盆
の
期
間
中
は
１
棟
１
泊

８
千
円
で
す
。

　
フ
リ
ー
サ
イ
ト
の
利
用
料
金
は
、

テ
ン
ト
１
張
（
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー

１
台
）
１
泊
に
つ
き
千
円
で
す
。（
予

約
、
お
問
合
せ
先
／
地
域
振
興
課
商

工
観
光
係
　
☎
32
‒１
０
２
３
）

　
４
月
１
日
㈪
か
ら
営
業
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
早
木
戸
川
の
清
流
を
眺
め
な
が
ら
、

ご
家
族
、
お
友
達
と
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
１
プ
レ
イ
大
人
５
０
０
円
、
小
人

２
０
０
円
（
中
学
生
以
下
）、
1
2

枚
綴
り
回
数
券
５
千
円
。
定
休
日
／

毎
週
火
曜
日
　
☎
32
‒２
２
６
８（
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
管
理
棟
）

　
４
月
20
日
㈯
か
ら
大
河
内
森
林
公

園
キ
ャ
ン
プ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。

　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
は
１
区
画
１

泊
２
千
円
で
す
。

　
フ
リ
ー
の
テ
ン
ト
広
場
は
予
約
不

要
で
テ
ン
ト
１
張
（
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
１
台
）
１
泊
千
円
で
す
。

　
静
か
な
場
所
で
思
い
思
い
の
ア
ウ

ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
是
非
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。（
予
約
、
お
問
合
せ
先
／

地
域
振
興
課
商
工
観
光
係
　
☎
32
‒

１
０
２
３
）

３月から４月にかけては就職や退職、転入・転出など異動が多くなる時期です。
新たに国保に加入するときや、国保から他の健康保険に変わるときには届出が必要です。
国民健康保険と他の健康保険（社保など）の加入者に異動があった場合は、自動的に資格変更の手

続きが出来ませんので、必ず本人、又は家族の方の届出が必要です。
国保に加入・脱退の手続きはお早めにお願いします。

異動があった時はお早めに！国保への加入・脱退手続きを

★国保への加入の届出・脱退の手続きが遅れると、保険税を二重に納めることになったり医師の診療を受けるときに
トラブルの原因になったりしますので、異動があった場合はお早めに手続きをお願いします。

【問い合わせ先　住民課健康支援係　☎32-1021】

届出に必要なもの

他市町村の転出証明書、印鑑

職場の健康保険を脱退した証明書・印鑑、年金手帳

被扶養者ではないという証明書、印鑑、年金手帳

保険証、母子健康手帳、印鑑

保険証、印鑑

国保と社保の両方の保険証、印鑑

（社保の保険証未交付の場合は加入証明書）

保険証、印鑑、年金手帳

こんなときには届出が必要です

他の市町村から転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき

国保加入世帯で子供が生まれたとき

他の市町村に転出するとき

職場の健康保険に加入したとき

職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき

国
保
に
加
入
す
る
と
き

国
保
を
脱
退
す
る
と
き

村長より伝達された遠山全志氏

開票作業の様子

　
昨
年
11
月
９
日
㈮
に
88
歳
を

む
か
え
ら
れ
た
、
余
野
区
の
遠

山
全
志
氏
に
、
旭
日
単
光
章
が

授
与
さ
れ
、
１
月
28
日
㈪
に
天

龍
村
長
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
遠
山
氏
は
、
平
成
５
年
５
月

か
ら
平
成
17
年
４
月
ま
で
天
龍

村
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
、
在

職
中
の
平
成
11
年
５
月
か
ら
平

成
13
年
４
月
ま
で
の
２
年
間
は
、

副
議
長
を
歴
任
す
る
な
ど
、
３

期
12
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
地

方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受

章
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
電
源
立
地
地
域

対
策
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、

昨
年
度
は
４
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。
　
　

　
こ
の
交
付
金
は
ダ
ム
な
ど
の

発
電
施
設
の
あ
る
市
町
村
へ
交

付
さ
れ
、
天
龍
村
に
は
約
３
千

万
円
程
度
が
毎
年
交
付
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
は
村
道
天
竜
川
線
の

法
面
防
災
工
事
、
村
道
浪
合
線

の
舗
装
工
事
、
軽
可
搬
消
防
ポ

ン
プ
整
備
事
業
に
加
え
、
保
育

所
運
営
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

①
村
道
天
竜
川
線

　
　法
面
防
災
工
事

　
平
成
29
年
度
に
引
き
続
き
、

落
石
の
多
い
箇
所
へ
吹
付
工
事

を
実
施
し
ま
し
た
。
鶯
巣
宇
連

地
区
へ
の
唯
一
の
路
線
と
し
て

安
全
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

②
村
道
浪
合
線

　
　
　舗
装
工
事

　
老
朽
化
し
た
道
路
の
舗
装
打

替
工
事
に
よ
り
、
村
の
指
定
文

化
財
で
あ
る
お
万
様
の
墓
や
農

牧
地
へ
の
安
全
な
通
行
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

③
軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ

　
　
　
　
　
　整
備
事
業

　
購
入
し
て
か
ら
20
年
以
上
が

経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
い

た
、
大
河
内
地
区
に
設
置
し
て

あ
る
軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
を
整

備
し
ま
し
た
。
新
し
い
軽
可
搬

ポ
ン
プ
一
式
を
整
備
し
た
こ
と

に
よ
り
地
元
住
民
の
安
心
・
安

全
の
確
保
に
繋
が
り
ま
し
た
。

④
保
育
所
運
営
事
業

　保
育
所
職
員
の
人
件
費

　
本
交
付
金
の
活
用
に
よ
り
、

保
育
士
４
名
の
人
件
費
（
６
ヶ

月
分
）を
確
保
で
き
た
こ
と
で
、

地
域
格
差
の
な
い
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
、
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て

地
域
で
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
事
業
概
要

軽可搬消防ポンプ整備事業

村道天竜川線法面防災工事

村道浪合線舗装工事

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業

遠
山
全
志
氏
に
叙
位

長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
結
果



（21）広 報　天　　龍 2019年４月24日 広 報　天　　龍（８）2019年４月24日

年齢

対象者

受診に
必要な
もの　

日時
場所

費用（個　人
負担金）

実施者
（お問い合
わせ先　）

婦人科検診

子宮頸がん：20歳以上
乳がん（エコー）：30歳～39歳及び
　　　　　　　　40歳～69歳の奇数歳
 　 　〃 　　 （マンモ）：40歳～70歳の偶数歳

受診希望者には、後日連絡致します

阿南病院

問診
子宮頸がん：細胞診
乳がん：超音波検査（エコー）、
　　　　マンモグラフィー
子宮頸がん　1,700円
乳がん（エコー）1,900円
乳がん（マンモグラフィー）3,300円

大腸がん

40歳以上

10月28日㈪
　　29日㈫
　　30日㈬
老人福祉センター
おきよめの湯

問診
便潜血検査
（２日法）

500円

特定保健指導75歳以上の方

後期高齢者医療保険加入者

①長野県後期高齢者医療被
保険者証

②受診券（６月中に送付予定）

7/1㈪午後 老人福祉センター

7/2㈫午前 老人福祉センター

7/2㈫午後 おきよめの湯

1,000円

天龍村役場住民課 ☎32-1021

勤務先等の医療
保険加入者及び
その扶養者

胃がん

40歳以上

10月29日㈫
　　30日㈬

老人福祉センター
おきよめの湯

問診
胃部X線撮影
（バリウム）

1,500円

肺がん

40歳以上

９月30日㈪
10月１日㈫

各地区を巡回しま
す

問診
胸部X線撮影

500円

検診
項目

対象者

実施日

受診
場所

検査
項目

受診料
（個　人
負担金）

お問い合わせ先：天龍村役場住民課　☎32-1021
※詳しくは、４月下旬にお配りします「がん検診希望調査」をご覧いただき、申し込みください。

がん検診等一覧表がん検診等一覧表

1年に1度は、特定健診を受けましょう!1年に1度は、特定健診を受けましょう!

※人間ドックを受診予定の方は、村の集団特定健診は受診しないでください。
※75歳以上の方で定期的に病院を受診している方は、特定健診を受診する必要はありません。

当該年度40～74歳の方（75歳の誕生日前日まで）

天龍村国保加入者の方

（人間ドックとの重複受診はで
きません）

①天龍村国民健康保険被保
険者証

②受診券（６月中に送付予定）

7/1㈪午後 老人福祉センター

7/2㈫午前 老人福祉センター

7/2㈫午後 おきよめの湯

2,000円

天龍村役場住民課 ☎32-1021

健診の結果、メ
タボリックシンド
ロームのリスク
に応じて、医師・
保健師などの専
門家から生活習
慣改善のサポー
トを６ヶ月間受け
られます。

健診のあとは、特
定保健指導を受
けましょう！

高血圧症、脂質異常症、糖尿病などの生活習慣病のほとんどは自覚症状がないため、健診で早期発見しましょう。
また、内臓脂肪が過剰に蓄積した状態であるメタボリックシンドロームは、生活習慣病の原因と言われており、特定検診は
このメタボリックシンドロームに着目した内容になっています。ぜひ受診しましょう！

加入している各
医療保険者にお
問い合わせくだ
さい。

　地方公共団体の会計制度は１年間の現金の出入りを単純・明確に表現するために優れた会計です。しかし
資産や将来の負担などについての全体像は把握できません。そのため公会計制度では、現金の収支だけにと
らわれない発生主義の考え方に基づき、資産や負債の状況を示し、あわせて関係する団体との連結を行なう
ことで、地方公共団体の決算を新しい角度から情報開示します。
　財務諸表は、貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書の４表により構成されます。
　天龍村では従来、「総務省方式改訂モデル」により作成してきましたが、平成28年度決算より国から示され
た「統一的な基準」により作成しました。これにより、自治体同士を比較することが可能となりました。
 なお、財務書類は一般会計、全体会計（一般会計＋特別会計（国保、水道、下水道、介護、後期高齢者））、連結（全
体会計＋第3セクター、広域連合、一部事務組合）の3種類を作成しています。

この疑問は、この「財務諸表」を見れば分かります

連結の財務諸表

次世代に引き継ぐ資産は？
次世代が負担する借金残高は？
次世代に引き継ぐ資産は？
次世代が負担する借金残高は？ 貸借対照表貸借対照表

経常的な行政サービスにかかったコストは？
受益者負担でどれほどコストが賄われたか？
経常的な行政サービスにかかったコストは？
受益者負担でどれほどコストが賄われたか？ 行政コスト計算書行政コスト計算書

経常的な行政活動や公共施設整備の財源は？
年間での資金の変動は？
経常的な行政活動や公共施設整備の財源は？
年間での資金の変動は？ 資金収支計算書資金収支計算書

資産がどのように変動したか？
資産はどのような財源で形成されたか？
資産がどのように変動したか？
資産はどのような財源で形成されたか？ 純資産変動計算書純資産変動計算書

統一的な基準による平成29年度天龍村の財務書類を公表します

連　　結
㈲龍泉閣
㈲天龍農林業公社
（福）天龍村社会福祉協議会
天龍村観光協会
下伊那南部総合事務組合
下伊那土木技術センター組合
下伊那自治センター組合

下伊那郡町村総合事務組合
長野県市町村自治振興組合
長野県市町村総合事務組合
長野県地方税滞納整理機構
南信地域町村交通災害共済事務組合
南信州広域連合
長野県後期高齢者医療広域連合

天龍村全体

国民健康保険特別会計
村営水道特別会計
村営下水道事業特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療保険特別会計

一
般
会
計

●連結範囲

●連結貸借対照表
　保有している資産と債務を対照表示した一覧表です。これまでに217億7,985万円の資産を形成してきました。
　そのうち、純資産である183億8,582万円は過去および現世代の負担で既に支払いが済んでおり、負債であ
る33億9,403万円は将来の世代が負担していくことになります。

平成30年3月31日現在

資産　217億7,985万円
【これまでに形成された資産】

①固定資産（学校、道路など）
 …197億8,420万円
②流動資産（基金、現金など）
 …19億9,565万円
（うち現金預金） 1億8,230万円

負債　33億9,403万円
【将来世代の負担】

①固定負債（地方債など） 29億7,620万円
②流動負債 4億1,783万円

純資産　183億8,582万円
【過去および現世代の負担】



（９）広 報　天　　龍 2019年４月24日 広 報　天　　龍（20）2019年４月24日

国民健康保険にご加入の皆さんへ
人間ドック補助制度をご利用ください
今年度も生活習慣病などの早期発見、早期治療を目的とし、加入者の健康保持
増進を図るため、人間ドック費用の一部の補助を行います。
国保加入者の方は、ぜひご利用ください！

対象者

補助金額

補助を受けられる条件

申請に必要なもの

補助の流れ

注意事項

　　　　　・40歳以上74歳以下の天龍村国民健康保険に加入している方

　　　　　・人間ドック受診　　　　阿南病院　　　　20,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　その他医療機関　13,000円
　　　　　・脳ドック受診　　　　　16,000円（単独で受診）
　　　　　　　　　　　　　　　　　8,000円（人間ドックオプション時）

　
・人間ドック等受診後に健診結果を村へ提出した方。
・年度内（４月から翌年３月）に補助を受けていないこと。
　（補助は年度内で、人間ドック、脳ドック１回ずつとなります）
・年度内に村の集団特定健診や個別特定健診を受診していない方。
・申請日において、天龍村国保税を滞納していない世帯に属する方。

①個人で医療機関に予約をする。
②人間ドック等を受診する。
③健診結果が届いたら、役場窓口にて健診結果と領収書を添えて補助金の申請手続き及び保健師によ
る面談を行う（なるべく本人がお越し下さい）。
④後日、補助金の振込を行います。

　
・申請書（役場、南支所にあります）　・領収書（原本）
・人間ドック健診結果（コピー）　・振込先が分かるもの　・印鑑

　
・７月以降に人間ドックを受診される方は、６月に送付予定の特定健診の受診券を持参して人間ドッ
クを受診してください。
　４月～６月に人間ドックを受診される方は、７月に行う集団特定健診を受診する必要はありません。
・その他不明な点はお問い合わせください。

～お問い合わせ先～
住民課　健康支援係
　　　  ☎32-1021

一般会計等の財務諸表

経常費用 ……………………………………………22億328万円

①業務費用（人件費、物件費など） …………16億7,793万円

①移転費用（社会保障給付など） …………… 5億2,535万円

●経常収益 ……………………………………………7,901万円

①使用料など …………………………………………3,600万円

①その他 ………………………………………………4,301万円

●純行政コスト ………………………………△21億2,427万円

（村税などの一般財源）

前年度末純資産残高

本年度純資産変動額

　【内訳】

　①　純行政コスト

　②　財源（村税、補助金など）

　③　無償所管換等

本年度末純資産残高

170億5,959万円

△4億2,467万円

△21億2,427万円

17億1,869万円

△1,909万円

166億3,492万円

○これまでに形成された資産 …………………………………192億6,826万円
○将来世代が負担する債務 …………………………………… 26億3,334万円
○過去及び現世代の負担済み額 ………………………………166億3,492万円
○行政サービスにかかったコスト …………………………… 21億2,427万円
○次年度への繰越金 ………………………………………………… 5,859万円

●資金収支計算書
１年間の資金の増減を性質別に表しています。
資金は、１年間で79万円増加し、期末残高が
5,859万円になりました。業務活動収支の黒字
でその他収支の赤字を賄っています。 

●貸借対照表
保有している資産と債務を対照表示した一覧表
です。
村では192億6,826万円の資産を形成してきまし
た。
そのうち、純資産である166億3,492万円は過去
および現世代の負担で既に支払いが済んでおり、
負債である26億3,334万円は将来の世代が負担
していくことになります。

●行政コスト計算書
１年間の行政サービスにかかったコストと財源
を表しています。
平成29年度の経常費用は22億328万円です。
経常費用から使用料や負担金などの経常収益
７,901万円を差し引いた純行政コストは
21億２,427万円となっています。

●純資産変動計算書
貸借対照表の純資産の１年間の変動額を表して
います。
純資産は、１年間で4億2,467万円減少し、期末残
高が166億3,492万円になりました。
村税などの経常的な一般財源が純行政コストを
下回っているため純資産が減少（将来世代の負
担が増加）しました。

資産　192億6,826万円

【これまでに形成された資産】

①固定資産（学校、道路など）

 …175億4,931万円

②流動資産（基金、現金など）

 …17億1,895万円

（うち現金預金） 5,859万円

負債　26億3,334万円

【将来世代の負担】

①固定負債 23億1,671万円

②流動負債 3億1,663万円

純資産　166億3,492万円

【過去および現世代の負担】

当期収支

　【内訳】

　　①　業務活動収支

　　②　投資活動収支

　　③　財務活動収支

前年度末資金残高

本年度末歳計外現金残高

本年度末現金預金残高

79万円

3億8,062万円

△3億3,552万円

△4,431万円

5,177万円

603万円

5,859万円

平成29年４月１日～平成30年３月31日

平成30年3月31日現在

詳しくは、総務課企画財政係　☎32－2001へお問い合わせください。



　
こ
の
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落
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す
。

　
自
然
を
求
め
こ
の
村

に
来
て
15
年
が
た
ち
ま

し
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。
村
で
の
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活
の
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、
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落
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集
落
の
支
援
を
通
し
て

地
域
の
活
性
化
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環
境

維
持
に
努
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ

ま
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で
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た

し
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す
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で
、
小
規
模
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の
魅
力
に
つ
い

て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
3
回
目
は
3
月
3
日
㈰
に
、

信
州
大
学
学
術
研
究
院
教
育
学

系
教
授
の
伏
木
久
始
先
生
よ
り

「
小
規
模
校
に
お
け
る
教
育
の

あ
り
方
を
考
え
る
」
と
題
し
、

信
濃
町
に
お
け
る
小
中
一
貫
教

育
へ
の
取
り
組
み
、
小
規
模
校

の
否
定
的
な
慣
習
や
思
い
込
み

か
ら
の
脱
却
、
地
域
と
子
ど
も

達
と
の
つ
な
が
り
な
ど
、
小
規

模
校
だ
か
ら
実
践
で
き
る
こ
と

に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
各
講
座
と
も
講
師
の
都
合
に

よ
り
、
開
催
日
や
時
間
は
異
な

り
ま
し
た
が
、
各
講
座
と
も
大

勢
の
皆
さ
ん
に
参
加
を
い
た
だ

き
、
熱
心
に
ご
聴
講
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
後
も
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

意
見
な
ど
を
基
に
講
座
を
開
催

し
、
村
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

な
っ
て
、
天
龍
村
に
ふ
さ
わ
し

い
魅
力
あ
る
教
育
を
確
立
す
る

と
と
も
に
、
少
子
高
齢
化
時
代

に
お
け
る
先
駆
的
な
教
育
と
し

て
村
外
に
発
信
し
、
山
村
留
学

を
含
め
、
教
育
の
面
か
ら
一
人

で
も
多
く
の
村
民
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（19）広 報　天　　龍 2019年４月24日 広 報　天　　龍（10）2019年４月24日

提言ボックスは役場、龍泉閣、なんでも館、おきよめの湯に設置されています。
　毎月多くのご提言をいただき、ありがとうございます。みなさんから頂戴した意見は、村の会議で検討させていただき、住所・氏名の記名があるものは
すべて文章で回答を差し上げております。その際の個人情報はご意見に対する回答以外に使用されることはありませんので、ご意見をお寄せいただく際は
記名にて投稿くださいますようお願いします。

（平成30年度受付分抜粋）

　
４
月
１
日

か
ら
野
竹
三

大
さ
ん
に
替

わ
り
、
新
た

に
板
倉
恒
夫
さ
ん
（
岡
本
区
）

が
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
総

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
板
倉
恒
夫
さ
ん
は
、
前
教
育

長
と
し
て
、
長
年
、
教
育
や
行

政
に
携
わ
っ
た
経
験
を
お
持
ち

で
あ
り
、
様
々
な
相
談
に
応
じ

て
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
の
度
、
退
任
さ
れ

ま
し
た
野
竹
三
大
さ
ん
は
、
平

成
21
年
か
ら
５
期
10
年
の
長
き

に
わ
た
り
、
多
く
の
方
の
相
談

に
対
し
、
適
切
な
指
導
と
助
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
年
の

ご
尽
力
に
対
し
ま
し
て
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　「
行
政
相
談
」
と
は
、
皆
さ

ん
か
ら
、
国
の
役
所
な
ど
が
行

っ
て
い
る
仕
事
に
関
す
る
苦
情

や
意
見
・
要
望
を
お
聴
き
し
て
、

そ
の
解
決
や
実
現
を
図
る
も
の

で
、
こ
の
身
近
な
窓
口
が
行
政

相
談
委
員
で
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
に

岡
本
区 

板
倉
恒
夫
さ
ん

　
講
座
は
3
回
に
分
け
、
各
分

野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
大
学
教

授
等
を
お
招
き
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
経
験
や
知
見
に
よ
る
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
1
回
目
は
、
2
月
7
日
㈭

に
、
N
P
O
法
人
な
み
あ
い
育

遊
会
浪
合
通
年
合
宿
セ
ン
タ
ー

所
長
の
吉
田
哲
也
先
生
よ
り

「
阿
智
村
浪
合
に
お
け
る
山
村

留
学
」
と
題
し
、
山
村
留
学
生

を
全
寮
制
で
受
け
入
れ
て
い
る

子
ど
も
達
の
様
子
や
活
動
内
容
、

地
域
や
保
護
者
と
の
関
わ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
、
実
体
験
を
交

え
た
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
2
回
目
は
2
月
24
日
㈰
に
、

法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

学
部
教
授
の
児
美
川
孝
一
郎
先

生
よ
り
「
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ

と
光
る
学
校
と
教
育
―
小
規
模

校
の
魅
力
を
考
え
る
―
」
と
題

し
、
現
在
の
学
校
教
育
に
重
要

な
こ
と
は
、
学
校
教
育
が
直
面

す
る
課
題
に
応
え
る
こ
と
の
で

き
る
教
育
を
つ
く
り
あ
げ
て
い

く
こ
と
、
小
規
模
校
が
絶
対
的

に
不
利
な
条
件
で
は
な
い
こ
と
、

小
規
模
校
の
良
さ
を
活
か
し
た

教
育
の
実
現
に
向
け
て
工
夫
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
の
こ
と

　
村
で
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ

る
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
、
定
住
人
口
を
確
保

す
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
し

て
、
平
成
29
年
度
に
「
天
龍
村

山
村
留
学
制
度
検
討
委
員
会
」

に
て
模
索
さ
れ
、
平
成
30
年
3

月
26
日
に
村
長
に
対
し
答
申
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　「
天
龍
村
教
育
講
座
」
は
、

答
申
に
あ
り
ま
し
た
、
魅
力
あ

る
学
校
ま
た
は
魅
力
あ
る
教
育

づ
く
り
を
追
究
す
る
た
め
、
天

龍
村
総
合
教
育
会
議
が
主
催
と

な
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。

天
龍
村
教
育
講
座
を
開
催
し
ま
し
た

　
こ
の
３
月
か
ら
、
英

語
授
業
の
指
導
助
手
と

し
て
、
マ
ク
シ
ン
・
ブ

ロ
デ
ィ
さ
ん
（
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
出
身
）
が
天

龍
村
に
や
っ
て
き
ま
し

た
。
通
称
…
マ
ッ
ク
ス

先
生
と
お
呼
び
く
だ
さ

い
。
村
内
行
事
に
も
積

極
的
に
参
加
し
た
い
と

張
り
切
っ
て
い
る
、
明

る
い
先
生
で
す
。

　
マ
ッ
ク
ス
先
生
は
村

内
に
居
住
し
、
天
龍
小

中
学
校
と
保
育
所
で
も

活
躍
さ
れ
ま
す
。（
売

木
小
中
学
校
と
兼
務
）

よ
ろ
し
く

　

マ
ッ
ク
ス
先
生

佐々木裕子

天
龍
村

 

集
落
支
援
員

　
　

  

御
挨
拶

設置
場所 提言の内容 回答・対応など

お
き
よ
め
の
湯

食堂が早くしめすぎです。５時のゴールデンタ
イムでしまっていました。遠い所から来たのに
温泉があいている間は食堂もあけた方がいいと
思いますよ

温泉が営業中は食堂も営業するよう要望し
てまいります。

今日、桜丼を食べました。もし馬肉と信州サー
モンの半分半分丼があれば面白いと思います。
ぜひメニューに入れてください!!お願いします。
ちなみにママはサーモン丼を食べました。両方
ともたくさん具が乗っていてうれしかったで
す。サーモン丼のしょう油はわさびが良いです

ご利用ありがとうございます。今後、ご意
見を参考にさせていただきます。

おきよめの湯の泉質は非常に良いと思う。内湯
のガラス越しの日射しが強いのでブラインド又
はスダレ等が設置されれば良いと感じました。
廊下に飾ってある花ダンゴぼんぼりの見事な出
来栄えに感心しました。

ご来場に感謝します。ご利用しやすい環境
となるよう、施設管理に努めさせていただ
きます。

龍
泉
閣

水窪（実家）から平岡まで飯田線で初めて「龍
泉閣」にお風呂に入りにきました。お風呂の時
間がくるまで時間があり、子供連れで待ってい
る間、近くを散策したりロビーでくつろいでい
ました。子供が遊べる公園・遊具などあるとう
れしいです。

龍泉閣をご利用いただき、ありがとうござ
います。今後、ご意見を参考にさせていた
だきます。

もう幾回も来ています。短歌会の５～６名と。
飯田線の旅は高齢者にとって気の休まる場所と
ふんいきで又来たいと思います。みどりの季、
桜の季、紅葉のとき。平岡駅にたづさわる皆さ
んも親切です。思い出をさがしに又来ます。あ
りがとうございました。
最高齢者　93歳

何回も来て頂いてありがとうございます。
今後も職員一同親切・丁寧な接客に努めま
すのでまたのご来館を楽しみにしておりま
す。

第１回　吉田哲也先生

第３回　伏木久始先生

第２回　児美川孝一郎先生



（11）広 報　天　　龍 2019年４月24日 広 報　天　　龍（18）2019年４月24日

　
３
月
２
日
㈯
に
下
伊
那
郡
赤
十
字
救
急
法
競
技
大
会
が
豊

丘
村
を
会
場
に
行
わ
れ
、
天
龍
村
よ
り
日
赤
奉
仕
団
、
消
防

団
女
性
班
の
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
災
害
等
の
緊
急
時
に
備
え
て
救
急
法
の
知

識
や
技
術
の
向
上
を
図
る
事
が
目
的
で
、
下
伊
那
で
毎
年
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
当
日
は
三
角
巾
を
使
い
、
出
血
や
骨
折
手
当
て
を
想
定
し

た
課
題
に
４
人
１
チ
ー
ム
で
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
い
ざ
と
い
う
時
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
の
応
急

措
置
が
非
常
に
重
要
で
す
。
今
後
も
日
赤
奉
仕
団
、
消
防
団

と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
大
会
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、
救
護

知
識
の
習
得
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

下
伊
那
郡
赤
十
字
救
急
法
競
技
大
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　参
加
し
ま
し
た

　
近
年
、
全
国
的
に
大
規
模
な

自
然
災
害
が
発
生
し
、
長
期
の

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
く
発
生
し
て
い
る

中
、
避
難
所
環
境
の
整
備
を
図

る
た
め
、
村
で
は
新
た
に
民
間

業
者
４
社
と
３
つ
の
災
害
時
協

力
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
協
定
業
者
・
協
定
内
容
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

◆
２
月
８
日
㈮
㈱
ア
イ
パ
ッ
ク

ス
と
「
災
害
時
に
お
け
る
物

資
供
給
等
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
。
協
定
内
容
は
避
難

所
で
使
用
す
る
簡
易
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
を
中
心
と
す
る
段

ボ
ー
ル
製
品
の
提
供
。

◆
２
月
28
日
㈭
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ

メ
リ
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
と

「
災
害
時
に
お
け
る
物
資
供

給
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
。

協
定
内
容
は
避
難
所
で
必
要

と
な
る
日
用
品
や
作
業
用
品

等
の
提
供
。

◆
３
月
８
日
㈮
興
亜
化
成
㈱
・

Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
㈱
と
「
災
害
時

に
お
け
る
生
活
物
資
等
の
供

給
及
び
防
災
教
育
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
。
協
定
内
容

は
避
難
所
で
使
用
す
る
簡
易

ト
イ
レ
を
中
心
と
す
る
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
製
品
等
の
提
供
。

以
上
の
民
間
業
者
と
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
村
民
の
皆
様
の
生

命
や
、
安
全
で
安
心
な
生
活
を

守
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連

携
強
化
を
図
り
、
防
災
力
の
向

上
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

民
間
業
者
と

　災
害
時
協
力
協
定
締
結

民
間
業
者
と

　災
害
時
協
力
協
定
締
結

株式会社アイパックスと協定締結

興亜化成株式会社　HARIO株式会社と協定締結 NPO法人コメリ災害対策センターと協定締結

平成31年度地区担当職員名簿及び配置表
平成31年4月1日現在

地区名 担当職員名

為 　 栗
影原　房 長田みゆき

長島宇連

折 　 立 花田　清一 大平　成二 新田　泰祐

清 　 水 渡久山直樹 長田みゆき

東 原 A 鈴木　浩孝 野竹　英二 宮下　正和 宮澤　寿幸

東 原 B 秦　　博実 伊藤　祐介 小瀬水　渉

西 　 原 渡久山直樹 内藤　孝雄 青木裕一郎 宮澤真由美 花輪　加奈子

中 　 央 大平　崇史 大平　成二 宮澤　栄朗 宮澤真由美 成瀬　理沙 花輪加奈子

北 花田　清一 清水　保秀 田嶋　迪朗

本 　 町 橘　　謙治 松澤　一生 成瀬　理沙

余 　 野 熊谷　弘幸 坂田　一万 伊藤　照子

岡 　 本 橘　　謙治 森　　祐二 金田　祥吾 柳澤　慶介 伊藤　照子

長 野 町 影原　　房 影原　重喜

長 　 野 後藤　浩二 藤澤　久美 玉置　唯乃

南 　 上 松澤　一生 坂田　一万 橋爪　　貴

南 　 中 大平　卓治 坂田　一万

栄 　 町 大平　卓治 金田　祥吾

南 　 下 中島　俊博 柿下　麻衣

松 　 島

大平　崇史 柿下　麻衣 新田　泰祐 玉置　唯乃 飯泉　幸大 長田みゆき松島中電

長 　 沼

鶯 　 巣 藤澤　壮士 服部　誠司

十 久 保 大平　卓治 瀧澤　　翔

下 　 山 熊谷　弘幸 青木裕一郎

中 井 侍 玉井　直江 小林　勇太

途中上平
中島　俊博 瀧澤　　翔

鶯巣宇連

福 　 島 後藤　浩二 藤澤　壮士 藤澤　久美 小林　勇太

倉 の 平 鈴木　浩孝 服部　誠司

坂 　 部 影原　重喜 柳澤　慶介

中 　 組 玉井　直江 宮澤　寿幸

戸 　 口 野竹　英二 飯泉　幸大

大 久 那 内藤　孝雄 宮澤　栄朗

合 　 戸
森　　祐二 飯泉　幸大

見 　 遠

向 　 方
秦　　博実 田嶋　迪朗 橋爪　　貴

峠 　 山

大 河 内 清水　保秀 伊藤　祐介
後藤三八子

梨 　 畑 宮下　正和 小瀬水　渉



（17）広 報　天　　龍 2019年４月24日 広 報　天　　龍（12）2019年４月24日

昨年12月、「おきよめの湯増改築整備検討委員会」から村長への答申を受け、村では本年１月に先ず設
計業者の選定を進めるにあたり「天龍温泉おきよめの湯増築及び内部改修設計業務プロポーザル実施
要綱」を策定しました。
指名業者につきましては、天龍村建設工事等請負人選定委員会で審議の結果、飯伊地区で実績があり、
平成24年天龍保育所建設時のプロポーザルでも参加いただいた５業者（桂建築設計事務所、鈴木建築設
計事務所、稜建築デザイン、白子建築事務所、柏建築設計事務所）を選定し、２月５日㈫おきよめの湯で
現場説明会を開催、３月５日㈫迄に参加表明された４業者（柏建築設計事務所は辞退）から、それぞれ技
術提案書の提出がありました。
３月11日㈪に「天龍温泉おきよめの湯増築及び内部改修設計業務プロポーザル審査会」を開催、審査
会の委員につきましては、保育所建設時のメンバーを参考に、議会から議長、増改築検討委員会から正
副会長、レストラン委託業者の南信州開発社長、村長、副村長、おきよめの湯所長の合計７名とし、４社
から技術提案書の説明、質疑応答を含め約30分のヒアリングを行なった後、審査を行いました。
審査にあたりましては、実施要綱に沿った内容か否かを中心に評価基準（設計事務所及び責任者の能
力、提案内容、取組意欲、見積価格等）を設定して、委員それぞれから意見を述べ慎重審議の結果、「飯田
市大王路㈱鈴木建築設計事務所」を特定業者として決定し、３月20日開催の定例議会全員協議会にて、
おきよめの湯増築及び内部改修設計業務プロポーザル結果等について経過説明をおこないました。
今後は特定業者との打合せをおこない実施設計に入る予定です。
なお、村民の皆様からのご意見を伺う中で実施設計を進めて参りたいと考えておりますので、ご理解
とご協力をお願いたします。

天龍温泉おきよめの湯増築及び内部改修設計業務 
　　　　　　プロポーザル審査会の開催結果について

広
報
天
龍
第
1
8
9
号（
１

月
発
行
）で
公
表
後
、３
月
31
日

現
在
で
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い

た
み
な
さ
ん
は
次
の
通
り
で
す
。

●
鈴
木
　
ち
さ 

様

●
鶯
巣
　
宏
臣 

様

●
山
縣
　
正
道 

様

●
水
野
　
匡
崇 

様

本
人
の
希
望
に
よ
り
氏
名
を

公
表
で
き
な
い
方
が
い
ま
す
。

今
回
は
42
名
の
方
か
ら
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」か
ら

も
申
込
み
が
で
き
ま
す
。
決
済

方
法
は
金
融
機
関
か
ら
の
振
込

み
の
ほ
か
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
も
可
能
で
す
。
な
お
、電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、役
場
窓
口
で
も

承
っ
て
い
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

http://w
w
w
.furusato-tax.

jp/ ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う

　
　ご
ざ
い
ま
す

　
昨
年
11
月
に
天
龍
村
Ｓ
Ｓ
過

疎
地
計
画
策
定
委
員
会
が
立
ち

上
が
り
、
村
内
唯
一
の
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
（
以
下
、Ｓ
Ｓ
と

い
う
）
の
維
持
と
買
物
弱
者
対

策
、
災
害
時
対
策
な
ど
を
絡
め

て
一
体
的
に
課
題
解
決
が
図
れ

る
方
策
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
策
定
さ
れ
た
「
天
龍
村
Ｓ
Ｓ

過
疎
地
計
画
」
で
は
、
買
物
弱

者
対
策
と
し
て
実
施
が
検
討
さ

れ
て
い
る
移
動
販
売
と
連
携
し
、

生
鮮
食
品
と
灯
油
を
混
載
し
て

も
臭
い
移
り
の
し
な
い
車
を
開

発
す
る
こ
と
や
、
生
鮮
食
品
と

灯
油
の
一
括
注
文
が
で
き
る
ア

プ
リ
の
開
発
、
通
勤
助
成
金
の

見
直
し
に
よ
る
Ｓ
Ｓ
の
利
用
促

進
を
図
る
こ
と
を
盛
り
込
み
ま

し
た
。
ま
た
、
長
期
的
に
は
、

災
害
時
対
策
や
、Ｓ
Ｓ
の
経
営

効
率
化
の
観
点
か
ら
、
燃
料
の

備
蓄
や
１
回
あ
た
り
の
配
送
コ

ス
ト
を
軽
減
で
き
る
仕
組
み
も

検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
村
民
の
皆
様
が
将

来
に
渡
っ
て
安
心
し
て
燃
料
の

確
保
が
で
き
る
よ
う
、
計
画
に

盛
り
込
ま
れ
た
内
容
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

天
龍
村
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Ｓ
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疎
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計
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天
龍
村
Ｓ
Ｓ
過
疎
地

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

天
龍
村
Ｓ
Ｓ
過
疎
地

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

天
龍
村
Ｓ
Ｓ
過
疎
地

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

平成31年４月１日付　天龍村職員配置表
平成31年４月１日付けの人事異動などにより、下記のとおりとなりましたので、よろしくお願いします。

村長：永嶺　誠一　　副村長：小林　公人　　教育長：竹田　順次
◎総務課　課長：大平卓治 （　）臨時職員

係等名 係長等　氏名 係員氏名 階

総務係 （兼）課長　大平卓治 坂田一万 ・ 宮澤寿幸 ・ （遠山和子）

２階企画財政係 玉井直江 柳澤慶介 ・ （後藤泰計）

情報政策係 中島俊博 －

県派遣 － 橋爪　貴 出先

◎議会事務局　事務局長：橘　謙治

係等名 係長等　氏名 係員氏名 階

議会事務局 － － ２階

◎建設課　課長：野竹英二

係等名 係長等　氏名 係員氏名 階

建設係 宮下正和 小林勇太

２階環境水道係 （兼）課長　野竹英二 宮澤栄朗 ・ 飯泉幸大 ・ 小瀬水　渉

国土調査係 （兼）課長　野竹英二 服部誠司

◎税務会計課　（兼）課長：大平卓治

係等名 係長等　氏名 係員氏名 階

税務係 松澤一生 －
１階

会計係 藤澤壮士（会計管理者） 長田みゆき

◎住民課　課長：鈴木浩孝　　参事：清水保秀

係等名 係長等　氏名 係員氏名 階

住民福祉係 森　祐二 玉置唯乃

１階健康支援係 影原　房 金田祥吾 ・ （杉浦志乃）

天龍村地域包括
支援センター 大平崇史 栗生瑛理 ・ 新田泰祐 ・ （宮澤育子）

社会就労セン
ター （兼）参事　清水保秀 （大平伸次） ・ （鈴木隆雄）

出先
天龍保育所 宮澤真由美 成瀬理沙 ・ 花輪加奈子 ・ （石井洋子） ・ （野村雅子）

◎地域振興課　課長：後藤浩二

係等名 係長等　氏名 係員氏名 階

農林係 渡久山直樹 伊藤祐介 ・ 田嶋迪朗 ・ （兼）花岡沙代

１階商工観光係 （兼）課長　後藤浩二 大平成二 ・ 花岡沙代（県からの派遣）

移住定住推進係 内藤孝雄 柿下麻衣

◎南支所・天龍温泉　所長：秦　博実

係等名 係長等　氏名 係員氏名 階

南支所
藤澤久美（主査）

　（兼：藤澤保夫）
出先

天龍温泉 （藤澤保夫・波田野茂富・村松二三子・田村元子・白上政江 ・ 　
宮澤朝子・杉本まる美・村松秀子）

◎教育委員会

係等名 係長等　氏名 係員氏名 階

教育係 影原重喜 瀧澤　翔 ・ 青木裕一郎 ・ （柏原亜希） ・ （大平輝子）

出先学校給食 － 後藤三八子 ・ （金田久美子）

学校公使 － 伊藤照子

社会福祉協議会派遣　　社会福祉協議会事務局長
　　　　　　　　　　　　兼特別養護天龍荘所長　　花田清一

民間企業派遣　　　　　　天龍農林業公社副社長　　熊谷弘幸
南信州広域連合派遣　　　　　　　　　　　　　　　斎藤正宏



（13）広 報　天　　龍 2019年４月24日 広 報　天　　龍（16）2019年４月24日

　タクシー料金の軽減を図るための天龍村タクシー利用券、その名も「クォッシー」の運用を行なって
おります。
「クォッシー」の内容は下記のとおりです。
　どこで売っているの？
　役場と南支所で販売しています。

　値段は？
　クォッシーは３種類あります。
・100円券10枚綴り総額1,000円分は250円
・500円券10枚綴り総額5,000円分は1,250円
・1,000円券10枚綴り総額10,000円分は2,500円と利用額の1/4の値段でお買い求めいただけます。
　誰でも使えるの？
　天龍村の住民であれば誰でも使用できます。
　車を所有している方でも移動手段に困っている場合などにご使用いただけます。

　使用期限はあるの？
　使用期限はありません。

　どこへでも乗っていいの？どこのタクシー会社でもいいの？
　乗車範囲は、村内全域です。村外については阿南病院、新野診療所に限らせていただきます。ＪＲ
で温田駅まで行き、温田駅からタクシーで阿南病院までの利用(往復)も可能です。また、利用できる
タクシー会社は、「天龍村の遠山タクシー㈲」と「泰阜村のマルトハイヤー」の２社とさせていただ
きます。

　何か注意することは？
　「クォッシー」は金券です。落としたり無くしたりすると他の人に利用されてしまいますのでご注
意ください。
　また、おつりが出ませんのでご注意ください。
　地域の活性化対策としても事業効果を期待しておりますので、村民のみなさん、お得なタクシー利
用券「クォッシー」を是非ご利用ください。
　そのほか、不明な点がありましたら、役場住民課住民福祉係☎32-1021までお問い合わせください。

　タクシー料金の軽減を図るための天龍村タクシー利用券、その名も「クォッシー」の運用を行なって
おります。
「クォッシー」の内容は下記のとおりです。
　どこで売っているの？
　役場と南支所で販売しています。

　値段は？
　クォッシーは３種類あります。
・100円券10枚綴り総額1,000円分は250円
・500円券10枚綴り総額5,000円分は1,250円
・1,000円券10枚綴り総額10,000円分は2,500円と利用額の1/4の値段でお買い求めいただけます。
　誰でも使えるの？
　天龍村の住民であれば誰でも使用できます。
　車を所有している方でも移動手段に困っている場合などにご使用いただけます。

　使用期限はあるの？
　使用期限はありません。

　どこへでも乗っていいの？どこのタクシー会社でもいいの？
　乗車範囲は、村内全域です。村外については阿南病院、新野診療所に限らせていただきます。ＪＲ
で温田駅まで行き、温田駅からタクシーで阿南病院までの利用(往復)も可能です。また、利用できる
タクシー会社は、「天龍村の遠山タクシー㈲」と「泰阜村のマルトハイヤー」の２社とさせていただ
きます。

　何か注意することは？
　「クォッシー」は金券です。落としたり無くしたりすると他の人に利用されてしまいますのでご注
意ください。
　また、おつりが出ませんのでご注意ください。
　地域の活性化対策としても事業効果を期待しておりますので、村民のみなさん、お得なタクシー利
用券「クォッシー」を是非ご利用ください。
　そのほか、不明な点がありましたら、役場住民課住民福祉係☎32-1021までお問い合わせください。

　
４
月
27
日
㈯
か
ら
５
月
６
日

㈪
ま
で
の
大
型
連
休
に
伴
い
、

役
場
で
は
休
日
窓
口
を
臨
時
で

開
設
し
ま
す
。

◎
休
日
窓
口
開
設
日
時

令
和
元
年

（
2
0
1
9
年
）
５
月
１
日
㈬

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

◎
休
日
窓
口
業
務
内
容

　
住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
交
付
、

戸
籍
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
、

住
民
異
動
届
、
戸
籍
に
関
わ
る

届
出
（
出
生
届
・
婚
姻
届
・
離

婚
届
・
死
亡
届
等
）、
ク
オ
ッ

シ
ー
券
販
売
、
税
に
関
す
る
証

明
書
、
会
計
収
納
業
務
、
ゴ
ミ

袋
販
売

◎
休
日
宿
日
直
業
務
内
容

　
戸
籍
に
関
わ
る
届
出
の
受
理

（
出
生
届
・
婚
姻
届
・
離
婚
届
・

死
亡
届
等
）

※
休
日
で
も
宿
日
直
が
届
出
の

受
理
を
行
い
ま
す
。

2
0
1
9
年
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
に
お
け
る
休

日
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

クォッシーをご利用ください

　
４
月
６
日
㈯
、
龍
泉
閣
横
桜

並
木
駐
車
場
で
、
商
工
会
主
催

の
桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
の
桜
は
満
開
で
、
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
最
高
の
お
花

見
日
和
で
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
今
回
初
挑
戦
し
た
カ
ラ

オ
ケ
大
会
で
は
、
多
く
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
大
変
賑
や

か
な
お
祭
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
秘
境
駅
号
ツ
ア
ー
の

お
客
様
も
合
流
し
、
天
龍
の
温

か
い
お
も
て
な
し
も
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
、
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

天
龍
桜
ま
つ
り
開
催

今
年
は
満
開
！

各部署における主な業務内容
係等名 業　　務　　内　　容

総務係

異議申立て・請願・和解、公印管守、文書収受・発送、契約・係争等文書保管、庁舎・構内の保守管理、
秘書・渉外、人事・給与、任免・進退・賞罰・服務・身分、職員研修・福利厚生、職員共済・退職手当、
公務災害、公用車管理、防犯、自衛隊、消防・防災・消防無線、交通安全、交通災害共済、総合教育会議、
人事評価制度、市町村合併、行革・集中改革プラン、地区活動・地区懇談会・地区担当者制度等

企画財政係
財政、予算・執行管理、公会計、地方交付税、村債、村有財産、総合計画、基本計画、過疎計画、辺地計画、
広域行政（南信州広域連合、定住自立圏、三遠南信、リニア中央新幹線）、監査、村営バス、公共交通、
職員提案制度、村民からの提案制度、統計、備品管理、ふるさと納税、山村留学検討の準備等

情報政策係 防災行政無線、情報通信、CATV、ホームページ、広報・公聴、ラジオ難聴対策、情報政策全般等

県派遣 南信州地域振興局（企画振興業務）

議会事務局 議会、選挙管理委員会、監査委員会、褒賞、条例・規則、法規審査委員会等

建設係 村道建設・維持管理、河川・治水・水防、村営住宅、建築、廃屋対策等

環境水道係
簡易水道事業統合計画（簡易水道、簡易給水施設）、県企業局代替執行事業、個人水道施設等整備補助、
公共下水道、し尿処理、合併処理浄化槽、農業集落排水、狂犬病予防、環境衛生、廃棄物処理、リサ
イクル、墓地、行旅病人・行旅死亡人、公害、新エネルギー等

国土調査係 国土調査全般、道路登記事務

税務係 村税賦課徴収、税統計・証明、土地家屋等の申告・届出・台帳整備、公図の保守管理、滞納処分等

会計係 現金・金券の収受、出納管理、決算等　　（ごみ袋販売収納扱い）

住民福祉係

戸籍、住民基本台帳、外国人登録、印鑑登録、人口動態、国民年金、戦没者遺族等援護、災害支援、
福祉関係（児童・母子・父子・老人・障害）、子ども手当、あったか券、村民保養券、外出支援・福祉
運送・タクシー券、青少年健全育成、民生児童委員、人権擁護、保護司、生活保護、雇用安定、男女
共同参画、シルバー人材、日赤奉仕団、埋火葬、個人番号事務、福祉 ICT 等

健康支援係
国民健康保険、国民健康保険税の賦課徴収、後期高齢者医療、特定健診、介護保険、保健指導、各種検診、
各種予防接種、健康増進、栄養指導、診療所、健康プラン、福祉相談 ( 児童・老人・障がい )、消費生
活等

天龍村地域
包括支援セ
ンター

地域包括ケア、介護予防、在宅医療・介護連携、認知症対策、健康支援整備、認定調査等

社会就労セ
ンター

就労者の管理、製作過程時の指導、材料・製品の受入れ、出荷・検査、加工賃の請求・支払計算等、
取引先との業務連絡、施設・備品の管理、医療互助会、その他授産業務等

天龍保育所 入所児の保育、保育所建物・各種施設備品等の管理、保育所利用者負担額算定・徴収、各種行事計画・
実施、発達支援、延長・希望・一時預かり保育、未就園児世帯への子育て支援、学校連携等

農林係
農業・水産振興、畜産・家畜保健衛生、農地、土地改良、農業共済、農業委員会、農業後継者対策、
農道建設・維持管理、第３セクター経営改善、林業・林産物の振興、村有林の経営管理、保安林、治
山事業、鳥獣保護・狩猟、林道建設・維持管理、特産品開発、事業継承支援（農林業関係事務局）等

商工観光係 商工業の振興、商工金融、企業誘致・企業対策、観光事業振興、観光施設の維持管理、計量器、第３セクター
経営改善、事業継承支援（買い物支援等事務局）等

移住定住推
進係

出前講座、いきいき活動支援金、県元気づくり支援金、都市との交流、構造改革特区、若者定住・結婚相談、
地域おこし協力隊、まち・ひと・しごと創生総合戦略、移住定住、空き家バンク、職業紹介指導、集
落支援員、大学生インターン事業、地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）、山村留学等

南支所 住民基本台帳、印鑑、行政証明、村税その他収納

天龍温泉 施設利用者サービス、施設利用料金の徴収、その他売上金等の徴収、現金管理、施設の維持管理、就
労者の管理、源泉の維持・管理・運営等

教育係
教育委員会事務局、学校教育全般、学校施設管理、学校給食、就学指導、教員住宅、社会教育、生涯
学習、社会体育、公民館、文化財保全保護、文化財調査、図書館管理運営、各施設管理、通学路安全
会議、学童クラブ、奨学金、なんでも館常設展示等

学校給食 学校給食

学校公使 学校公使



（15）広 報　天　　龍 2019年４月24日 広 報　天　　龍（14）2019年４月24日

補助対象事業の範囲及び補助要件
①天龍村に居住及び住所を有し、かつ永住の意志がある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③申請後２年以内に建築の完成を認める者
④補助金は１戸１件を対象とします。
⑤申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受け建設する場合は対象となりません。ただ
し、村長が特別の理由があると認めるときは、この限りではありません。
⑥工事完成後に補助金を交付します。
⑦工事完成後、申請者本人、又は同居の親族の名義に登記する必要があります。
①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③補助金は１戸１件を対象とします。
④申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受けて施工する場合は対象となりません。
⑤工事完了後に補助金を交付します。

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受けて取得する場合は対象となりません。
④空き屋等取得後に補助金を交付します。
⑤空き屋等取得後、申請者本人、又は同居の親族の名義に登記する必要があります。

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③住宅用地面積100㎡以上取得した者
④用地取得後に補助金を交付します。
①天龍村に16歳以上60歳以下でU・Iターンした者で、居住及び住所を有し、かつ、永住の意志の
ある者（夫婦の場合は居住・年齢要件は片方が該当していれば対象となります。）
②村内に居住した日から起算し、２年経過後に支給します。
③支給は１人につき１回限りとし、支給後の再転入は支給しません。
④申請者本人及び同居者が他の補助金を受けた場合は支給しません。
⑤申請時において２歳未満の子供がいる場合は、その子供に対し出産祝金の額を交付します。
⑥転入時に30歳以下でU・Iターンした者のうち、村役場を除く村内事業所に就職ないし起業、就
農し、継続して２年以上勤務した場合は、①～⑤とは別に左記に定める助成金を支給します。
①新規学卒後、村内に居住及び住所を有し、かつ、本人及び父母等に永住の意志がある者
②卒業した日から起算し、12か月経過後に支給します。ただし、申請時に12か月以上の居住及び
住所要件を満たしている必要があります。
③新規学卒した年に、村役場を除く村内事業所に就職ないし起業、就農し、継続して２年以上勤
務した場合は、①②とは別に左記に定める助成金を支給します。
①１月１日の申請基準日において天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志がある者
②16歳以上で村外の就業地に勤務している者、及び村長が特別に認めた者に支給します。
③毎年１月から12月までの間の利用実績に応じ、支給総額を決定します。ただし、当該月の勤務
日数が15日を欠くときは当該月分については支給の対象となりません。
④支給総額のうち２/３は現金で支給し、１/３は村内SSで翌年度利用できるクーポン券（千円券）
を発行します。【クーポン券相当額計算式】支給総額×１/３（但し百円単位は切り捨て、現金
で支給）
⑤村内SS利用クーポン券は村内のガソリンスタンドに限り使用できるものとし、当該スタンド
取扱商品、サービスに対し使用できます。（利用可能の例:給油、灯油配達、タイヤ・オイル交換、
洗車等／利用不可能:専用カードへの入金）
⑥消防団員にあっては、年間支給額に10％の額を加算し支給します。
※受付期間については、広報天龍、行政無線、CATVにてお知らせします。
①天龍村に２年以上居住及び住所を有する者で、かつ、永住の意志のある夫婦（居住・年齢要件
は片方が該当していれば対象となります。）
②結婚祝金は重複して支給しません。

父母のいずれかが天龍村に２年以上居住及び住所を有する者で、かつ、永住の意志のある父母。

補助金等の額
16歳～40歳

工事費の20％以内
41歳～50歳

工事費の10％以内
51歳～60歳

工事費の５％以内
（限度額200万円）

16歳～40歳
工事費の20％以内
41歳～50歳

工事費の10％以内
51歳～60歳

工事費の５％以内
（限度額100万円）
16歳～40歳

取得費の20％以内
41歳～50歳

取得費の10％以内
51歳～60歳

取得費の５％以内
（限度額100万円）
取得費の100％以内
（限度額100万円）

夫婦　10万円
単身　　５万円

２歳以上18歳以下の
子供１人につき２万円

右記⑥に該当する場合
は＋５万円

５万円

右記③に該当する場合
は＋５万円

１㎞あたり10円
（支給限度:一月あたり

10,000円
但し、支給総額の１/３の
額は村内SS利用クーポ
ン券にて助成）
年間支給券算出式

「10円×最短通勤往復
距離×１か月の通勤日
数（22日を上限とする）

×通勤月数」

国内、外国人との結婚
を問わず１組　５万円

第１子・第２子　20万円
第３子　50万円

第４子以降は第３子と同額

※詳細は地域振興課 移住定住推進係までお問い合わせください。（☎32-1023）
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★旧制度の見直しを行い、本年４月１日より定住促進事業を新たにスタートしました。
　各種補助金等を用意していますので、該当する場合は申請ください。

若者等定住促進事業のあらまし



（15）広 報　天　　龍 2019年４月24日 広 報　天　　龍（14）2019年４月24日

補助対象事業の範囲及び補助要件
①天龍村に居住及び住所を有し、かつ永住の意志がある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③申請後２年以内に建築の完成を認める者
④補助金は１戸１件を対象とします。
⑤申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受け建設する場合は対象となりません。ただ
し、村長が特別の理由があると認めるときは、この限りではありません。
⑥工事完成後に補助金を交付します。
⑦工事完成後、申請者本人、又は同居の親族の名義に登記する必要があります。
①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③補助金は１戸１件を対象とします。
④申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受けて施工する場合は対象となりません。
⑤工事完了後に補助金を交付します。

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受けて取得する場合は対象となりません。
④空き屋等取得後に補助金を交付します。
⑤空き屋等取得後、申請者本人、又は同居の親族の名義に登記する必要があります。

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③住宅用地面積100㎡以上取得した者
④用地取得後に補助金を交付します。
①天龍村に16歳以上60歳以下でU・Iターンした者で、居住及び住所を有し、かつ、永住の意志の
ある者（夫婦の場合は居住・年齢要件は片方が該当していれば対象となります。）
②村内に居住した日から起算し、２年経過後に支給します。
③支給は１人につき１回限りとし、支給後の再転入は支給しません。
④申請者本人及び同居者が他の補助金を受けた場合は支給しません。
⑤申請時において２歳未満の子供がいる場合は、その子供に対し出産祝金の額を交付します。
⑥転入時に30歳以下でU・Iターンした者のうち、村役場を除く村内事業所に就職ないし起業、就
農し、継続して２年以上勤務した場合は、①～⑤とは別に左記に定める助成金を支給します。
①新規学卒後、村内に居住及び住所を有し、かつ、本人及び父母等に永住の意志がある者
②卒業した日から起算し、12か月経過後に支給します。ただし、申請時に12か月以上の居住及び
住所要件を満たしている必要があります。
③新規学卒した年に、村役場を除く村内事業所に就職ないし起業、就農し、継続して２年以上勤
務した場合は、①②とは別に左記に定める助成金を支給します。
①１月１日の申請基準日において天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志がある者
②16歳以上で村外の就業地に勤務している者、及び村長が特別に認めた者に支給します。
③毎年１月から12月までの間の利用実績に応じ、支給総額を決定します。ただし、当該月の勤務
日数が15日を欠くときは当該月分については支給の対象となりません。
④支給総額のうち２/３は現金で支給し、１/３は村内SSで翌年度利用できるクーポン券（千円券）
を発行します。【クーポン券相当額計算式】支給総額×１/３（但し百円単位は切り捨て、現金
で支給）
⑤村内SS利用クーポン券は村内のガソリンスタンドに限り使用できるものとし、当該スタンド
取扱商品、サービスに対し使用できます。（利用可能の例:給油、灯油配達、タイヤ・オイル交換、
洗車等／利用不可能:専用カードへの入金）
⑥消防団員にあっては、年間支給額に10％の額を加算し支給します。
※受付期間については、広報天龍、行政無線、CATVにてお知らせします。
①天龍村に２年以上居住及び住所を有する者で、かつ、永住の意志のある夫婦（居住・年齢要件
は片方が該当していれば対象となります。）
②結婚祝金は重複して支給しません。

父母のいずれかが天龍村に２年以上居住及び住所を有する者で、かつ、永住の意志のある父母。

補助金等の額
16歳～40歳

工事費の20％以内
41歳～50歳

工事費の10％以内
51歳～60歳

工事費の５％以内
（限度額200万円）

16歳～40歳
工事費の20％以内
41歳～50歳

工事費の10％以内
51歳～60歳

工事費の５％以内
（限度額100万円）
16歳～40歳

取得費の20％以内
41歳～50歳

取得費の10％以内
51歳～60歳

取得費の５％以内
（限度額100万円）
取得費の100％以内
（限度額100万円）

夫婦　10万円
単身　　５万円

２歳以上18歳以下の
子供１人につき２万円

右記⑥に該当する場合
は＋５万円

５万円

右記③に該当する場合
は＋５万円

１㎞あたり10円
（支給限度:一月あたり

10,000円
但し、支給総額の１/３の
額は村内SS利用クーポ
ン券にて助成）
年間支給券算出式

「10円×最短通勤往復
距離×１か月の通勤日
数（22日を上限とする）

×通勤月数」

国内、外国人との結婚
を問わず１組　５万円

第１子・第２子　20万円
第３子　50万円

第４子以降は第３子と同額

※詳細は地域振興課 移住定住推進係までお問い合わせください。（☎32-1023）
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★旧制度の見直しを行い、本年４月１日より定住促進事業を新たにスタートしました。
　各種補助金等を用意していますので、該当する場合は申請ください。

若者等定住促進事業のあらまし



（13）広 報　天　　龍 2019年４月24日 広 報　天　　龍（16）2019年４月24日

　タクシー料金の軽減を図るための天龍村タクシー利用券、その名も「クォッシー」の運用を行なって
おります。
「クォッシー」の内容は下記のとおりです。
　どこで売っているの？
　役場と南支所で販売しています。

　値段は？
　クォッシーは３種類あります。
・100円券10枚綴り総額1,000円分は250円
・500円券10枚綴り総額5,000円分は1,250円
・1,000円券10枚綴り総額10,000円分は2,500円と利用額の1/4の値段でお買い求めいただけます。
　誰でも使えるの？
　天龍村の住民であれば誰でも使用できます。
　車を所有している方でも移動手段に困っている場合などにご使用いただけます。

　使用期限はあるの？
　使用期限はありません。

　どこへでも乗っていいの？どこのタクシー会社でもいいの？
　乗車範囲は、村内全域です。村外については阿南病院、新野診療所に限らせていただきます。ＪＲ
で温田駅まで行き、温田駅からタクシーで阿南病院までの利用(往復)も可能です。また、利用できる
タクシー会社は、「天龍村の遠山タクシー㈲」と「泰阜村のマルトハイヤー」の２社とさせていただ
きます。

　何か注意することは？
　「クォッシー」は金券です。落としたり無くしたりすると他の人に利用されてしまいますのでご注
意ください。
　また、おつりが出ませんのでご注意ください。
　地域の活性化対策としても事業効果を期待しておりますので、村民のみなさん、お得なタクシー利
用券「クォッシー」を是非ご利用ください。
　そのほか、不明な点がありましたら、役場住民課住民福祉係☎32-1021までお問い合わせください。

　タクシー料金の軽減を図るための天龍村タクシー利用券、その名も「クォッシー」の運用を行なって
おります。
「クォッシー」の内容は下記のとおりです。
　どこで売っているの？
　役場と南支所で販売しています。

　値段は？
　クォッシーは３種類あります。
・100円券10枚綴り総額1,000円分は250円
・500円券10枚綴り総額5,000円分は1,250円
・1,000円券10枚綴り総額10,000円分は2,500円と利用額の1/4の値段でお買い求めいただけます。
　誰でも使えるの？
　天龍村の住民であれば誰でも使用できます。
　車を所有している方でも移動手段に困っている場合などにご使用いただけます。

　使用期限はあるの？
　使用期限はありません。

　どこへでも乗っていいの？どこのタクシー会社でもいいの？
　乗車範囲は、村内全域です。村外については阿南病院、新野診療所に限らせていただきます。ＪＲ
で温田駅まで行き、温田駅からタクシーで阿南病院までの利用(往復)も可能です。また、利用できる
タクシー会社は、「天龍村の遠山タクシー㈲」と「泰阜村のマルトハイヤー」の２社とさせていただ
きます。

　何か注意することは？
　「クォッシー」は金券です。落としたり無くしたりすると他の人に利用されてしまいますのでご注
意ください。
　また、おつりが出ませんのでご注意ください。
　地域の活性化対策としても事業効果を期待しておりますので、村民のみなさん、お得なタクシー利
用券「クォッシー」を是非ご利用ください。
　そのほか、不明な点がありましたら、役場住民課住民福祉係☎32-1021までお問い合わせください。
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に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
大
変
賑
や

か
な
お
祭
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
秘
境
駅
号
ツ
ア
ー
の

お
客
様
も
合
流
し
、
天
龍
の
温

か
い
お
も
て
な
し
も
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
、
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

天
龍
桜
ま
つ
り
開
催

今
年
は
満
開
！

各部署における主な業務内容
係等名 業　　務　　内　　容

総務係

異議申立て・請願・和解、公印管守、文書収受・発送、契約・係争等文書保管、庁舎・構内の保守管理、
秘書・渉外、人事・給与、任免・進退・賞罰・服務・身分、職員研修・福利厚生、職員共済・退職手当、
公務災害、公用車管理、防犯、自衛隊、消防・防災・消防無線、交通安全、交通災害共済、総合教育会議、
人事評価制度、市町村合併、行革・集中改革プラン、地区活動・地区懇談会・地区担当者制度等

企画財政係
財政、予算・執行管理、公会計、地方交付税、村債、村有財産、総合計画、基本計画、過疎計画、辺地計画、
広域行政（南信州広域連合、定住自立圏、三遠南信、リニア中央新幹線）、監査、村営バス、公共交通、
職員提案制度、村民からの提案制度、統計、備品管理、ふるさと納税、山村留学検討の準備等

情報政策係 防災行政無線、情報通信、CATV、ホームページ、広報・公聴、ラジオ難聴対策、情報政策全般等

県派遣 南信州地域振興局（企画振興業務）

議会事務局 議会、選挙管理委員会、監査委員会、褒賞、条例・規則、法規審査委員会等

建設係 村道建設・維持管理、河川・治水・水防、村営住宅、建築、廃屋対策等

環境水道係
簡易水道事業統合計画（簡易水道、簡易給水施設）、県企業局代替執行事業、個人水道施設等整備補助、
公共下水道、し尿処理、合併処理浄化槽、農業集落排水、狂犬病予防、環境衛生、廃棄物処理、リサ
イクル、墓地、行旅病人・行旅死亡人、公害、新エネルギー等

国土調査係 国土調査全般、道路登記事務

税務係 村税賦課徴収、税統計・証明、土地家屋等の申告・届出・台帳整備、公図の保守管理、滞納処分等

会計係 現金・金券の収受、出納管理、決算等　　（ごみ袋販売収納扱い）

住民福祉係

戸籍、住民基本台帳、外国人登録、印鑑登録、人口動態、国民年金、戦没者遺族等援護、災害支援、
福祉関係（児童・母子・父子・老人・障害）、子ども手当、あったか券、村民保養券、外出支援・福祉
運送・タクシー券、青少年健全育成、民生児童委員、人権擁護、保護司、生活保護、雇用安定、男女
共同参画、シルバー人材、日赤奉仕団、埋火葬、個人番号事務、福祉 ICT 等

健康支援係
国民健康保険、国民健康保険税の賦課徴収、後期高齢者医療、特定健診、介護保険、保健指導、各種検診、
各種予防接種、健康増進、栄養指導、診療所、健康プラン、福祉相談 ( 児童・老人・障がい )、消費生
活等

天龍村地域
包括支援セ
ンター

地域包括ケア、介護予防、在宅医療・介護連携、認知症対策、健康支援整備、認定調査等

社会就労セ
ンター

就労者の管理、製作過程時の指導、材料・製品の受入れ、出荷・検査、加工賃の請求・支払計算等、
取引先との業務連絡、施設・備品の管理、医療互助会、その他授産業務等

天龍保育所 入所児の保育、保育所建物・各種施設備品等の管理、保育所利用者負担額算定・徴収、各種行事計画・
実施、発達支援、延長・希望・一時預かり保育、未就園児世帯への子育て支援、学校連携等

農林係
農業・水産振興、畜産・家畜保健衛生、農地、土地改良、農業共済、農業委員会、農業後継者対策、
農道建設・維持管理、第３セクター経営改善、林業・林産物の振興、村有林の経営管理、保安林、治
山事業、鳥獣保護・狩猟、林道建設・維持管理、特産品開発、事業継承支援（農林業関係事務局）等

商工観光係 商工業の振興、商工金融、企業誘致・企業対策、観光事業振興、観光施設の維持管理、計量器、第３セクター
経営改善、事業継承支援（買い物支援等事務局）等

移住定住推
進係

出前講座、いきいき活動支援金、県元気づくり支援金、都市との交流、構造改革特区、若者定住・結婚相談、
地域おこし協力隊、まち・ひと・しごと創生総合戦略、移住定住、空き家バンク、職業紹介指導、集
落支援員、大学生インターン事業、地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）、山村留学等

南支所 住民基本台帳、印鑑、行政証明、村税その他収納

天龍温泉 施設利用者サービス、施設利用料金の徴収、その他売上金等の徴収、現金管理、施設の維持管理、就
労者の管理、源泉の維持・管理・運営等

教育係
教育委員会事務局、学校教育全般、学校施設管理、学校給食、就学指導、教員住宅、社会教育、生涯
学習、社会体育、公民館、文化財保全保護、文化財調査、図書館管理運営、各施設管理、通学路安全
会議、学童クラブ、奨学金、なんでも館常設展示等

学校給食 学校給食

学校公使 学校公使



（17）広 報　天　　龍 2019年４月24日 広 報　天　　龍（12）2019年４月24日

昨年12月、「おきよめの湯増改築整備検討委員会」から村長への答申を受け、村では本年１月に先ず設
計業者の選定を進めるにあたり「天龍温泉おきよめの湯増築及び内部改修設計業務プロポーザル実施
要綱」を策定しました。
指名業者につきましては、天龍村建設工事等請負人選定委員会で審議の結果、飯伊地区で実績があり、
平成24年天龍保育所建設時のプロポーザルでも参加いただいた５業者（桂建築設計事務所、鈴木建築設
計事務所、稜建築デザイン、白子建築事務所、柏建築設計事務所）を選定し、２月５日㈫おきよめの湯で
現場説明会を開催、３月５日㈫迄に参加表明された４業者（柏建築設計事務所は辞退）から、それぞれ技
術提案書の提出がありました。
３月11日㈪に「天龍温泉おきよめの湯増築及び内部改修設計業務プロポーザル審査会」を開催、審査
会の委員につきましては、保育所建設時のメンバーを参考に、議会から議長、増改築検討委員会から正
副会長、レストラン委託業者の南信州開発社長、村長、副村長、おきよめの湯所長の合計７名とし、４社
から技術提案書の説明、質疑応答を含め約30分のヒアリングを行なった後、審査を行いました。
審査にあたりましては、実施要綱に沿った内容か否かを中心に評価基準（設計事務所及び責任者の能
力、提案内容、取組意欲、見積価格等）を設定して、委員それぞれから意見を述べ慎重審議の結果、「飯田
市大王路㈱鈴木建築設計事務所」を特定業者として決定し、３月20日開催の定例議会全員協議会にて、
おきよめの湯増築及び内部改修設計業務プロポーザル結果等について経過説明をおこないました。
今後は特定業者との打合せをおこない実施設計に入る予定です。
なお、村民の皆様からのご意見を伺う中で実施設計を進めて参りたいと考えておりますので、ご理解
とご協力をお願いたします。

天龍温泉おきよめの湯増築及び内部改修設計業務 
　　　　　　プロポーザル審査会の開催結果について

広
報
天
龍
第
1
8
9
号（
１

月
発
行
）で
公
表
後
、３
月
31
日

現
在
で
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い

た
み
な
さ
ん
は
次
の
通
り
で
す
。

●
鈴
木
　
ち
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様

●
鶯
巣
　
宏
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様

●
山
縣
　
正
道 

様

●
水
野
　
匡
崇 

様

本
人
の
希
望
に
よ
り
氏
名
を

公
表
で
き
な
い
方
が
い
ま
す
。

今
回
は
42
名
の
方
か
ら
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」か
ら

も
申
込
み
が
で
き
ま
す
。
決
済

方
法
は
金
融
機
関
か
ら
の
振
込

み
の
ほ
か
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
も
可
能
で
す
。
な
お
、電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、役
場
窓
口
で
も

承
っ
て
い
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

http://w
w
w
.furusato-tax.

jp/ ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う

　
　ご
ざ
い
ま
す

　
昨
年
11
月
に
天
龍
村
Ｓ
Ｓ
過

疎
地
計
画
策
定
委
員
会
が
立
ち

上
が
り
、
村
内
唯
一
の
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
（
以
下
、Ｓ
Ｓ
と

い
う
）
の
維
持
と
買
物
弱
者
対

策
、
災
害
時
対
策
な
ど
を
絡
め

て
一
体
的
に
課
題
解
決
が
図
れ

る
方
策
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
策
定
さ
れ
た
「
天
龍
村
Ｓ
Ｓ

過
疎
地
計
画
」
で
は
、
買
物
弱

者
対
策
と
し
て
実
施
が
検
討
さ

れ
て
い
る
移
動
販
売
と
連
携
し
、

生
鮮
食
品
と
灯
油
を
混
載
し
て

も
臭
い
移
り
の
し
な
い
車
を
開

発
す
る
こ
と
や
、
生
鮮
食
品
と

灯
油
の
一
括
注
文
が
で
き
る
ア

プ
リ
の
開
発
、
通
勤
助
成
金
の

見
直
し
に
よ
る
Ｓ
Ｓ
の
利
用
促

進
を
図
る
こ
と
を
盛
り
込
み
ま

し
た
。
ま
た
、
長
期
的
に
は
、

災
害
時
対
策
や
、Ｓ
Ｓ
の
経
営

効
率
化
の
観
点
か
ら
、
燃
料
の

備
蓄
や
１
回
あ
た
り
の
配
送
コ

ス
ト
を
軽
減
で
き
る
仕
組
み
も

検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
村
民
の
皆
様
が
将

来
に
渡
っ
て
安
心
し
て
燃
料
の

確
保
が
で
き
る
よ
う
、
計
画
に

盛
り
込
ま
れ
た
内
容
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

天
龍
村
Ｓ
Ｓ
過
疎
地

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

天
龍
村
Ｓ
Ｓ
過
疎
地

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

天
龍
村
Ｓ
Ｓ
過
疎
地

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

天
龍
村
Ｓ
Ｓ
過
疎
地

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

平成31年４月１日付　天龍村職員配置表
平成31年４月１日付けの人事異動などにより、下記のとおりとなりましたので、よろしくお願いします。

村長：永嶺　誠一　　副村長：小林　公人　　教育長：竹田　順次
◎総務課　課長：大平卓治 （　）臨時職員

係等名 係長等　氏名 係員氏名 階

総務係 （兼）課長　大平卓治 坂田一万 ・ 宮澤寿幸 ・ （遠山和子）

２階企画財政係 玉井直江 柳澤慶介 ・ （後藤泰計）

情報政策係 中島俊博 －

県派遣 － 橋爪　貴 出先

◎議会事務局　事務局長：橘　謙治

係等名 係長等　氏名 係員氏名 階

議会事務局 － － ２階

◎建設課　課長：野竹英二

係等名 係長等　氏名 係員氏名 階

建設係 宮下正和 小林勇太

２階環境水道係 （兼）課長　野竹英二 宮澤栄朗 ・ 飯泉幸大 ・ 小瀬水　渉

国土調査係 （兼）課長　野竹英二 服部誠司

◎税務会計課　（兼）課長：大平卓治

係等名 係長等　氏名 係員氏名 階

税務係 松澤一生 －
１階

会計係 藤澤壮士（会計管理者） 長田みゆき

◎住民課　課長：鈴木浩孝　　参事：清水保秀

係等名 係長等　氏名 係員氏名 階

住民福祉係 森　祐二 玉置唯乃

１階健康支援係 影原　房 金田祥吾 ・ （杉浦志乃）

天龍村地域包括
支援センター 大平崇史 栗生瑛理 ・ 新田泰祐 ・ （宮澤育子）

社会就労セン
ター （兼）参事　清水保秀 （大平伸次） ・ （鈴木隆雄）

出先
天龍保育所 宮澤真由美 成瀬理沙 ・ 花輪加奈子 ・ （石井洋子） ・ （野村雅子）

◎地域振興課　課長：後藤浩二

係等名 係長等　氏名 係員氏名 階

農林係 渡久山直樹 伊藤祐介 ・ 田嶋迪朗 ・ （兼）花岡沙代

１階商工観光係 （兼）課長　後藤浩二 大平成二 ・ 花岡沙代（県からの派遣）

移住定住推進係 内藤孝雄 柿下麻衣

◎南支所・天龍温泉　所長：秦　博実

係等名 係長等　氏名 係員氏名 階

南支所
藤澤久美（主査）

　（兼：藤澤保夫）
出先

天龍温泉 （藤澤保夫・波田野茂富・村松二三子・田村元子・白上政江 ・ 　
宮澤朝子・杉本まる美・村松秀子）

◎教育委員会

係等名 係長等　氏名 係員氏名 階

教育係 影原重喜 瀧澤　翔 ・ 青木裕一郎 ・ （柏原亜希） ・ （大平輝子）

出先学校給食 － 後藤三八子 ・ （金田久美子）

学校公使 － 伊藤照子

社会福祉協議会派遣　　社会福祉協議会事務局長
　　　　　　　　　　　　兼特別養護天龍荘所長　　花田清一

民間企業派遣　　　　　　天龍農林業公社副社長　　熊谷弘幸
南信州広域連合派遣　　　　　　　　　　　　　　　斎藤正宏
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３
月
２
日
㈯
に
下
伊
那
郡
赤
十
字
救
急
法
競
技
大
会
が
豊

丘
村
を
会
場
に
行
わ
れ
、
天
龍
村
よ
り
日
赤
奉
仕
団
、
消
防

団
女
性
班
の
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
災
害
等
の
緊
急
時
に
備
え
て
救
急
法
の
知

識
や
技
術
の
向
上
を
図
る
事
が
目
的
で
、
下
伊
那
で
毎
年
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
当
日
は
三
角
巾
を
使
い
、
出
血
や
骨
折
手
当
て
を
想
定
し

た
課
題
に
４
人
１
チ
ー
ム
で
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
い
ざ
と
い
う
時
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
の
応
急

措
置
が
非
常
に
重
要
で
す
。
今
後
も
日
赤
奉
仕
団
、
消
防
団

と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
大
会
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、
救
護

知
識
の
習
得
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

下
伊
那
郡
赤
十
字
救
急
法
競
技
大
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　参
加
し
ま
し
た

　
近
年
、
全
国
的
に
大
規
模
な

自
然
災
害
が
発
生
し
、
長
期
の

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
く
発
生
し
て
い
る

中
、
避
難
所
環
境
の
整
備
を
図

る
た
め
、
村
で
は
新
た
に
民
間

業
者
４
社
と
３
つ
の
災
害
時
協

力
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
協
定
業
者
・
協
定
内
容
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

◆
２
月
８
日
㈮
㈱
ア
イ
パ
ッ
ク

ス
と
「
災
害
時
に
お
け
る
物

資
供
給
等
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
。
協
定
内
容
は
避
難

所
で
使
用
す
る
簡
易
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
を
中
心
と
す
る
段

ボ
ー
ル
製
品
の
提
供
。

◆
２
月
28
日
㈭
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ

メ
リ
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
と

「
災
害
時
に
お
け
る
物
資
供

給
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
。

協
定
内
容
は
避
難
所
で
必
要

と
な
る
日
用
品
や
作
業
用
品

等
の
提
供
。

◆
３
月
８
日
㈮
興
亜
化
成
㈱
・

Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
㈱
と
「
災
害
時

に
お
け
る
生
活
物
資
等
の
供

給
及
び
防
災
教
育
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
。
協
定
内
容

は
避
難
所
で
使
用
す
る
簡
易

ト
イ
レ
を
中
心
と
す
る
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
製
品
等
の
提
供
。

以
上
の
民
間
業
者
と
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
村
民
の
皆
様
の
生

命
や
、
安
全
で
安
心
な
生
活
を

守
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連

携
強
化
を
図
り
、
防
災
力
の
向

上
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

民
間
業
者
と

　災
害
時
協
力
協
定
締
結

民
間
業
者
と

　災
害
時
協
力
協
定
締
結

株式会社アイパックスと協定締結

興亜化成株式会社　HARIO株式会社と協定締結 NPO法人コメリ災害対策センターと協定締結

平成31年度地区担当職員名簿及び配置表
平成31年4月1日現在

地区名 担当職員名

為 　 栗
影原　房 長田みゆき

長島宇連

折 　 立 花田　清一 大平　成二 新田　泰祐

清 　 水 渡久山直樹 長田みゆき

東 原 A 鈴木　浩孝 野竹　英二 宮下　正和 宮澤　寿幸

東 原 B 秦　　博実 伊藤　祐介 小瀬水　渉

西 　 原 渡久山直樹 内藤　孝雄 青木裕一郎 宮澤真由美 花輪　加奈子

中 　 央 大平　崇史 大平　成二 宮澤　栄朗 宮澤真由美 成瀬　理沙 花輪加奈子

北 花田　清一 清水　保秀 田嶋　迪朗

本 　 町 橘　　謙治 松澤　一生 成瀬　理沙

余 　 野 熊谷　弘幸 坂田　一万 伊藤　照子

岡 　 本 橘　　謙治 森　　祐二 金田　祥吾 柳澤　慶介 伊藤　照子

長 野 町 影原　　房 影原　重喜

長 　 野 後藤　浩二 藤澤　久美 玉置　唯乃

南 　 上 松澤　一生 坂田　一万 橋爪　　貴

南 　 中 大平　卓治 坂田　一万

栄 　 町 大平　卓治 金田　祥吾

南 　 下 中島　俊博 柿下　麻衣

松 　 島

大平　崇史 柿下　麻衣 新田　泰祐 玉置　唯乃 飯泉　幸大 長田みゆき松島中電

長 　 沼

鶯 　 巣 藤澤　壮士 服部　誠司

十 久 保 大平　卓治 瀧澤　　翔

下 　 山 熊谷　弘幸 青木裕一郎

中 井 侍 玉井　直江 小林　勇太

途中上平
中島　俊博 瀧澤　　翔

鶯巣宇連

福 　 島 後藤　浩二 藤澤　壮士 藤澤　久美 小林　勇太

倉 の 平 鈴木　浩孝 服部　誠司

坂 　 部 影原　重喜 柳澤　慶介

中 　 組 玉井　直江 宮澤　寿幸

戸 　 口 野竹　英二 飯泉　幸大

大 久 那 内藤　孝雄 宮澤　栄朗

合 　 戸
森　　祐二 飯泉　幸大

見 　 遠

向 　 方
秦　　博実 田嶋　迪朗 橋爪　　貴

峠 　 山

大 河 内 清水　保秀 伊藤　祐介
後藤三八子

梨 　 畑 宮下　正和 小瀬水　渉



　
こ
の
度
、
天
龍
村
集

落
支
援
員
と
し
て
働
か

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
、
佐
々
木

裕
子
で
す
。

　
自
然
を
求
め
こ
の
村

に
来
て
15
年
が
た
ち
ま

し
た
。
村
で
の
生
活
の

素
晴
ら
し
さ
、
大
変
さ

を
体
験
す
る
中
で
、
集

落
の
抱
え
て
い
る
問
題

を
考
え
る
よ
う
に
な
り
、

こ
の
村
に
住
む
人
々
に

少
し
で
も
寄
り
添
う
お

仕
事
が
し
た
く
て
支
援

員
を
希
望
し
ま
し
た
。

集
落
の
支
援
を
通
し
て

地
域
の
活
性
化
、
環
境

維
持
に
努
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
未
知
の
世
界
で
は

あ
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

で
、
小
規
模
校
の
魅
力
に
つ
い

て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
3
回
目
は
3
月
3
日
㈰
に
、

信
州
大
学
学
術
研
究
院
教
育
学

系
教
授
の
伏
木
久
始
先
生
よ
り

「
小
規
模
校
に
お
け
る
教
育
の

あ
り
方
を
考
え
る
」
と
題
し
、

信
濃
町
に
お
け
る
小
中
一
貫
教

育
へ
の
取
り
組
み
、
小
規
模
校

の
否
定
的
な
慣
習
や
思
い
込
み

か
ら
の
脱
却
、
地
域
と
子
ど
も

達
と
の
つ
な
が
り
な
ど
、
小
規

模
校
だ
か
ら
実
践
で
き
る
こ
と

に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
各
講
座
と
も
講
師
の
都
合
に

よ
り
、
開
催
日
や
時
間
は
異
な

り
ま
し
た
が
、
各
講
座
と
も
大

勢
の
皆
さ
ん
に
参
加
を
い
た
だ

き
、
熱
心
に
ご
聴
講
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
後
も
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

意
見
な
ど
を
基
に
講
座
を
開
催

し
、
村
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

な
っ
て
、
天
龍
村
に
ふ
さ
わ
し

い
魅
力
あ
る
教
育
を
確
立
す
る

と
と
も
に
、
少
子
高
齢
化
時
代

に
お
け
る
先
駆
的
な
教
育
と
し

て
村
外
に
発
信
し
、
山
村
留
学

を
含
め
、
教
育
の
面
か
ら
一
人

で
も
多
く
の
村
民
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（19）広 報　天　　龍 2019年４月24日 広 報　天　　龍（10）2019年４月24日

提言ボックスは役場、龍泉閣、なんでも館、おきよめの湯に設置されています。
　毎月多くのご提言をいただき、ありがとうございます。みなさんから頂戴した意見は、村の会議で検討させていただき、住所・氏名の記名があるものは
すべて文章で回答を差し上げております。その際の個人情報はご意見に対する回答以外に使用されることはありませんので、ご意見をお寄せいただく際は
記名にて投稿くださいますようお願いします。

（平成30年度受付分抜粋）

　
４
月
１
日

か
ら
野
竹
三

大
さ
ん
に
替

わ
り
、
新
た

に
板
倉
恒
夫
さ
ん
（
岡
本
区
）

が
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
総

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
板
倉
恒
夫
さ
ん
は
、
前
教
育

長
と
し
て
、
長
年
、
教
育
や
行

政
に
携
わ
っ
た
経
験
を
お
持
ち

で
あ
り
、
様
々
な
相
談
に
応
じ

て
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
の
度
、
退
任
さ
れ

ま
し
た
野
竹
三
大
さ
ん
は
、
平

成
21
年
か
ら
５
期
10
年
の
長
き

に
わ
た
り
、
多
く
の
方
の
相
談

に
対
し
、
適
切
な
指
導
と
助
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
年
の

ご
尽
力
に
対
し
ま
し
て
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　「
行
政
相
談
」
と
は
、
皆
さ

ん
か
ら
、
国
の
役
所
な
ど
が
行

っ
て
い
る
仕
事
に
関
す
る
苦
情

や
意
見
・
要
望
を
お
聴
き
し
て
、

そ
の
解
決
や
実
現
を
図
る
も
の

で
、
こ
の
身
近
な
窓
口
が
行
政

相
談
委
員
で
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
に

岡
本
区 

板
倉
恒
夫
さ
ん

　
講
座
は
3
回
に
分
け
、
各
分

野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
大
学
教

授
等
を
お
招
き
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
経
験
や
知
見
に
よ
る
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
1
回
目
は
、
2
月
7
日
㈭

に
、
N
P
O
法
人
な
み
あ
い
育

遊
会
浪
合
通
年
合
宿
セ
ン
タ
ー

所
長
の
吉
田
哲
也
先
生
よ
り

「
阿
智
村
浪
合
に
お
け
る
山
村

留
学
」
と
題
し
、
山
村
留
学
生

を
全
寮
制
で
受
け
入
れ
て
い
る

子
ど
も
達
の
様
子
や
活
動
内
容
、

地
域
や
保
護
者
と
の
関
わ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
、
実
体
験
を
交

え
た
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
2
回
目
は
2
月
24
日
㈰
に
、

法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

学
部
教
授
の
児
美
川
孝
一
郎
先

生
よ
り
「
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ

と
光
る
学
校
と
教
育
―
小
規
模

校
の
魅
力
を
考
え
る
―
」
と
題

し
、
現
在
の
学
校
教
育
に
重
要

な
こ
と
は
、
学
校
教
育
が
直
面

す
る
課
題
に
応
え
る
こ
と
の
で

き
る
教
育
を
つ
く
り
あ
げ
て
い

く
こ
と
、
小
規
模
校
が
絶
対
的

に
不
利
な
条
件
で
は
な
い
こ
と
、

小
規
模
校
の
良
さ
を
活
か
し
た

教
育
の
実
現
に
向
け
て
工
夫
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
の
こ
と

　
村
で
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ

る
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
、
定
住
人
口
を
確
保

す
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
し

て
、
平
成
29
年
度
に
「
天
龍
村

山
村
留
学
制
度
検
討
委
員
会
」

に
て
模
索
さ
れ
、
平
成
30
年
3

月
26
日
に
村
長
に
対
し
答
申
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　「
天
龍
村
教
育
講
座
」
は
、

答
申
に
あ
り
ま
し
た
、
魅
力
あ

る
学
校
ま
た
は
魅
力
あ
る
教
育

づ
く
り
を
追
究
す
る
た
め
、
天

龍
村
総
合
教
育
会
議
が
主
催
と

な
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。

天
龍
村
教
育
講
座
を
開
催
し
ま
し
た

　
こ
の
３
月
か
ら
、
英

語
授
業
の
指
導
助
手
と

し
て
、
マ
ク
シ
ン
・
ブ

ロ
デ
ィ
さ
ん
（
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
出
身
）
が
天

龍
村
に
や
っ
て
き
ま
し

た
。
通
称
…
マ
ッ
ク
ス

先
生
と
お
呼
び
く
だ
さ

い
。
村
内
行
事
に
も
積

極
的
に
参
加
し
た
い
と

張
り
切
っ
て
い
る
、
明

る
い
先
生
で
す
。

　
マ
ッ
ク
ス
先
生
は
村

内
に
居
住
し
、
天
龍
小

中
学
校
と
保
育
所
で
も

活
躍
さ
れ
ま
す
。（
売

木
小
中
学
校
と
兼
務
）

よ
ろ
し
く

　

マ
ッ
ク
ス
先
生

佐々木裕子

天
龍
村

 
集
落
支
援
員

　
　

  

御
挨
拶

設置
場所 提言の内容 回答・対応など

お
き
よ
め
の
湯

食堂が早くしめすぎです。５時のゴールデンタ
イムでしまっていました。遠い所から来たのに
温泉があいている間は食堂もあけた方がいいと
思いますよ

温泉が営業中は食堂も営業するよう要望し
てまいります。

今日、桜丼を食べました。もし馬肉と信州サー
モンの半分半分丼があれば面白いと思います。
ぜひメニューに入れてください!!お願いします。
ちなみにママはサーモン丼を食べました。両方
ともたくさん具が乗っていてうれしかったで
す。サーモン丼のしょう油はわさびが良いです

ご利用ありがとうございます。今後、ご意
見を参考にさせていただきます。

おきよめの湯の泉質は非常に良いと思う。内湯
のガラス越しの日射しが強いのでブラインド又
はスダレ等が設置されれば良いと感じました。
廊下に飾ってある花ダンゴぼんぼりの見事な出
来栄えに感心しました。

ご来場に感謝します。ご利用しやすい環境
となるよう、施設管理に努めさせていただ
きます。

龍
泉
閣

水窪（実家）から平岡まで飯田線で初めて「龍
泉閣」にお風呂に入りにきました。お風呂の時
間がくるまで時間があり、子供連れで待ってい
る間、近くを散策したりロビーでくつろいでい
ました。子供が遊べる公園・遊具などあるとう
れしいです。

龍泉閣をご利用いただき、ありがとうござ
います。今後、ご意見を参考にさせていた
だきます。

もう幾回も来ています。短歌会の５～６名と。
飯田線の旅は高齢者にとって気の休まる場所と
ふんいきで又来たいと思います。みどりの季、
桜の季、紅葉のとき。平岡駅にたづさわる皆さ
んも親切です。思い出をさがしに又来ます。あ
りがとうございました。
最高齢者　93歳

何回も来て頂いてありがとうございます。
今後も職員一同親切・丁寧な接客に努めま
すのでまたのご来館を楽しみにしておりま
す。

第１回　吉田哲也先生

第３回　伏木久始先生

第２回　児美川孝一郎先生



（９）広 報　天　　龍 2019年４月24日 広 報　天　　龍（20）2019年４月24日

国民健康保険にご加入の皆さんへ
人間ドック補助制度をご利用ください
今年度も生活習慣病などの早期発見、早期治療を目的とし、加入者の健康保持
増進を図るため、人間ドック費用の一部の補助を行います。
国保加入者の方は、ぜひご利用ください！

対象者

補助金額

補助を受けられる条件

申請に必要なもの

補助の流れ

注意事項

　　　　　・40歳以上74歳以下の天龍村国民健康保険に加入している方

　　　　　・人間ドック受診　　　　阿南病院　　　　20,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　その他医療機関　13,000円
　　　　　・脳ドック受診　　　　　16,000円（単独で受診）
　　　　　　　　　　　　　　　　　8,000円（人間ドックオプション時）

　
・人間ドック等受診後に健診結果を村へ提出した方。
・年度内（４月から翌年３月）に補助を受けていないこと。
　（補助は年度内で、人間ドック、脳ドック１回ずつとなります）
・年度内に村の集団特定健診や個別特定健診を受診していない方。
・申請日において、天龍村国保税を滞納していない世帯に属する方。

①個人で医療機関に予約をする。
②人間ドック等を受診する。
③健診結果が届いたら、役場窓口にて健診結果と領収書を添えて補助金の申請手続き及び保健師によ
る面談を行う（なるべく本人がお越し下さい）。
④後日、補助金の振込を行います。

　
・申請書（役場、南支所にあります）　・領収書（原本）
・人間ドック健診結果（コピー）　・振込先が分かるもの　・印鑑

　
・７月以降に人間ドックを受診される方は、６月に送付予定の特定健診の受診券を持参して人間ドッ
クを受診してください。
　４月～６月に人間ドックを受診される方は、７月に行う集団特定健診を受診する必要はありません。
・その他不明な点はお問い合わせください。

～お問い合わせ先～
住民課　健康支援係
　　　  ☎32-1021

一般会計等の財務諸表

経常費用 ……………………………………………22億328万円

①業務費用（人件費、物件費など） …………16億7,793万円

①移転費用（社会保障給付など） …………… 5億2,535万円

●経常収益 ……………………………………………7,901万円

①使用料など …………………………………………3,600万円

①その他 ………………………………………………4,301万円

●純行政コスト ………………………………△21億2,427万円

（村税などの一般財源）

前年度末純資産残高

本年度純資産変動額

　【内訳】

　①　純行政コスト

　②　財源（村税、補助金など）

　③　無償所管換等

本年度末純資産残高

170億5,959万円

△4億2,467万円

△21億2,427万円

17億1,869万円

△1,909万円

166億3,492万円

○これまでに形成された資産 …………………………………192億6,826万円
○将来世代が負担する債務 …………………………………… 26億3,334万円
○過去及び現世代の負担済み額 ………………………………166億3,492万円
○行政サービスにかかったコスト …………………………… 21億2,427万円
○次年度への繰越金 ………………………………………………… 5,859万円

●資金収支計算書
１年間の資金の増減を性質別に表しています。
資金は、１年間で79万円増加し、期末残高が
5,859万円になりました。業務活動収支の黒字
でその他収支の赤字を賄っています。 

●貸借対照表
保有している資産と債務を対照表示した一覧表
です。
村では192億6,826万円の資産を形成してきまし
た。
そのうち、純資産である166億3,492万円は過去
および現世代の負担で既に支払いが済んでおり、
負債である26億3,334万円は将来の世代が負担
していくことになります。

●行政コスト計算書
１年間の行政サービスにかかったコストと財源
を表しています。
平成29年度の経常費用は22億328万円です。
経常費用から使用料や負担金などの経常収益
７,901万円を差し引いた純行政コストは
21億２,427万円となっています。

●純資産変動計算書
貸借対照表の純資産の１年間の変動額を表して
います。
純資産は、１年間で4億2,467万円減少し、期末残
高が166億3,492万円になりました。
村税などの経常的な一般財源が純行政コストを
下回っているため純資産が減少（将来世代の負
担が増加）しました。

資産　192億6,826万円

【これまでに形成された資産】

①固定資産（学校、道路など）

 …175億4,931万円

②流動資産（基金、現金など）

 …17億1,895万円

（うち現金預金） 5,859万円

負債　26億3,334万円

【将来世代の負担】

①固定負債 23億1,671万円

②流動負債 3億1,663万円

純資産　166億3,492万円

【過去および現世代の負担】

当期収支

　【内訳】

　　①　業務活動収支

　　②　投資活動収支

　　③　財務活動収支

前年度末資金残高

本年度末歳計外現金残高

本年度末現金預金残高

79万円

3億8,062万円

△3億3,552万円

△4,431万円

5,177万円

603万円

5,859万円

平成29年４月１日～平成30年３月31日

平成30年3月31日現在

詳しくは、総務課企画財政係　☎32－2001へお問い合わせください。
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年齢

対象者

受診に
必要な
もの　

日時
場所

費用（個　人
負担金）

実施者
（お問い合
わせ先　）

婦人科検診

子宮頸がん：20歳以上
乳がん（エコー）：30歳～39歳及び
　　　　　　　　40歳～69歳の奇数歳
 　 　〃 　　 （マンモ）：40歳～70歳の偶数歳

受診希望者には、後日連絡致します

阿南病院

問診
子宮頸がん：細胞診
乳がん：超音波検査（エコー）、
　　　　マンモグラフィー
子宮頸がん　1,700円
乳がん（エコー）1,900円
乳がん（マンモグラフィー）3,300円

大腸がん

40歳以上

10月28日㈪
　　29日㈫
　　30日㈬
老人福祉センター
おきよめの湯

問診
便潜血検査
（２日法）

500円

特定保健指導75歳以上の方

後期高齢者医療保険加入者

①長野県後期高齢者医療被
保険者証

②受診券（６月中に送付予定）

7/1㈪午後 老人福祉センター

7/2㈫午前 老人福祉センター

7/2㈫午後 おきよめの湯

1,000円

天龍村役場住民課 ☎32-1021

勤務先等の医療
保険加入者及び
その扶養者

胃がん

40歳以上

10月29日㈫
　　30日㈬

老人福祉センター
おきよめの湯

問診
胃部X線撮影
（バリウム）

1,500円

肺がん

40歳以上

９月30日㈪
10月１日㈫

各地区を巡回しま
す

問診
胸部X線撮影

500円

検診
項目

対象者

実施日

受診
場所

検査
項目

受診料
（個　人
負担金）

お問い合わせ先：天龍村役場住民課　☎32-1021
※詳しくは、４月下旬にお配りします「がん検診希望調査」をご覧いただき、申し込みください。

がん検診等一覧表がん検診等一覧表

1年に1度は、特定健診を受けましょう!1年に1度は、特定健診を受けましょう!

※人間ドックを受診予定の方は、村の集団特定健診は受診しないでください。
※75歳以上の方で定期的に病院を受診している方は、特定健診を受診する必要はありません。

当該年度40～74歳の方（75歳の誕生日前日まで）

天龍村国保加入者の方

（人間ドックとの重複受診はで
きません）

①天龍村国民健康保険被保
険者証

②受診券（６月中に送付予定）

7/1㈪午後 老人福祉センター

7/2㈫午前 老人福祉センター

7/2㈫午後 おきよめの湯

2,000円

天龍村役場住民課 ☎32-1021

健診の結果、メ
タボリックシンド
ロームのリスク
に応じて、医師・
保健師などの専
門家から生活習
慣改善のサポー
トを６ヶ月間受け
られます。

健診のあとは、特
定保健指導を受
けましょう！

高血圧症、脂質異常症、糖尿病などの生活習慣病のほとんどは自覚症状がないため、健診で早期発見しましょう。
また、内臓脂肪が過剰に蓄積した状態であるメタボリックシンドロームは、生活習慣病の原因と言われており、特定検診は
このメタボリックシンドロームに着目した内容になっています。ぜひ受診しましょう！

加入している各
医療保険者にお
問い合わせくだ
さい。

　地方公共団体の会計制度は１年間の現金の出入りを単純・明確に表現するために優れた会計です。しかし
資産や将来の負担などについての全体像は把握できません。そのため公会計制度では、現金の収支だけにと
らわれない発生主義の考え方に基づき、資産や負債の状況を示し、あわせて関係する団体との連結を行なう
ことで、地方公共団体の決算を新しい角度から情報開示します。
　財務諸表は、貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書の４表により構成されます。
　天龍村では従来、「総務省方式改訂モデル」により作成してきましたが、平成28年度決算より国から示され
た「統一的な基準」により作成しました。これにより、自治体同士を比較することが可能となりました。
 なお、財務書類は一般会計、全体会計（一般会計＋特別会計（国保、水道、下水道、介護、後期高齢者））、連結（全
体会計＋第3セクター、広域連合、一部事務組合）の3種類を作成しています。

この疑問は、この「財務諸表」を見れば分かります

連結の財務諸表

次世代に引き継ぐ資産は？
次世代が負担する借金残高は？
次世代に引き継ぐ資産は？
次世代が負担する借金残高は？ 貸借対照表貸借対照表

経常的な行政サービスにかかったコストは？
受益者負担でどれほどコストが賄われたか？
経常的な行政サービスにかかったコストは？
受益者負担でどれほどコストが賄われたか？ 行政コスト計算書行政コスト計算書

経常的な行政活動や公共施設整備の財源は？
年間での資金の変動は？
経常的な行政活動や公共施設整備の財源は？
年間での資金の変動は？ 資金収支計算書資金収支計算書

資産がどのように変動したか？
資産はどのような財源で形成されたか？
資産がどのように変動したか？
資産はどのような財源で形成されたか？ 純資産変動計算書純資産変動計算書

統一的な基準による平成29年度天龍村の財務書類を公表します

連　　結
㈲龍泉閣
㈲天龍農林業公社
（福）天龍村社会福祉協議会
天龍村観光協会
下伊那南部総合事務組合
下伊那土木技術センター組合
下伊那自治センター組合

下伊那郡町村総合事務組合
長野県市町村自治振興組合
長野県市町村総合事務組合
長野県地方税滞納整理機構
南信地域町村交通災害共済事務組合
南信州広域連合
長野県後期高齢者医療広域連合

天龍村全体

国民健康保険特別会計
村営水道特別会計
村営下水道事業特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療保険特別会計

一
般
会
計

●連結範囲

●連結貸借対照表
　保有している資産と債務を対照表示した一覧表です。これまでに217億7,985万円の資産を形成してきました。
　そのうち、純資産である183億8,582万円は過去および現世代の負担で既に支払いが済んでおり、負債であ
る33億9,403万円は将来の世代が負担していくことになります。

平成30年3月31日現在

資産　217億7,985万円
【これまでに形成された資産】

①固定資産（学校、道路など）
 …197億8,420万円
②流動資産（基金、現金など）
 …19億9,565万円
（うち現金預金） 1億8,230万円

負債　33億9,403万円
【将来世代の負担】

①固定負債（地方債など） 29億7,620万円
②流動負債 4億1,783万円

純資産　183億8,582万円
【過去および現世代の負担】
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４
月
７
日
㈰
に
行
わ
れ
た
、

長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
当
日
の
有
権
者
数

男
　
　
　
　
　
５
５
７
人

女
　
　
　
　
　
６
２
０
人

計
　
　
　
　
１
１
７
７
人

○
投
票
者
数

男
　
　
　
　
　
３
５
３
人

女
　
　
　
　
　
３
９
０
人

計
　
　
　
　
　
７
４
３
人

○
投
票
率

男
　
　
　
　
　
63
・
38
％

女
　
　
　
　
　
62
・
90
％

計
　
　
　
　
　
63
・
13
％

○
有
効
投
票
数
　
７
２
９
票

○
無
効
投
票
数
　
　
1
4
票

○
開
票
結
果
（
届
出
順
）

古
田
ふ
じ
　
　
　
8
6
票

水
野
ち
か
あ
き
　
5
3
票

熊
谷
も
と
ひ
ろ
　
3
7
票

吉
川
し
ょ
う
い
ち
6
9
票

小
池
　
清
　
　
２
０
０
票

川
上
の
ぶ
ひ
こ
１
９
４
票

小
島
康
晴
　
　
　
4
9
票

早
川
大
地
　
　
　
4
1
票

ニ
セ
ン
ジ
自
然
公
園

 

パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト

  

ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

和
知
野
川
キ
ャ
ン
プ
場

オ
ー
プ
ン

大
河
内
森
林
公
園

キ
ャ
ン
プ
場
オ
ー
プ
ン

図
書
館
新
着
本
紹
介

図
書
館
新
着
本
紹
介

◇
子
ど
も
向
け

・
そ
れ
し
か
な
い
わ
け
な
い
で
し
ょ

う
◇
一
般
向
け

・
ニ
ム
ロ
ッ
ド

・
１
Ｒ
１
分
34
秒

・
宝
島
　H

ER
O
'S ISL

A
N
D

・
世
界
一
や
さ
し
い
問
題
解
決
の
授

業
・
ワ
ク
ワ
ク
！
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
路
線 

北
陸
･
信
越
･
中
部
編

・「
腸
の
力
」
で
あ
な
た
は
変
わ
る

・
星
夜
航
行
　
上
巻
・
下
巻

　
な
お
、
図
書
館
で
は
読
ん
で
み
た

い
本
、
観
て
み
た
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の

リ
ク
エ
ス
ト
を
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
付
け

く
だ
さ
い
。

◇
天
龍
村
図
書
館
☎
32
‐
３
２
０
６

　
４
月
１
日
㈪
か
ら
和
知
野
川
キ
ャ

ン
プ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
ロ
グ
ハ
ウ
ス
は
平
日
・
日
曜
日
・

祝
日
は
１
棟
１
泊
５
千
円
、
土
曜
日

と
祝
日
の
前
日
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
・
お
盆
の
期
間
中
は
１
棟
１
泊

８
千
円
で
す
。

　
フ
リ
ー
サ
イ
ト
の
利
用
料
金
は
、

テ
ン
ト
１
張
（
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー

１
台
）
１
泊
に
つ
き
千
円
で
す
。（
予

約
、
お
問
合
せ
先
／
地
域
振
興
課
商

工
観
光
係
　
☎
32
‒１
０
２
３
）

　
４
月
１
日
㈪
か
ら
営
業
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
早
木
戸
川
の
清
流
を
眺
め
な
が
ら
、

ご
家
族
、
お
友
達
と
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
１
プ
レ
イ
大
人
５
０
０
円
、
小
人

２
０
０
円
（
中
学
生
以
下
）、
1
2

枚
綴
り
回
数
券
５
千
円
。
定
休
日
／

毎
週
火
曜
日
　
☎
32
‒２
２
６
８（
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
管
理
棟
）

　
４
月
20
日
㈯
か
ら
大
河
内
森
林
公

園
キ
ャ
ン
プ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。

　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
は
１
区
画
１

泊
２
千
円
で
す
。

　
フ
リ
ー
の
テ
ン
ト
広
場
は
予
約
不

要
で
テ
ン
ト
１
張
（
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
１
台
）
１
泊
千
円
で
す
。

　
静
か
な
場
所
で
思
い
思
い
の
ア
ウ

ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
是
非
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。（
予
約
、
お
問
合
せ
先
／

地
域
振
興
課
商
工
観
光
係
　
☎
32
‒

１
０
２
３
）

３月から４月にかけては就職や退職、転入・転出など異動が多くなる時期です。
新たに国保に加入するときや、国保から他の健康保険に変わるときには届出が必要です。
国民健康保険と他の健康保険（社保など）の加入者に異動があった場合は、自動的に資格変更の手
続きが出来ませんので、必ず本人、又は家族の方の届出が必要です。
国保に加入・脱退の手続きはお早めにお願いします。

異動があった時はお早めに！国保への加入・脱退手続きを

★国保への加入の届出・脱退の手続きが遅れると、保険税を二重に納めることになったり医師の診療を受けるときに
トラブルの原因になったりしますので、異動があった場合はお早めに手続きをお願いします。

【問い合わせ先　住民課健康支援係　☎32-1021】

届出に必要なもの

他市町村の転出証明書、印鑑

職場の健康保険を脱退した証明書・印鑑、年金手帳

被扶養者ではないという証明書、印鑑、年金手帳

保険証、母子健康手帳、印鑑

保険証、印鑑

国保と社保の両方の保険証、印鑑

（社保の保険証未交付の場合は加入証明書）

保険証、印鑑、年金手帳

こんなときには届出が必要です

他の市町村から転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき

国保加入世帯で子供が生まれたとき

他の市町村に転出するとき

職場の健康保険に加入したとき

職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき

国
保
に
加
入
す
る
と
き

国
保
を
脱
退
す
る
と
き

村長より伝達された遠山全志氏

開票作業の様子

　
昨
年
11
月
９
日
㈮
に
88
歳
を

む
か
え
ら
れ
た
、
余
野
区
の
遠

山
全
志
氏
に
、
旭
日
単
光
章
が

授
与
さ
れ
、
１
月
28
日
㈪
に
天

龍
村
長
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
遠
山
氏
は
、
平
成
５
年
５
月

か
ら
平
成
17
年
４
月
ま
で
天
龍

村
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
、
在

職
中
の
平
成
11
年
５
月
か
ら
平

成
13
年
４
月
ま
で
の
２
年
間
は
、

副
議
長
を
歴
任
す
る
な
ど
、
３

期
12
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
地

方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受

章
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
電
源
立
地
地
域

対
策
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、

昨
年
度
は
４
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。
　
　

　
こ
の
交
付
金
は
ダ
ム
な
ど
の

発
電
施
設
の
あ
る
市
町
村
へ
交

付
さ
れ
、
天
龍
村
に
は
約
３
千

万
円
程
度
が
毎
年
交
付
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
は
村
道
天
竜
川
線
の

法
面
防
災
工
事
、
村
道
浪
合
線

の
舗
装
工
事
、
軽
可
搬
消
防
ポ

ン
プ
整
備
事
業
に
加
え
、
保
育

所
運
営
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

①
村
道
天
竜
川
線

　
　法
面
防
災
工
事

　
平
成
29
年
度
に
引
き
続
き
、

落
石
の
多
い
箇
所
へ
吹
付
工
事

を
実
施
し
ま
し
た
。
鶯
巣
宇
連

地
区
へ
の
唯
一
の
路
線
と
し
て

安
全
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

②
村
道
浪
合
線

　
　
　舗
装
工
事

　
老
朽
化
し
た
道
路
の
舗
装
打

替
工
事
に
よ
り
、
村
の
指
定
文

化
財
で
あ
る
お
万
様
の
墓
や
農

牧
地
へ
の
安
全
な
通
行
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

③
軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ

　
　
　
　
　
　整
備
事
業

　
購
入
し
て
か
ら
20
年
以
上
が

経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
い

た
、
大
河
内
地
区
に
設
置
し
て

あ
る
軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
を
整

備
し
ま
し
た
。
新
し
い
軽
可
搬

ポ
ン
プ
一
式
を
整
備
し
た
こ
と

に
よ
り
地
元
住
民
の
安
心
・
安

全
の
確
保
に
繋
が
り
ま
し
た
。

④
保
育
所
運
営
事
業

　保
育
所
職
員
の
人
件
費

　
本
交
付
金
の
活
用
に
よ
り
、

保
育
士
４
名
の
人
件
費
（
６
ヶ

月
分
）を
確
保
で
き
た
こ
と
で
、

地
域
格
差
の
な
い
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
、
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て

地
域
で
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
事
業
概
要

軽可搬消防ポンプ整備事業

村道天竜川線法面防災工事

村道浪合線舗装工事

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業

遠
山
全
志
氏
に
叙
位

長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
結
果
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ＣＡＴＶ整備

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

※H29年度までは実績、H30は決算見込み、H31は当初予算で算出。

（単位：万円）

（単位：万円）

年度末残高

借入額

公債費

年度
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

当初予算額
287,600 
268,200 
251,000 
260,800 
222,000 
209,600 
192,600 
187,500 
178,700 
179,000 
179,000 
176,000 
204,000 
170,000 
197,400 
173,600 
160,000 
166,000 
173,000 
230,000 

年度

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

公債費

61,204 

63,028 

61,932 

64,358 

68,411 

76,710 

78,178 

84,989 

74,594 

72,273 

56,233 

54,965 

47,384

35,791

30,251

27,538

22,213 

29,101 

31,525 

30,631 

借入額

75,120 

74,240 

69,010 

79,890 

36,730 

29,140 

22,360 

15,762 

15,288 

16,507 

25,474 

20,963 

51,309

20,554

40,059

64,471

24,114 

23,869 

30,307 

65,070 

年度末残高

434,730 

456,474 

473,469 

497,713 

474,183 

438,963 

389,540 

325,731 

270,884 

218,675 

190,713 

158,994 

164,656 

150,900 

161,925 

199,962 

202,822 

198,391 

204,901 

239,905 

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

直
近
20
年
の
当
初
予
算
額
推
移

直近２０年間の村債借入額等推移

総
合
交
流
促
進
施
設
整
備

役場耐震補強

天龍保育所整備

温泉大規模改修

防災行政無線
同報系デジタル化工事

　
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
心
身
共
に
健
康

な
一
年
に
し
た
い
で
す
ね
。
当
村
で
は
、
今
年

度
も
健
診
・
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ

ん
は
毎
年
健
診
・
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
ま
す

か
？

①
　
今
元
気
だ
か
ら
受
け
な
く
て
も
い
い
。

②
　
忙
し
い
か
ら
後
回
し
。

③
　
節
約
し
て
い
る
か
ら
い
い
。

な
ど
の
理
由
で
、
受
け
て
な
い
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
か
ら
だ
に
変
化
が
無
い

と
、
つ
い
後
回
し
に
し
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

で
も
、
症
状
が
出
た
時
に
は
、
か
な
り
重
症
化

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

①
　
よ
り
早
く
変
化
に
気
づ
け
る
。

『
健（
検
）診
は
自
身
の

　か
ら
だ
を
知
る
い
い
機
会
』

『
健（
検
）診
は
自
身
の

　か
ら
だ
を
知
る
い
い
機
会
』

『
健（
検
）診
は
自
身
の

　か
ら
だ
を
知
る
い
い
機
会
』

②
　
異
常
が
進
む
前
に
改
善
で
き
る
。

③
　
元
気
で
い
れ
ば
医
療
費
の
節
約
に
な
る
。

な
ど
が
見
込
め
ま
す
。

　
健
（
検
）
診
を
受
け
る
こ
と
で
、
自
身
の
か

ら
だ
の
変
化
を
知
り
、
生
活
習
慣
に
気
を
付
け

る
と
、
未
然
に
病
気
の
予
防
が
で
き
、
病
気
の

悪
化
を
防
ぎ
、
医
療
費
の
節
約
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
経
済
的
、
健
康
的
に
余
裕
の
あ
る
人
生

を
送
る
た
め
に
、
是
非
健
（
検
）
診
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　
場
所
、
時
間
、
費
用
等
は
21
ペ
ー
ジ
を
参
照

い
た
だ
き
、
健
診
・
が
ん
検
診
を
受
け
た
い
と

希
望
さ
れ
る
方
は
、「
検
診
調
査
票
」
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
職
場
、
個
人
で
受
け
ら
れ
る
方
も
確

実
に
受
け
て
い
た
だ
き
、
自
身
の
か
ら
だ
の
こ

と
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

い
ま
何
と
も
な
い
か
ら
問
題
な
し
？

受
け
る
と
こ
ん
な
利
点
が
あ
り
ま
す

健
診・が
ん
検
診
詳
細

保
健
師
だ
よ
り

　
風
し
ん
抗
体
保
有
率
の
低
い

世
代
と
い
わ
れ
る
、
昭
和
37
年

４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性
を

対
象
に
、
抗
体
検
査
を
実
施
し

ま
す
。

　
ま
た
、
抗
体
検
査
を
受
け
た

結
果
、
抗
体
保
有
率
が
低
い
こ

と
が
判
明
し
た
場
合
に
は
予
防

接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
な
お
、
平
成
26
年
４
月
以
降

に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
「
十
分
な
抗
体
が
あ

る
」
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
方

は
、
今
回
改
め
て
風
し
ん
の
抗

体
検
査
を
行
う
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

 

平
成
31
年
〜令

和
４
年
３
月
31
日

⑴
　
受
診
日
に
天
龍
村
に
住
所

の
あ
る
方

⑵
　
昭
和
47
年
４
月
２
日
〜
昭

和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

男
性

⑶
　
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
持
ち
の

方　
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
の
混

雑
を
避
け
る
た
め
、
本
年
度
は

⑵
に
当
て
は
ま
る
方
を
対
象
と

し
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
ク
ー
ポ
ン
券
に
つ
い

て
は
、
通
知
と
と
も
に
５
月
下

旬
以
降
に
対
象
者
の
方
に
郵
送

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
抗
体
検
査
　
無
料

・
予
防
接
種
　
無
料

（
抗
体
が
低
い
方
の
み
）

　
全
国
集
合
契
約
の
委
託
医
療

機
関
　

　
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
予
約

制
の
必
要
の
あ
る
機
関
、
委
託

医
療
機
関
以
外
の
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
医
療
機
関

へ
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。 

実
　
施
　
期
　
間

費
　
　
　
用

実
施
医
療
機
関

対
　
象
　
者

風
し
ん
抗
体
検
査・予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て
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前年差

1,815万円

9,344万円

220万円

1,910万円

3億1,734万円

158万円

前年差

3,674万円

1,360万円

1,727万円

△2,280万円

3億7,742万円

1,825万円

1,452万円

予算額

3億5,242万円

3億8,656万円

1億815万円

2億697万円

7億730万円

1億868万円

予算額

3億382万円

3億2,555万円

1億8,651万円

3億1,153万円

4億3,951万円

1億4,046万円

3億631万円

歳出項目

人件費

物件費

扶助費

補助費等

普通建設事業費

繰出金

歳出項目

総務費

民生費

農林水産業費

土木費

消防費

教育費

公債費

前年比

105.4%

131.9%

102.1%

110.2%

181.4%

101.5%

前年比

113.8%

104.4%

110.2%

93.2%

707.9%

114.9%

105.0%

歳　　出

【性質別経費】　　※性質別経費とは、村の経費をその経済的性質を基準として主に以下にある分類にわけたものです。

【目的別経費】　　※目的別経費とは、経費を行政目的毎に分類したものです。

（単位：万円）

おもな歳出の手当、費用の説明

委員報酬・議会議員・特別職・一般職員の給与・手当です。

臨時職員の賃金、消耗品や燃料、電話料、郵便料、備品購
入費、各種委託料などです。
法に基づき、児童、生徒、障がい者、高齢者に対して支払わ
れる医療費給付などです。
建物や自動車の保険料、広域連合など他団体に対する負
担金や補助金・交付金です。
道路改良やその他の工事費、国、県の建設事業に対する
負担金です。
一般会計から国保や水道・下水、介護保険などの特別会
計へ支出されるものです。

おもな歳出の手当、費用の説明

おもに村の基本的な行財税政の運営のための経費です。人事院勧
告による一般職及び特別職の人件費の増が主な増加要因です。
福祉など住民生活のための経費です。養護・特養天龍荘
改修等事業の増が主な増加要因です。
農林業に関する経費です。橋梁点検委託料の増が主な
増加要因です。
村道整備や住宅などに関する経費です。トンネル修繕工
事の減が主な減少要因です。
消防や火災予防などの災害対策のための経費です。防災行
政無線同報系デジタル化工事の増が主な増加要因です。
小・中学校や社会教育などに関する経費です。学校施設
長寿命化計画作成業務委託料の増が主な増加要因です。
国などから借り入れた村債の返済金です。今年度も将
来の負担を軽減するため、繰上償還を行います。

目　的　別
（単位：万円）

性　質　別

義務的
経　費
76,688
33.4%

投資的経費
79,225　34.5%

その他
経　費
74,087
32.1%

人件費
35,242
15.3%

総務費
30,382
13.2%

公債費
30,631
13.3%

災害復旧費
8,495　3.7%

民生費
32,555
14.2%

予備費
300　0.1%

衛生費
6,623　2.9%

労働費
7　0.0%

商工費
9,599　4.2%

土木費
31,153
13.5%

消防費
43,951
19.1%

教育費
14,046
6.1%

農林水産業費
18,651　8.1%

扶助費
10,815
4.7%

普通建設事業費
70,730　30.8%

公債費
30,631
13.3%

物件費
38,656
16.8%

補助費等
20,697
9.0%

繰出金
10,868
4.7%

維持補修費
2,485
1.1%

積立金
1,081　0.5% 予備費

300　0.1%
議会費
3,607　1.6%

災害復旧費
8,495
3.7%

銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
で

　
　
木
工
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た

銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
で

　
　
木
工
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た

行政懇談会で挨拶する永嶺村長

　
４
月
９
日
㈫
に
な
ん
で
も
館

で
『
桜
の
花
で
お
し
ば
な
＆
栞

を
作
ろ
う
！
』
を
開
催
し
ま
し

た
。

　『
図
書
館
に
お
い
な
ん
よ
♪

♪
』
は
初
開
催
で
、
多
く
の
方

が
図
書
館
に
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
企
画
を
行
い
た
い
、
と
の
思

い
か
ら
始
め
ま
し
た
。
初
回
の

参
加
者
は
７
名
で
、
春
に
ち
な

ん
だ
花
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま

し
た
。
桜
の
他
に
も
数
種
類
の

草
花
を
使
い
、
み
ん
な
で
話
し

合
い
な
が
ら
楽
し
ん
で
、
各
々

の
作
品
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
も
２
〜
３
カ
月
に

一
回
程
度
で
開
催
す
る
予
定
で

す
。
回
覧
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
開
催
の
折
は
ぜ
ひ

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
、
中

部
電
力
㈱
と
村
議
会
議
員
、
村

職
員
と
の
行
政
懇
談
会
が
、
去

る
２
月
12
日
㈫
に
役
場
に
お
い

て
開
催
さ
れ
、
中
部
電
力
㈱
職

員
12
名
と
、
村
議
会
議
員
８
名

及
び
村
長
ほ
か
村
職
員
９
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
中
部
電
力
㈱

よ
り
新
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
、

説
明
を
受
け
た
後
、
情
報
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
開
催
さ
れ
た
懇
親
会

で
は
、
益
々
、
中
部
電
力
㈱
と

村
が
、
地
域
発
展
の
た
め
に
相

互
で
協
力
し
あ
う
こ
と
を
再
確

認
し
、
親
睦
を
は
か
り
ま
し
た
。

図
書
館
に
お
い
な
ん
よ
♪
♪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催

中
部
電
力
㈱
と
村
議
会
議
員
・

　
　
　村
職
員
と
の
行
政
懇
談
会

議
会
活
動

報

　
　告

　
平
成
31
年
２
月
16
日
㈯
銀
座

N
A
G
A
N
O
で
、
東
京
２
０

２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で
建
築
さ

れ
る
選
手
村
ビ

レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ

に
木
材
を
提
供

す
る
根
羽
村
、

天
龍
村
、
川
上

村
が
３
村
の
魅

力
と
森
林
認
証

材
を
、
木
工
体

験
を
通
じ
て

P
R
を
し
て
き

ま
し
た
。
根
羽

村
は
ス
ギ
の
本

箱
づ
く
り
、
川

上
村
は
カ
ラ
マ

ツ
の
小
椅
子
づ

く
り
、
天
龍
村
は
中
学
生
が
発

案
し
、
多
く
の
村
民
の
み
な
さ

ん
の
協
力
に
よ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
進
ん
で
い
る
、
手
作
り
ハ

ン
ガ
ー
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
女
性
の
方
が
多
く

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
か
心
配
で

し
た
が
、
み
な
さ
ん
「
ヒ
ノ
キ

の
香
り
が
と
て
も
い
い
」「
ま
た
、

機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
」

な
ど
、
と
て
も
楽
し
そ
う
な
様

子
で
体
験
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
と
て
も
評
判
が
良
か
っ
た
の

で
、
天
龍
村
産
木
材
を
P
R
す

る
た
め
、
村
独
自
の
イ
ベ
ン
ト

も
行
い
た
い
と
計
画
し
て
い
ま

す
。

　
３
月
14
日
㈭
、
天
龍
小
学
校

に
て
、
道
路
河
川
愛
護
活
動
知

事
表
彰
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
天
龍
小
学

校
児
童
会
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
天
龍
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦
」
の

多
年
に
わ
た
る
活
動
を
讃
え
た

も
の
で
、
下
伊
那
南
部
建
設
事

務
所
長
か
ら
感
謝
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　「
天
龍
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦
」

は
昨
年
８
月
に
も
日
本
道
路
協

会
が
主
催
す
る
道
路
功
労
者
表

彰
を
受
賞
し
て
お
り
、
そ
の
取

組
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
熊
谷

彩
葉
さ
ん
は
、「
自
分
達
は
卒

業
し
て
し
ま
う
が
、
下
の
学
年

の
人
達
が
活
動
を
続
け
て
欲
し

い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
村
内
一
丸
で
村
内
の

美
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

天
龍
小
学
校
児
童
会

　道
路
河
川
愛
護
活
動

　
　
　
　知
事
表
彰
受
賞



（25）広 報　天　　龍 2019年４月24日 広 報　天　　龍（４）2019年４月24日

■自主財源　19.3％
　4億4,371万円
■依存財源　80.7％
　18億5,629万円

23億円前年比32．9％増の
平成31年度一般会計当初予算

平成31年度のおもな事業

特　別　会　計

国 民 健 康 保 険

村 営 水 道

村 営 下 水 道 事 業

介 護 保 険

後期高齢者医療保険

1億5,901万円

6,589万円

4,889万円

3億87万円

2,878万円

平成31年度の一般会計及び特別会計の当初予算が3月定例議会で承認されました。
一般会計では、歳入・歳出総額が23億円となり、前年度比132.9％の予算となりました。

歳入

村　税
18,892　8.2%

その他
5,811　2.4%

地方交付税
90,900
39.6%

県支出金
20,449
8.9%

村債
65,070
28.3%

繰入金 15,828　6.9%

国庫支出金
3,399　1.5%

使用料及び手数料 3,432　1.5%
諸収入 2,361　1.0%
その他 3,858　1.7%

前年差

△539万円

6,400万円

2,387万円

1億176万円

3億9,240万円

予算額

1億8,892万円

9億900万円

2億3,848万円

1億5,828万円

6億5,070万円

歳出項目

村 税

地方交付税

国・県支出金

繰 入 金

村 債

前年比

97.2%

107.6%

111.1%

280.0%

251.9%

歳入についての説明

みなさんから村に納めていただく税金の総額です。

国に納められた税の再分配や、過去に借り入れた起債
（借金）の償還金に対する補てんも含まれています。
定められた事業に対し、国や県から交付される補助金
や委託金です。
今まで積み立てていた基金（貯金）をさまざまな目的のために取り崩し、
一般会計に繰り入れます。おもに村の借金の繰上償還（返済）に活用します。
道路整備などの財源として国から借り入れる借金です。ただしのちに国から交付税措置が
受けられる起債（辺地・過疎対策事業債）など村の財政面で有利なものを借り入れます。

おもな事業名
【 拡 充 】 定 住 促 進 事 業
空 き 家 片 付 け 事 業 補 助 金
タクシ ー 券「クオッシ ー 」使 用 料
【新】風しん抗体検査・予防接種事業
林 道 改 良 事 業
【新】電源立地交付金　ミニホイールローダ購入事業
有 害 鳥 獣 駆 除 等 補 助 金
【新】おきよめの湯改修工事設計委託料
【 新 】平 岡 橋 照 明 L E D 化 工 事
村 道 改 良 事 業
【新】村道天龍小学校下線橋梁架設工事
【新】防災行政無線同報系デジタル化工事
児 童 生 徒 給 食 費 援 助 費
高 校 生 通 学 費 補 助 事 業
小 中 学 生 入 学 祝 金
【 新 】学 力 向 上 支 援 事 業 補 助 金
【新】補助事業林道災害復旧工事

事業費
275万円
100万円
628万円
79万円

4,795万円
600万円
600万円
416万円
566万円

1億6,396万円
4,000万円

3億7,885万円
176万円
78万円
18万円
18万円

7,531万円

事業内容
今年度より各種助成金の年齢要件の緩和等を行い、新たな定住促進事業を展開します。
村の空き家バンクに登録された空き家の家財道具などの処分費用を助成します。
指定範囲内で利用されたタクシー料金の75％を村で負担します。
昭和37年4月2日から昭和54年4月1日までに生まれた男性を対象に、風しん抗体検査及び予防接種にかかる費用を全額負担します。
主に向方線（拡幅改良）、虫川新野峠線（舗装改良）にかかる費用です。
除雪車1台の購入にかかる費用です。
シカ、イノシシ、サルなどの有害鳥獣駆除に対する補助金を交付します。
レストラン宴会場及び休憩所等の増改築に向けた実施設計にかかる委託料です。
平岡橋の照明を省エネ化のため、LEDに交換します。
主に峠山線、梨畑線、笠井島線、大久那田島線、長野大井戸線（ともに拡幅改良）、天竜川線（法面防災）、尾美の沢線（舗装）にかかる費用です。
天龍小学校校庭西側から恵平へ通過する道路の開設に伴い、架設する橋にかかる費用です。
防災行政無線の同報系のデジタル化にかかる費用です。
天龍小・中学校、児童・生徒の給食費を100％補助します。
高校生の電車通学定期券購入に対し6ヶ月定期券購入費の50％を補助します。
天龍小・中学校へ入学される家庭へ入学祝の商品券を贈呈します。
天龍小・中学校の児童・生徒を対象に、漢字検定・英語検定等に必要な検定料等を補助します。
平成30年度に発生した災害の復旧にかかる費用です（林道虫川新野峠線）。

ハンガープロジェクト

（単位：万円）

　2020本を目標に、昨年の２月から取り組みを開始し、10月からは製作会を月２回開催。３月の卒業
式では、発案から中心的役割を担ってきた卒業生５人に、在校生から1010と刻印された特別なデザイ
ンのハンガーがプレゼントされました。
　卒業生は村民のみなさんに協力いただいた事で夢が実現しそうだと感じており、卒業してもハンガ
ー製作の手伝いに来てくれることと思います。これからは在校生が2020本を目指しますので、ご協力
をお願いします。

◆これまでの経過

2018/10/13
2018/10/25
2018/12/16
2019/1/5
2019/1/12
2019/1/20
2019/1/30
2019/2/16
2019/3/12
2019/3/14
2019/3/31

至学館大学レスリング部へ贈呈
レスリング世界選手権にて世界各国の選手へ贈呈
レスリングモンゴル・台湾選手へ贈呈
ドミニカ共和国プロ野球チームへ贈呈
日本フェンシング協会へ贈呈
日清食品グループ陸上部へ贈呈
東海大学陸上競技部へ贈呈
佐久長聖高校駅伝部へ贈呈
1000本到達
1010が刻印された特別な５本を卒業生へ贈呈
３月末現在1061本

ハンガープロジェクトハンガープロジェクト
目標2020本の半分「1010本」を超えました!!

至学館大学レスリング部へ
ドミニカ共和国のプロ野球チームへ

（アルモンテ選手）レスリング モンゴル・台湾選手らへ

フェンシング協会へ 東海大学のみなさん日清食品の村澤明神選手らへ

東海大学陸上競技部へ 佐久長聖高校駅伝部へ1010と刻印された５本を卒業生へ贈呈



　
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
の
一
環

と
し
て
、
村
民

の
方
が
電
動
ア

シ
ス
ト
自
転
車

を
購
入
す
る
際

の
費
用
を
一
部

助
成
し
ま
す
。

・
補
助
金
額
は
購
入
費
用
の
３

分
の
１
と
し
、
３
万
円
を
限

度
額
と
す
る
。

・
補
助
の
対
象
者
は
村
内
に
住

所
を
有
す
る
方

　
詳
し
く
は
建
設
課
環
境
水
道

係
☎（
32
）１
０
２
２
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　
４
月
に
な
り
、
す
っ
か
り
暖

か
く
な
り
ま
し
た
！

　
陽
気
の
良
い
日
が
続
い
て
い

る
と
、
散
歩
や
買
い
物
、
畑
仕

事
な
ど
、
外
出
す
る
機
会
も
増

え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
外
出

し
た
際
は
無
理
は
せ
ず
、
楽
し

く
体
を
動
か
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

阜
村
）
ま
で
の
う
ち
約
３
ｋ
ｍ

程
度

①
満
20
歳
以
上
の
心
身
と
も
健

康
な
方
で
、
河
川
に
接
す
る

機
会
が
多
く
河
川
愛
護
に
関

心
を
お
持
ち
の
方

②
募
集
区
間
の
近
隣
に
お
住
ま

い
の
方

　
平
成
31
年
５
月
10
日
㈮
ま
で

　
①
住
所
　
②
氏
名
　
③
電
話

番
号
　
④
年
齢
　
⑤
職
業
　
⑥

応
募
理
由
を
記
載
し
た
も
の
を

郵
送

　
駒
ヶ
根
市
上
穂
南
７
‐
10

　
国
土
交
通
省
　
天
竜
川
上
流

河
川
事
務
所
　
管
理
課
（
☎
０

２
６
５
‐
81
‐
６
４
１
４
）

た
。

　
遠
山
善
治
氏
は
、
長
き
に
わ

た
り
、
県
内
の
林
業
教
育
に
多

大
な
る
貢
献
を
さ
れ
た
こ
と
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
2
月
21
日
㈭
に
飯
田
市
鼎
文

化
セ
ン
タ
ー
で
優
秀
農
業
者
・

農
業
団
体
等
表
彰
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
中
井
侍
茶
生
産
者
組
合
は
南

信
州
農
業
振
興
協
議
会
長
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
生
産
条
件
の
厳
し
い
中
、
中

井
侍
の
地
で
組
合
員
が
一
体
と

な
り
、
良
質
な
お
茶
の
生
産
に

力
を
注
い
だ
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ん
受
賞
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（27）広 報　天　　龍 2019年４月24日 広 報　天　　龍（26）2019年４月24日

　
３
月
17
日
㈰
、
天
龍
村
に
Ｕ

タ
ー
ン
、Ｉ
タ
ー
ン
さ
れ
た
方

を
中
心
と
し
た
交
流
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
昨

年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
現

在
ま
で
延
べ
106
名
の
方
々
に
ご

参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
当
日
は
小
雨
が
降
り
肌
寒
い

天
気
で
し
た
が
、24
名
の
み
な

さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、ま
た

新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
村
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
か
ら
鹿
肉
や
猪
肉
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
、
焼
肉
と
猪
鍋

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
移
住
定
住
推
進
係
で
は
、
今

年
度
も
、
こ
の
よ
う
な
新
た
な

つ
な
が
り
作
り
や
交
流
が
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
大
勢
の
み

な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
３
月
８
日
㈮
、
10
日
㈰
の
２

日
間
、
村
内
４
つ
の
会
場
に
て
、

村
地
域
お
こ
し
協
力
隊
お
よ
び

集
落
支
援
員
の
活
動
報
告
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
隊
員
・
支
援
員

が
今
年
度
取
り
組
ん
だ
活
動
や

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
、
そ
し
て
今

後
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
き

た
い
か
を
、
村
民
の
み
な
さ
ん

の
前
で
発
表
し
ま
し
た
。
４
会

場
あ
わ
せ
て
39
名
の
方
々
に
ご

来
場
い
た
だ
き
、
報
告
会
の
最

後
に
は
、
村
民
の
み
な
さ
ん
と

の
交
流
時
間
も
設
け
ま
し
た
。

　
今
後
も
天
龍
村
に
共
に
暮
ら

す「
仲
間
」と
し
て
協
力
隊
・
支

援
員
が
活
躍
で
き
る
よ
う
、
係

で
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

村
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
１
月
16
日
㈬
に
、
長
野
県
庁

で
平
成
30
年
度
長
野
県
ふ
る
さ

と
の
森
林
づ
く
り
賞
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
、天
龍
中
学
校
が【
森

林
環
境
教
育
推
進
の
部
・
長
野

県
知
事
賞
】を
遠
山
善
治
氏（
西

原
区
）
が
【
森
林
づ
く
り
推
進

の
部
・
長
野
県
緑
の
基
金
理
事

長
賞
】
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、２
月
22
日
㈮
に
南
信

州
元
気
な
森
フ
ェ
ス
タ
が
行
わ

れ
、天
龍
中
学
校
が【
南
信
州
木

づ
か
い
大
賞
】を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
天
龍
中
学
校
は
「
世
界
の
ア

ス
リ
ー
ト
に
天
龍
村
の
木
材
で

で
き
た
手
作
り
ハ
ン
ガ
ー
を
届

け
よ
う
」
と
い
う
思
い
か
ら
始

ま
っ
た
「
天
龍
中
学
校
手
作
り

ハ
ン
ガ
ー
P
R
O
J
E
C
T
」

の
取
り
組
み
が
表
彰
さ
れ
ま
し

第
４
回
移
住
者

　
交
流
会
を
開
催

第
４
回
移
住
者

　
交
流
会
を
開
催

第
４
回
移
住
者

　
交
流
会
を
開
催

第
４
回
移
住
者

　
交
流
会
を
開
催

移
住
体
験
ツ
ア
ー
を

　
　
　
開
催
し
ま
し
た

移
住
体
験
ツ
ア
ー
を

　
　
　
開
催
し
ま
し
た

移
住
体
験
ツ
ア
ー
を

　
　
　
開
催
し
ま
し
た

移
住
体
験
ツ
ア
ー
を

　
　
　
開
催
し
ま
し
た

　
村
営
水
道
未
普
及
地
区
を
対

象
に
、
安
定
し
た
生
活
用
水
の

確
保
を
目
的
と
し
て
、
個
人
が

整
備
す
る
水
道
施
設
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

○
天
龍
村
の
住
民
で
あ
っ
て
、

村
営
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

○
事
業
費
1
0
0
万
円
を
限
度

と
し
て
、７
割
を
補
助
し
ま
す
。

※
２
戸
が
共
同
で
整
備
す
る
場

合
は
事
業
費
・
補
助
金
と
も

２
倍
に
な
り
ま
す
。

○
水
源
地
か
ら
の
取
水
・
送
水

に
必
要
な
施
設

○
配
水
池
等
・
配
水
に
必
要
な

施
設

※
宅
地
内
の
配
管
に
要
す
る
費

用
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◎
こ
の
補
助
金
は
、
１
世
帯
１

度
だ
け
の
利
用
に
な
り
ま
す
。

慎
重
に
検
討
し
て
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
　
　
　

　
詳
し
く
は
、
役
場
建
設
課
環

境
水
道
係
☎（
32
）1
0
2
2
へ

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

個
人
水
道
施
設
整
備
の
た
め
の

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

個
人
水
道
施
設
整
備
の
た
め
の

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

個
人
水
道
施
設
整
備
の
た
め
の

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

個
人
水
道
施
設
整
備
の
た
め
の

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

森
林
・
林
業
振
興
へ
の

貢
献
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

森
林
・
林
業
振
興
へ
の

貢
献
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

森
林
・
林
業
振
興
へ
の

貢
献
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

森
林
・
林
業
振
興
へ
の

貢
献
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

近
場
の
移
動
に
電
動

　
　
ア
シ
ス
ト
自
転
車

近
場
の
移
動
に
電
動

　
　
ア
シ
ス
ト
自
転
車

近
場
の
移
動
に
電
動

　
　
ア
シ
ス
ト
自
転
車

近
場
の
移
動
に
電
動

　
　
ア
シ
ス
ト
自
転
車

困
っ
た
と
き
の
相
談
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

困
っ
た
と
き
の
相
談
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

困
っ
た
と
き
の
相
談
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

困
っ
た
と
き
の
相
談
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

　
平
成
31
年
４
月
１
日
よ
り
生

ご
み
処
理
機
の
交
付
条
件
を
拡

充
し
、
既
に
補
助
を
受
け
た
方

で
も
再
度
補
助
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

①
天
龍
村
に
住
所
を
有
す
る
方

で
、
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

を
購
入
し
、
設
置
し
た
方
。

②
消
費
税
を
除
い
て
３
万
円
以

上
の
生
ご
み
処
理
機
１
世
帯

１
基
ま
で
と
し
ま
す
。

③
①
で
購
入
し
た
生
ご
み
処
理

機
が
交
付
決
定
を
う
け
て
か

ら
５
年
経
過
し
た
場
合
で
再

度
購
入
・
設
置
さ
れ
る
方
。

購
入
価
格（
税
別
）の
２
分
の
１

（
上
限
２
万
円
）

　
購
入
後
１
年
以
内
に
、
領
収

書
・
保
証
書
（
購
入
日
や
販
売

店
・
商
品
名
・
購
入
者
の
記
載

が
あ
る
も
の
）
と
印
鑑
を
持
参

し
役
場
で
申
請
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
役
場
建
設
課
環
境

水
道
係
☎（
32
）１
０
２
２
へ
お

問
合
せ
下
さ
い
。

生
ご
み
処
理
機
の
補
助

条
件
を
拡
充
し
ま
し
た

生
ご
み
処
理
機
の
補
助

条
件
を
拡
充
し
ま
し
た

生
ご
み
処
理
機
の
補
助

条
件
を
拡
充
し
ま
し
た

生
ご
み
処
理
機
の
補
助

条
件
を
拡
充
し
ま
し
た

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
集
落
支
援
員

活
動
報
告
会

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
集
落
支
援
員

活
動
報
告
会

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
集
落
支
援
員

活
動
報
告
会

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
集
落
支
援
員

活
動
報
告
会

南
信
州
農
業
振
興
協
議
会

会
長
賞
受
賞

南
信
州
農
業
振
興
協
議
会

会
長
賞
受
賞

南
信
州
農
業
振
興
協
議
会

会
長
賞
受
賞

南
信
州
農
業
振
興
協
議
会

会
長
賞
受
賞

４月の体験ツアーでは大河内シカオイ行事を見学しました

移住者交流会の様子

表彰を受ける天龍中学校

最後にみんなで記念撮影

対
　
象
　
者

対
　
　
象

助
　
成
　
額

募 

集 

人 

数

応 

募 

資 

格

応 

募 

期 

間

応 

募 

方 

法

お
問
い
合
わ
せ
先

募 

集 

区 

間

申 

込 

方 

法

補
助
対
象
経
費

補
助
事
業
の
概
要

交
付
対
象
施
設

　
３
月
16
・
17
日
と
４
月
６
・

７
日
の
土
日
に
移
住
を
検
討
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
と
し
た
体

験
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
合
計
５

名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
で
参
加

者
に
村
の
概
要
の
説
明
や
、
小

中
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
や
秘

境
駅
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
参

加
者
の
方
か
ら
は
、
天
龍
村
や

南
信
州
な
ど
地
域
を
知
る
こ
と

が
で
き
て
大
変
い
い
機
会
だ
っ

た
、
家
族
な
ど
と
も
共
有
し
て

検
討
し
た
い
と
の
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
に
限
ら

ず
、
移
住
を
検
討
さ
れ
て
い
る

向
け
の
相
談
は
随
時
承
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

は
、
高
齢
者
の
方
々
が
日
常
の

中
で
困
っ
て
い
る
事
や
悩
み
事

の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

窓
口
で
の
相
談
の
他
、
お
電
話

を
い
た
だ
け
れ
ば
お
家
ま
で
お

伺
い
し
て
お
話
を
お
聞
き
し
ま

す
。

　
ま
た
、
現
在
は
お
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
の
方
の
家
を
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
生
活
の
ご

様
子
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
こ

ち
ら
の
電
話
番
号
に
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
☎（
32
）１
０
２
１

　
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備

局
で
は
、
河
川
整
備
・
河
川
利

用
又
は
河
川
環
境
等
に
関
す
る

地
域
の
要
望
を
十
分
に
把
握
し
、

地
域
と
の
連
携
を
進
め
、
あ
わ

せ
て
河
川
愛
護
思
想
の
普
及
啓

発
及
び
河
川
の
適
正
な
維
持
管

理
に
資
す
る
た
め
に
、
河
川
愛

護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
の
で
下
記
の
と

お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

　
１
名

　
天
竜
川
：
天
竜
川
橋
付
近（
天

龍
村
）
か
ら
竜
田
橋
付
近
（
泰



　
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
の
一
環

と
し
て
、
村
民

の
方
が
電
動
ア

シ
ス
ト
自
転
車

を
購
入
す
る
際

の
費
用
を
一
部

助
成
し
ま
す
。

・
補
助
金
額
は
購
入
費
用
の
３

分
の
１
と
し
、
３
万
円
を
限

度
額
と
す
る
。

・
補
助
の
対
象
者
は
村
内
に
住

所
を
有
す
る
方

　
詳
し
く
は
建
設
課
環
境
水
道

係
☎（
32
）１
０
２
２
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　
４
月
に
な
り
、
す
っ
か
り
暖

か
く
な
り
ま
し
た
！

　
陽
気
の
良
い
日
が
続
い
て
い

る
と
、
散
歩
や
買
い
物
、
畑
仕

事
な
ど
、
外
出
す
る
機
会
も
増

え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
外
出

し
た
際
は
無
理
は
せ
ず
、
楽
し

く
体
を
動
か
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

阜
村
）
ま
で
の
う
ち
約
３
ｋ
ｍ

程
度

①
満
20
歳
以
上
の
心
身
と
も
健

康
な
方
で
、
河
川
に
接
す
る

機
会
が
多
く
河
川
愛
護
に
関

心
を
お
持
ち
の
方

②
募
集
区
間
の
近
隣
に
お
住
ま

い
の
方

　
平
成
31
年
５
月
10
日
㈮
ま
で

　
①
住
所
　
②
氏
名
　
③
電
話

番
号
　
④
年
齢
　
⑤
職
業
　
⑥

応
募
理
由
を
記
載
し
た
も
の
を

郵
送

　
駒
ヶ
根
市
上
穂
南
７
‐
10

　
国
土
交
通
省
　
天
竜
川
上
流

河
川
事
務
所
　
管
理
課
（
☎
０

２
６
５
‐
81
‐
６
４
１
４
）

た
。

　
遠
山
善
治
氏
は
、
長
き
に
わ

た
り
、
県
内
の
林
業
教
育
に
多

大
な
る
貢
献
を
さ
れ
た
こ
と
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
2
月
21
日
㈭
に
飯
田
市
鼎
文

化
セ
ン
タ
ー
で
優
秀
農
業
者
・

農
業
団
体
等
表
彰
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
中
井
侍
茶
生
産
者
組
合
は
南

信
州
農
業
振
興
協
議
会
長
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
生
産
条
件
の
厳
し
い
中
、
中

井
侍
の
地
で
組
合
員
が
一
体
と

な
り
、
良
質
な
お
茶
の
生
産
に

力
を
注
い
だ
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ん
受
賞
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（27）広 報　天　　龍 2019年４月24日 広 報　天　　龍（26）2019年４月24日

　
３
月
17
日
㈰
、
天
龍
村
に
Ｕ

タ
ー
ン
、Ｉ
タ
ー
ン
さ
れ
た
方

を
中
心
と
し
た
交
流
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
昨

年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
現

在
ま
で
延
べ
106
名
の
方
々
に
ご

参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
当
日
は
小
雨
が
降
り
肌
寒
い

天
気
で
し
た
が
、24
名
の
み
な

さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、ま
た

新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
村
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
か
ら
鹿
肉
や
猪
肉
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
、
焼
肉
と
猪
鍋

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
移
住
定
住
推
進
係
で
は
、
今

年
度
も
、
こ
の
よ
う
な
新
た
な

つ
な
が
り
作
り
や
交
流
が
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
大
勢
の
み

な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
３
月
８
日
㈮
、
10
日
㈰
の
２

日
間
、
村
内
４
つ
の
会
場
に
て
、

村
地
域
お
こ
し
協
力
隊
お
よ
び

集
落
支
援
員
の
活
動
報
告
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
隊
員
・
支
援
員

が
今
年
度
取
り
組
ん
だ
活
動
や

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
、
そ
し
て
今

後
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
き

た
い
か
を
、
村
民
の
み
な
さ
ん

の
前
で
発
表
し
ま
し
た
。
４
会

場
あ
わ
せ
て
39
名
の
方
々
に
ご

来
場
い
た
だ
き
、
報
告
会
の
最

後
に
は
、
村
民
の
み
な
さ
ん
と

の
交
流
時
間
も
設
け
ま
し
た
。

　
今
後
も
天
龍
村
に
共
に
暮
ら

す「
仲
間
」と
し
て
協
力
隊
・
支

援
員
が
活
躍
で
き
る
よ
う
、
係

で
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

村
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
１
月
16
日
㈬
に
、
長
野
県
庁

で
平
成
30
年
度
長
野
県
ふ
る
さ

と
の
森
林
づ
く
り
賞
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
、天
龍
中
学
校
が【
森

林
環
境
教
育
推
進
の
部
・
長
野

県
知
事
賞
】を
遠
山
善
治
氏（
西

原
区
）
が
【
森
林
づ
く
り
推
進

の
部
・
長
野
県
緑
の
基
金
理
事

長
賞
】
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、２
月
22
日
㈮
に
南
信

州
元
気
な
森
フ
ェ
ス
タ
が
行
わ

れ
、天
龍
中
学
校
が【
南
信
州
木

づ
か
い
大
賞
】を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
天
龍
中
学
校
は
「
世
界
の
ア

ス
リ
ー
ト
に
天
龍
村
の
木
材
で

で
き
た
手
作
り
ハ
ン
ガ
ー
を
届

け
よ
う
」
と
い
う
思
い
か
ら
始

ま
っ
た
「
天
龍
中
学
校
手
作
り

ハ
ン
ガ
ー
P
R
O
J
E
C
T
」

の
取
り
組
み
が
表
彰
さ
れ
ま
し

第
４
回
移
住
者

　
交
流
会
を
開
催

第
４
回
移
住
者

　
交
流
会
を
開
催

第
４
回
移
住
者

　
交
流
会
を
開
催

第
４
回
移
住
者

　
交
流
会
を
開
催

移
住
体
験
ツ
ア
ー
を

　
　
　
開
催
し
ま
し
た

移
住
体
験
ツ
ア
ー
を

　
　
　
開
催
し
ま
し
た

移
住
体
験
ツ
ア
ー
を

　
　
　
開
催
し
ま
し
た

移
住
体
験
ツ
ア
ー
を

　
　
　
開
催
し
ま
し
た

　
村
営
水
道
未
普
及
地
区
を
対

象
に
、
安
定
し
た
生
活
用
水
の

確
保
を
目
的
と
し
て
、
個
人
が

整
備
す
る
水
道
施
設
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

○
天
龍
村
の
住
民
で
あ
っ
て
、

村
営
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

○
事
業
費
1
0
0
万
円
を
限
度

と
し
て
、７
割
を
補
助
し
ま
す
。

※
２
戸
が
共
同
で
整
備
す
る
場

合
は
事
業
費
・
補
助
金
と
も

２
倍
に
な
り
ま
す
。

○
水
源
地
か
ら
の
取
水
・
送
水

に
必
要
な
施
設

○
配
水
池
等
・
配
水
に
必
要
な

施
設

※
宅
地
内
の
配
管
に
要
す
る
費

用
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◎
こ
の
補
助
金
は
、
１
世
帯
１

度
だ
け
の
利
用
に
な
り
ま
す
。

慎
重
に
検
討
し
て
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
　
　
　

　
詳
し
く
は
、
役
場
建
設
課
環

境
水
道
係
☎（
32
）1
0
2
2
へ

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

個
人
水
道
施
設
整
備
の
た
め
の

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

個
人
水
道
施
設
整
備
の
た
め
の

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

個
人
水
道
施
設
整
備
の
た
め
の

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

個
人
水
道
施
設
整
備
の
た
め
の

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

森
林
・
林
業
振
興
へ
の

貢
献
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

森
林
・
林
業
振
興
へ
の

貢
献
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

森
林
・
林
業
振
興
へ
の

貢
献
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

森
林
・
林
業
振
興
へ
の

貢
献
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

近
場
の
移
動
に
電
動

　
　
ア
シ
ス
ト
自
転
車

近
場
の
移
動
に
電
動

　
　
ア
シ
ス
ト
自
転
車

近
場
の
移
動
に
電
動

　
　
ア
シ
ス
ト
自
転
車

近
場
の
移
動
に
電
動

　
　
ア
シ
ス
ト
自
転
車

困
っ
た
と
き
の
相
談
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

困
っ
た
と
き
の
相
談
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

困
っ
た
と
き
の
相
談
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

困
っ
た
と
き
の
相
談
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

　
平
成
31
年
４
月
１
日
よ
り
生

ご
み
処
理
機
の
交
付
条
件
を
拡

充
し
、
既
に
補
助
を
受
け
た
方

で
も
再
度
補
助
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

①
天
龍
村
に
住
所
を
有
す
る
方

で
、
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

を
購
入
し
、
設
置
し
た
方
。

②
消
費
税
を
除
い
て
３
万
円
以

上
の
生
ご
み
処
理
機
１
世
帯

１
基
ま
で
と
し
ま
す
。

③
①
で
購
入
し
た
生
ご
み
処
理

機
が
交
付
決
定
を
う
け
て
か

ら
５
年
経
過
し
た
場
合
で
再

度
購
入
・
設
置
さ
れ
る
方
。

購
入
価
格（
税
別
）の
２
分
の
１

（
上
限
２
万
円
）

　
購
入
後
１
年
以
内
に
、
領
収

書
・
保
証
書
（
購
入
日
や
販
売

店
・
商
品
名
・
購
入
者
の
記
載

が
あ
る
も
の
）
と
印
鑑
を
持
参

し
役
場
で
申
請
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
役
場
建
設
課
環
境

水
道
係
☎（
32
）１
０
２
２
へ
お

問
合
せ
下
さ
い
。

生
ご
み
処
理
機
の
補
助

条
件
を
拡
充
し
ま
し
た

生
ご
み
処
理
機
の
補
助

条
件
を
拡
充
し
ま
し
た

生
ご
み
処
理
機
の
補
助

条
件
を
拡
充
し
ま
し
た

生
ご
み
処
理
機
の
補
助

条
件
を
拡
充
し
ま
し
た

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
集
落
支
援
員

活
動
報
告
会

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
集
落
支
援
員

活
動
報
告
会

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
集
落
支
援
員

活
動
報
告
会

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
集
落
支
援
員

活
動
報
告
会

南
信
州
農
業
振
興
協
議
会

会
長
賞
受
賞

南
信
州
農
業
振
興
協
議
会

会
長
賞
受
賞

南
信
州
農
業
振
興
協
議
会

会
長
賞
受
賞

南
信
州
農
業
振
興
協
議
会

会
長
賞
受
賞

４月の体験ツアーでは大河内シカオイ行事を見学しました

移住者交流会の様子

表彰を受ける天龍中学校

最後にみんなで記念撮影

対
　
象
　
者

対
　
　
象

助
　
成
　
額

募 

集 

人 

数

応 

募 

資 

格

応 

募 

期 

間

応 

募 

方 

法

お
問
い
合
わ
せ
先

募 

集 

区 

間

申 

込 

方 

法

補
助
対
象
経
費

補
助
事
業
の
概
要

交
付
対
象
施
設

　
３
月
16
・
17
日
と
４
月
６
・

７
日
の
土
日
に
移
住
を
検
討
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
と
し
た
体

験
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
合
計
５

名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
で
参
加

者
に
村
の
概
要
の
説
明
や
、
小

中
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
や
秘

境
駅
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
参

加
者
の
方
か
ら
は
、
天
龍
村
や

南
信
州
な
ど
地
域
を
知
る
こ
と

が
で
き
て
大
変
い
い
機
会
だ
っ

た
、
家
族
な
ど
と
も
共
有
し
て

検
討
し
た
い
と
の
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
に
限
ら

ず
、
移
住
を
検
討
さ
れ
て
い
る

向
け
の
相
談
は
随
時
承
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

は
、
高
齢
者
の
方
々
が
日
常
の

中
で
困
っ
て
い
る
事
や
悩
み
事

の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

窓
口
で
の
相
談
の
他
、
お
電
話

を
い
た
だ
け
れ
ば
お
家
ま
で
お

伺
い
し
て
お
話
を
お
聞
き
し
ま

す
。

　
ま
た
、
現
在
は
お
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
の
方
の
家
を
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
生
活
の
ご

様
子
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
こ

ち
ら
の
電
話
番
号
に
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
☎（
32
）１
０
２
１

　
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備

局
で
は
、
河
川
整
備
・
河
川
利

用
又
は
河
川
環
境
等
に
関
す
る

地
域
の
要
望
を
十
分
に
把
握
し
、

地
域
と
の
連
携
を
進
め
、
あ
わ

せ
て
河
川
愛
護
思
想
の
普
及
啓

発
及
び
河
川
の
適
正
な
維
持
管

理
に
資
す
る
た
め
に
、
河
川
愛

護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
の
で
下
記
の
と

お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

　
１
名

　
天
竜
川
：
天
竜
川
橋
付
近（
天

龍
村
）
か
ら
竜
田
橋
付
近
（
泰



◇
第
二
分
団
長
　
熊
谷
　
大
喜

◇
副
分
団
長
　
　
伊
藤
　
祐
介

◇
　
〃
　
　
　
　
内
藤
　
孝
雄

◇
女
性
班
長
　
　
柿
下
　
麻
衣

◇
副
班
長
　
　
　
玉
置
　
唯
乃

◎
退
　職

◇
赤
松
　
大
輔
（
保
健
師
）

◇
黒
田
あ
ゆ
み
（
保
育
士
）

　
県
の
交
流
職
員

と
し
て
天
龍
村
に

参
り
ま
し
た
、
花

岡
沙
代
と
申
し
ま
す
。

　
出
身
は
長
野
市
で
天
龍
村
に

来
る
の
は
初
め
て
で
す
が
、
以

前
か
ら
南
信
州
で
の
勤
務
を
希

望
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
よ
う

な
機
会
を
い
た
だ
け
て
あ
り
が

た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
赴
任
し
て
間
も
な
い
で

す
が
、
周
り
の
皆
さ
ん
に
助
け

ら
れ
な
が
ら
美
し
い
桜
が
咲
き

誇
る
豊
か
な
自
然
の
中
で
暮
ら

せ
る
幸
せ
を
感
じ
る
毎
日
で
す
。

微
力
な
が
ら
、
村
の
課
題
解
決

や
信
州
に
春
を
告
げ
る
天
龍
村

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
け
る
よ

う
勤
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
度
の
異
動
に
よ

り
、
次
の
先
生
方
が
村
内
の
小

中
学
校
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
天
龍
小
学
校
〉

◇
金
井
　
　
健
（
教
頭
）

◇
米
澤
　
雄
太
（
１
年
担
任
）

◇
福
澤
　
佑
軌
（
４
年
担
任
）

◇
内
山
　
文
洋
（
５
年
担
任
）

〈
天
龍
中
学
校
〉

◇
下
里
　
洋
平
（
１
年
担
任
）

◇
林
　
　
啓
太（
１
年
副
担
任
）

◇
青
柳
　
　
佳
（
２
年
担
任
）

◇
岩
﨑
　
奈
津
美

（
養
護
・
２
年
副
担
任
）

　
２
０
１
９
年
度
天
龍
村
消
防

団
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
団
　
長
　
　
　
中
島
　
俊
博

◇
副
団
長
　
　
　
大
平
　
崇
史

◇
本
部
長
　
　
　
上
野
　
洋
平

◇
機
関
長
　
　
　
恩
澤
　
　
知

◇
救
護
長
　
　
　
山
﨑
　
英
琢

◇
旗
手
　
　
　
　
橋
爪
　
　
貴

◇
喇
叭
長
　
　
　
濱
島
　
徳
嗣

◇
第
一
分
団
長
　
宮
下
　
正
和

◇
副
分
団
長
　
　
松
澤
　
一
生

◇
　
〃
　
　
　
　
宮
澤
　
真
行

広 報　天　　龍（28）

4/27 4/28 4/29 4/30 5/1 5/2 5/3 5/4 5/5 5/6
㈯ ㈰ ㈪ ㈫ ㈬ ㈭ ㈮ ㈯ ㈰ ㈪

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

通常運行

× × × ○ × ○ × × × ×

運休 平日ダイヤ 運休 平日ダイヤ 運休

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

土日祝ダイヤ
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私たちの村
－４月１日現在－
人口 1,275 人

男 601 人 女 674 人
世帯数 712 世帯

2019年4月24日

５月１日から新元号「令和」となります

４月４日㈭、天龍小学校および中学校の入学式が行われました。
小学校は男子２名、女子２名の計４名。新しい教科書。初めての教室。お兄さんもお姉さんも先生も、
みんな楽しみに待っていました！ランドセルに夢をたくさん詰め込んで、お勉強や遊びを元気いっぱい
楽しみましょう！
中学校は女子３名。保護者らは、制服を着て少し大人びた我が子に目を細め、春の校舎に校歌が響きま
した。

４月３日㈬、新しいお友達２名を迎え全園児15名で元気よく新年度がスタートしました。よく食べ、よ
く寝て、よく遊び心も身体も大きくなります。村民の皆様には昨年度同様お世話になりますが、よろし
くお願いします。

　
２
月
22
日
㈮
に
、
み
ど
り
の

少
年
団
と
地
域
の
み
な
さ
ん
で

平
成
31
年
度
用
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ

ウ
の
巣
箱
づ
く
り
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
は
地
域
の
み
な
さ
ん

の
協
力
に
よ
り
30
基
の
巣
箱
を

作
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
、
村
民
有
志
に
よ
る
、

「
天
龍
村
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
を
守

る
会
」
も
立
ち
上
が
り
、
保
護

活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
よ
り
多
く
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

が
天
龍
村
に
訪
れ
、
営
巣
し
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の

巣
箱
づ
く
り

村営バス神原線（平岡郵便局
～大河内）

広域バス平岡線（平岡～和田）

乗合タクシー平岡線（平岡～
和田）

村営バス等のゴールデンウィーク中の運行について

　
県
の
特
別
天
然
記
念
物
で
、

村
鳥
で
あ
る
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の

保
護
活
動
を
天
龍
小
学
校
の
児

童
と
一
緒
に
取
り
組
む
「
天
龍

村
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
を
守
る

会
」
が
２
月
22
日
㈮
に
発
足
し

ま
し
た
。

　
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
保
護
活
動
は

「
天
龍
み
ど
り
の
少
年
団
」
が

平
成
10
年
度
か
ら
行
っ
て
お
り
、

飛
来
す
る
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
も
増

え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
児

童
数
の
減
少
に
よ
り
今
後
の
活

動
が
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
た
め
今
回
、
み
ど
り
の

少
年
団
活
動
を
地
域
と
し
て
支

援
し
、
村
内
一
体
と
な
っ
て

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
保
護
活
動
を
行

う
た
め
、「
守
る
会
」
が
発
足

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

（
人
事
異
動
）※
敬
称
略

お
世
話
に
な
り
ま
す

花
岡 

沙
代

２
０
１
９
年
度

交
流
職
員
あ
い
さ
つ

　みんな、元気に

遊ぼうね!


